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植
民
地
期
の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
お
け
る
小
嶺
磯
吉
の
活
動
に
関
す
る
予
察

）

一　
（

は
じ
め
に

　

慶
應
義
塾
大
学
（
以
下
、
慶
應
大
）
に
は
二
〇
〇
〇
点
近
く
の

オ
セ
ア
ニ
ア
民
族
資
料
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
資
料
を
管
理
す
る

民
族
学
考
古
学
研
究
室
に
よ
る
整
理
作
業
や
資
料
調
査
が
進
展
す

る
過
程
で
、
慶
應
大
の
オ
セ
ア
ニ
ア
民
族
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は

複
数
の
人
物
・
調
査
隊
の
収
集
品
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
と
、
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
一
部
が
小
嶺
磯
吉
（
一
八
六
六
～
一
九
三
四
）
に
よ

っ
て
収
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ（
た

）
1

。
小
嶺

は
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
活

躍
し
た
日
本
人
移
民
で
あ
る
。
彼
は
真
珠
母
貝
や
海
鼠
な
ど
の
海

産
物
を
採
取
す
る
潜
水
漁
業
に
参
画
す
る
た
め
に
一
九
世
紀
末
に

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
へ
渡
っ
た
。
二
〇
世
紀
に
入
る
と
ド
イ
ツ
総
督
府

の
代
理
人
と
し
て
現
地
踏
査
や
部
族
紛
争
の
調
停
を
担
う
よ
う
に

な
り
、
最
終
的
に
は
コ
コ
ヤ
シ
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
造
船
所
を

経
営
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
小
嶺
の
活
動
が
報
告
さ

れ
る
一
方
で
、
彼
が
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
各
地
で
民
族
資
料
を
収
集
し

た
こ
と
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
彼
の
収
集
品
は

第
二
次
世
界
大
戦
前
と
終
戦
直
後
の
二
度
に
渡
っ
て
慶
應
大
に
寄

贈
さ
れ
た
ほ
か
、
慶
應
大
へ
の
寄
贈
に
先
立
つ
一
九
一
一
年
に
、

小
嶺
に
よ
る
収
集
品
が
シ
カ
ゴ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館
よ
り
派
遣

さ
れ
た
ア
ル
バ
ー
ト
・
ル
イ
ス
（A

lbert Lew
is

）
に
売
却
さ
れ
、

そ
の
大
半
は
現
在
も
フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い（
る

）
2

。

　

小
嶺
の
収
集
活
動
に
関
す
る
文
書
記
録
は
殆
ど
残
っ
て
お
ら
ず
、

ま
た
慶
應
大
に
所
蔵
さ
れ
る
小
嶺
の
収
集
品
の
大
半
が
収
集
地
を

含
め
た
来
歴
に
関
す
る
情
報
を
喪
失
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
の

収
集
活
動
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ（
た

）
3

。

一
七
七

臺
　
　
　
浩
　
亮

植
民
地
期
の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
お
け
る
小
嶺
磯
吉
の
活
動
に
関
す
る
予
察

─
─
一
九
〇
五
年
か
ら
一
九
一
一
年
に
お
け
る
収
集
活
動
を
中
心
に
─
─



史
　
　
　
学

　
第
八
九
巻

　
第
三
号

）

二　
（

そ
の
一
方
で
、
小
嶺
が
収
集
し
た
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
の
ウ

リ（
像

）
4

（U
li

）
を
出
発
点
と
し
つ
つ
、
広
範
な
民
族
誌
的
情
報
を

コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
な
か
に
整
理
す
る
こ
と
で
、
収
集

を
め
ぐ
っ
て
交
差
し
た
多
様
な
立
場
や
思
惑
に
迫
る
た
め
の
予
備

的
考
察
を
行
っ
た
山
口
の
論
考
は
非
常
に
示
唆
に
富
ん
で
い
る

（
山
口 2015

）。
な
か
で
も
、「
造
形
物
が
『
今
こ
こ
に
あ
る
』
こ

と
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
製
作
／
使
用
に
か
か
わ
る
現
地
の
コ

ン
テ
キ
ス
ト
に
加
え
て
、
植
民
地
的
状
況
の
な
か
で
生
じ
て
い
た

収
集
の
現
場
の
様
相
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
」（ibid.:   401

）

と
い
う
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。「
収
集
の
現
場
」
に
光
を
当
て
る

こ
と
は
、
収
集
（collecting

）
と
い
う
行
為
を
、
単
な
る
趣
味

や
好
事
家
の
問
題
と
し
て
片
づ
け
る
の
で
は
な
く
、
モ
ノ
の
製

作
／
使
用
に
関
わ
る
当
該
地
域
の
文
化
的
背
景
に
加
え
て
、
民
族

誌
学
的
関
心
や
植
民
地
史
、
さ
ら
に
は
博
物
館
の
近
代
史
と
い
っ

た
関
連
諸
学
の
領
域
に
ま
た
が
る
事
象
と
し
て
扱
う
こ
と
を
意
味

す
る
（cf. O

H̓
anlon et al. 2000; Gosden et al. 2001; 

ポ
ミ

ア
ン1992

）。

　

小
嶺
の
収
集
品
は
『
現
代
の
眼
―
原
始
美
術
か
ら
』（
一
九
六

〇
年
、
国
立
近
代
美
術
館
）、『
文
化
人
類
の
宝
庫
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
芸
術
展
』（
一
九
六
二
年
、
読
売
新
聞
社
・
上
野
松
坂
屋
）、

『
原
始
美
術
』（
一
九
七
五
年
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
）
に
出
品
さ

れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
山
口2015: 421-422

）。
そ
の

他
、『
講
談
社
版
・
世
界
美
術
大
系
：
原
始
芸
術
』（
吉
川 1963

）

な
ど
の
書
籍
に
小
嶺
の
収
集
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
一
九
七
〇

年
代
以
降
の
数
十
年
間
は
彼
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
一
般
公
開
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
慶
應
大
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開
催
さ

れ
た
文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
企
画
展
『
語
り
だ
す
南
洋
の
造

形
：
慶
應
大
所
蔵
・
小
嶺
磯
吉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』（
二
〇
一
五
年
、

三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
一
階
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
に
小
嶺
の
収

集
品
が
出
品
さ
れ
た
こ
と
を
皮
切
り
に
、
慶
應
義
塾
大
学
民
族
学

考
古
学
資
料
展
『
人
を
模
る
造
形
の
世
界
：
南
洋
・
東
洋
・
中
近

東
』（
二
〇
一
七
年
、
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
一
階
展
示
ギ
ャ

ラ
リ
ー
）、『A

N
IM

A
RT

U
FA

CT

―
時
空
を
越
え
る
動
物
―
』

（
二
〇
一
九
年
、
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
一
階
展
示
ギ
ャ
ラ

リ
ー
）、『
出
会
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
カ
タ
チ
』（
二
〇
二
〇
年
、
三

田
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
一
階
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
に
て
小
嶺
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
一
部
が
展
示
さ
れ
た
こ
と
で
、
近
年
そ
の
存
在
に
再

び
光
が
当
て
ら
れ
る
と
と
も
に
、
資
料
の
来
歴
へ
の
関
心
が
一
層

高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
二
〇
世
紀
初
頭
の
民
族
資
料
が
今
慶
應
大

に
あ
る
こ
と
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
は
資
料
の
来
歴
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
に
留
ま
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
資
料
の
製
作
／
使

用
に
か
か
わ
る
現
地
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
や
、
植
民
地
的
状
況
の
な

一
七
八



植
民
地
期
の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
お
け
る
小
嶺
磯
吉
の
活
動
に
関
す
る
予
察

）

三　
（
一
七
九

か
で
生
じ
て
い
た
収
集
の
現
場
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
に
繋
が
る
。

　

筆
者
は
小
嶺
磯
吉
に
よ
る
収
集
活
動
や
彼
の
収
集
品
の

来
歴
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
に
際
し
て
、
一
九
一
一
年
に

シ
カ
ゴ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館
へ
売
却
さ
れ
た
小
嶺
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
ア
ー
カ
イ
ブ
資
料
『
原
目
録
』
を

調
査
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
本
稿
で
は
こ
の
『
原
目

録
』
な
ら
び
に
ア
ー
カ
イ
ブ
さ
れ
る
各
種
資
料
を
整
理
・

分
析
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
小
嶺
磯
吉
の
生
涯
に
つ
い
て

再
整
理
す
る
と
と
も
に
、
特
に
一
九
一
一
年
以
前
の
収
集

活
動
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
う
。

一
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
地
域
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の

　
　

植
民
活
動

（
１
）
ド
イ
ツ
系
貿
易
商
会
に
よ
る
植
民
活
動

　
　

（
～
一
八
九
九
）

　

小
嶺
磯
吉
が
二
〇
世
紀
初
頭
に
活
動
し
た
地
域
は
一
九

〇
〇
年
に
確
定
し
た
ド
イ
ツ
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
版
図

（
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
北
東
部
な
ら
び
に
ビ
ス
マ
ル
ク
諸
島
、

ア
ド
ミ
ラ
ル
テ
ィ
諸
島
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
北
部
）
と
ほ
ぼ

重
な
る
（
図
１
）。

図 1　ニューギニア地域の島・河川・村落



史
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第
八
九
巻

　
第
三
号

）

四　
（

　

一
七
世
紀
以
降
、
捕
鯨
船
や
商
船
が
散
発
的
に
当
地
へ
来
航
し

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
が
、
本
格
的
な
入
植
活
動
が
記
録
さ
れ
る

の
は
一
九
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
八
七
四
年
、

サ
モ
ア
を
拠
点
に
経
済
活
動
を
行
っ
て
い
た
ゴ
ッ
ド
フ
ロ
イ
商
会

（Godeffroy
）
が
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
地
域
に
進
出
し
、
デ
ュ
ー
ク
・
オ

ブ
・
ヨ
ー
ク
諸
島
（D

uke of Y
ork

）
の
ミ
オ
コ
島
（M

ioko

）

に
商
館
を
構
え
た
。
同
じ
く
ド
イ
ツ
系
の
貿
易
商
会
で
あ
る
ヘ
ル

ン
シ
ェ
イ
ム
商
会
（H

ernsheim

）
が
、
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
ガ

ゼ
ル
半
島
の
マ
ツ
ピ
村
（M

atupi
）（
一
八
七
七
年
）
や
デ
ュ
ー

ク
・
オ
ブ
・
ヨ
ー
ク
諸
島
内
の
マ
カ
ダ
島
（M

akada

）（
一
八

七
九
年
）
に
商
館
を
建
設
し
た
。
な
お
、
一
八
七
八
年
に
ゴ
ッ
ド

フ
ロ
イ
商
会
は
南
洋
貿
易
及
び
農
園
商
会
（D

eutsch Südsee 
H

andels und Plantagen Gesellschaft

／
以
下D

. H
 &

 P. 
G.

社
）
に
吸
収
合
併
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
の
権
益
はD

. H
 

&
 P. G.

社
が
継
承
し
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に

お
い
て
ド
イ
ツ
系
の
入
植
者
に
よ
る
活
動
が
本
格
化
す
る
の
は
一

八
七
〇
年
代
と
考
え
て
よ
い
。
た
だ
し
、
初
期
の
入
植
活
動
は
貿

易
商
会
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
活
動
地
域
は

デ
ュ
ー
ク
・
オ
ブ
・
ヨ
ー
ク
諸
島
や
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
ガ
ゼ
ル

半
島
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
八
八
〇
年
代
に
入
る
と

そ
の
活
動
地
域
は
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
の
沿
岸
地
域
へ
と
広

が
っ
て
い
く
。
初
期
の
入
植
活
動
を
貿
易
商
会
が
担
っ
た
理
由
の

一
つ
を
、
ド
イ
ツ
帝
国
の
植
民
地
政
策
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

当
時
、
ド
イ
ツ
帝
国
宰
相
の
地
位
に
あ
っ
た
オ
ッ
ト
ー
・
ビ
ス
マ

ル
ク
（O

tto von Bism
arck

）
は
海
外
植
民
地
の
獲
得
に
消
極

的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
海
外
へ
の
植
民
活
動
自
体
は
否
定
し
て

お
ら
ず
、
ド
イ
ツ
系
の
貿
易
商
会
が
既
に
海
外
で
獲
得
し
た
権
益

を
保
護
す
る
必
要
性
を
認
識
し
て
い
た
。
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
を
は

じ
め
と
す
る
列
強
が
太
平
洋
に
進
出
す
る
中
、
彼
は
政
策
を
転
換

し
、
海
外
植
民
地
の
積
極
的
な
獲
得
に
乗
り
出
す
よ
う
に
な
っ
た

（M
oses 1968: 45-48; 

栗
原 2018: 314-315

）。
実
際
に
ド
イ

ツ
帝
国
が
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
を
領
有
す
る
に
至
っ
た
の
は
ア
ド
ル

フ
・
ハ
ン
ス
マ
ン
（A

dolf von H
ansem

ann

）
の
功
績
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
。
彼
はD

. H
 &

 P. G.

社
に
よ
る
ゴ
ッ
ド
フ

ロ
イ
商
会
の
買
収
を
主
導
し
た
後
、
ド
イ
ツ
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
商

会
（N

euguinea-K
om

pagnie

）
を
設
立
し
た
人
物
で
あ
る

（M
oses 1968: 47-48

）。
一
八
八
四
年
に
ハ
ン
ス
マ
ン
は
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
地
域
で
の
経
済
開
発
の
可
能
性
に
つ
い
て
調
査
す
る

た
め
に
、
博
物
学
者
の
オ
ッ
ト
ー
・
フ
ィ
ン
シ
ュ
（O

tto 
Finsch

）
を
現
地
に
派
遣
し
た
。
フ
ィ
ン
シ
ュ
は
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

北
東
部
及
び
ビ
ス
マ
ル
ク
諸
島
を
巡
っ
て
い（
る

）
5

。
彼
が
視
察
し
た

「
未
支
配
」
の
地
域
を
ド
イ
ツ
帝
国
の
保
護
下
に
置
く
こ
と
が
ビ

一
八
〇
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五　
（

ス
マ
ル
ク
に
よ
っ
て
宣
言
さ
れ
、
一
八
八
四
年
末
ま
で
に
同
地
域

が
ド
イ
ツ
領
植
民
地
に
編
入
さ
れ
た
（M

oses 1968: 48; Bus-
chm

ann 2009:  35

）。
編
入
後
、
各
地
の
地
名
に
は
ド
イ
ツ
名
が

用
い
ら
れ
、
例
え
ば
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
北
東
部
に
対
し
て
は
カ
イ

ザ
ー
・
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ス
ラ
ン
ト
（K

aiser W
hilhelm

sland

）

の
名
称
が
当
て
ら
れ
た
。

　

一
八
八
五
年
に
制
定
さ
れ
た
帝
国
憲
章
に
よ
り
、
ド
イ
ツ
・
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
商
会
に
当
該
地
域
の
統
治
が
委
任
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
同
商
会
に
よ
る
ド
イ
ツ
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
開
発
は
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
北
東
沿
岸
に
位
置
す
る
フ
ィ
ン
シ
ュ
ハ
ー
フ
ェ
ン

（Finschhafen

）
を
拠
点
と
し
て
始
ま
り
（Sack and Clark 

1979: 1-4

）、
そ
の
後
も
沿
岸
地
域
に
港
や
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

が
次
々
と
建
設
さ
れ
て
い
っ
た
。
た
だ
し
、
農
耕
に
適
さ
な
い
土

地
に
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
建
設
し
た
こ
と
に
よ
る
不
作
や
居
住

区
で
の
疫
病
の
蔓
延
、
現
地
島
民
と
の
不
和
が
主
因
と
な
り
、
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
の
開
発
は
あ
ま
り
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
こ
と
が

年
次
報
告
書
よ
り
伺
え
る
（cf. Sack and Clark 1979

）。
対
し

て
ビ
ス
マ
ル
ク
諸
島
で
は
、
ド
イ
ツ
本
国
や
ド
イ
ツ
・
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
商
会
に
よ
る
活
動
以
上
に
編
入
以
前
に
入
植
し
て
い
た
ド
イ

ツ
系
の
貿
易
商
会
に
よ
る
活
動
が
よ
り
活
発
化
し
て
い
た
。
当
初

は
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
東
部
ブ
ラ
ン
シ
ュ
湾
（Blansch

）
や
デ

ュ
ー
ク
・
オ
ブ
・
ヨ
ー
ク
諸
島
周
辺
に
集
中
し
て
貿
易
商
会
の
商

館
が
建
設
さ
れ
、
貿
易
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た（
が

）
6

（ibid.:  6

）、

徐
々
に
他
の
地
域
に
も
進
出
し
て
い
き
、
一
八
九
九
年
ま
で
に
は

ビ
ス
マ
ル
ク
諸
島
や
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
ア
ド
ミ
ラ
ル
テ
ィ
諸
島
の

各
地
に
約
四
〇
の
商
館
や
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
た
。

た
だ
し
、
各
地
に
居
住
し
た
入
植
者
は
数
名
に
過
ぎ
ず
、
ま
た
ほ

と
ん
ど
の
活
動
拠
点
が
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
東
部
や
デ
ュ
ー
ク
・

オ
ブ
・
ヨ
ー
ク
諸
島
、
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
地
域
周
辺
に
集
中

し
て
い
た
（ibid.: 176-177

）。
ま
た
、
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

地
域
に
お
い
て
は
本
島
北
部
と
タ
ー
バ
ル
諸
島
（T

abar

）
に
入

植
が
集
中
し
て
い
た
（ibid.: 202-205

）。
ビ
ス
マ
ル
ク
諸
島
全

域
に
入
植
活
動
が
拡
大
す
る
の
は
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
こ

と
で
あ
る
。

（
２
）
ド
イ
ツ
総
督
府
に
よ
る
植
民
活
動

　
　

（
一
九
〇
〇
～
一
九
一
四
）

　

ド
イ
ツ
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
商
会
は
引
き
続
き
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で

の
経
済
的
な
特
権
を
認
め
て
も
ら
う
こ
と
を
見
返
り
に
、
一
八
九

九
年
四
月
ま
で
に
当
地
で
の
行
政
権
を
本
国
に
返
上
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
は
ド
イ
ツ
帝
国
よ
り
任
命
さ
れ
た
総
督

の
も
と
で
統
治
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
初
代
総
督
ル
ド
ル
フ
・
ベ

一
八
一



史
　
　
　
学

　
第
八
九
巻

　
第
三
号

）

六　
（

ニ
グ
ゼ
ン
（Rudolf von Bennigsen

、
一
八
九
九
年
四
月
～
一

九
〇
二
年
一
一
月
）
や
二
代
総
督
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ハ
ー
ル
（A

l-
bert H

ahl

、
一
九
〇
二
年
一
一
月
～
一
九
一
四
年
八
月
）
の
も

と
で
、
ド
イ
ツ
総
督
府
主
導
の
開
発
が
徐
々
に
進
展
し
て
い
っ
た

（M
oses 1968: 62; Sack and Clark 1979: 171-172; Bus-

chm
ann 2009: 98-99

）。

　

ド
イ
ツ
総
督
府
は
一
八
九
九
年
四
月
に
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
東

部
ヘ
ル
ベ
ル
ト
シ
ョ
へ
（H

erbertshöhe

）
に
行
政
庁
を
構
え
、

ビ
ス
マ
ル
ク
諸
島
の
経
営
に
着
手
し
た
。
一
九
〇
〇
年
に
ニ
ュ
ー

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
北
部
カ
ヴ
ィ
エ
ン
村
（K

avieng

）
に
新
た
な

支
庁
が
建
設
さ
れ
た
の
を
契
機
に
、
一
九
〇
四
年
に
ニ
ュ
ー
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
島
南
部
ナ
マ
タ
ナ
イ
村
（N

am
atanai

）
と
ニ
ュ
ー
ブ

リ
テ
ン
島
ラ
バ
ウ
ル
村
（Rabaul

）
に
、
一
九
〇
五
年
に
ブ
ー

ゲ
ン
ヴ
ィ
ル
島
キ
エ
タ
村
（K

ieta

）
に
そ
れ
ぞ
れ
支
庁
が
建
設

さ
れ
た
。
ア
ド
ミ
ラ
ル
テ
ィ
諸
島
ロ
レ
ン
ガ
ウ
村
（Loren-

gau

）
に
支
庁
が
建
設
さ
れ
る
の
は
一
九
一
一
年
の
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
お
お
よ
そ
一
九
〇
〇
年
か
ら
一
九
〇
五
年
の
時
期
に
ビ
ス

マ
ル
ク
諸
島
や
北
部
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の
本
格
的
な
入
植
に
向
け
た

基
盤
が
形
成
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
一
方
で
ド
イ
ツ
総

督
府
は
カ
イ
ザ
ー
・
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ス
ラ
ン
ト
の
開
発
に
も
再
度

着
手
し
て
お
り
、
ド
イ
ツ
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
商
会
か
ら
経
営
を
引

き
継
い
だ
際
に
は
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ス
ハ
ー
フ

ェ
ン
（Friedrich W

ilhelm
shafen

）
を
カ
イ
ザ
ー
・
ウ
ィ
ル

ヘ
ル
ム
ス
ラ
ン
ト
の
経
営
拠
点
と
定
め
て
い
る
。
そ
の
後
は
既
存

の
支
庁
に
加
え
て
一
九
〇
六
年
に
ア
イ
タ
ペ
村
（A

itape

）
に
、

ま
た
一
九
〇
九
年
に
モ
ロ
ベ
村
（M

orobe

）
に
新
た
な
支
庁
を

建
設
し
た
。
た
だ
し
、
内
陸
部
に
位
置
す
る
ア
ン
ゴ
ラ
ム
村

（A
ngoram

）
の
支
庁
設
置
は
一
九
一
四
年
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
（Sack and Clark 1979: 171-172,  373

）。

　

各
地
に
行
政
支
庁
を
建
設
し
、
入
植
活
動
を
本
格
化
さ
せ
た
総

督
府
は
植
民
地
経
営
を
よ
り
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
に
、
第
一
に

間
接
統
治
体
制
の
確
立
を
目
指
し
た
。
ド
イ
ツ
総
督
府
は
現
地
の

指
導
者
層
や
エ
リ
ー
ト
を
ル
ル
ア
イ
（luluai

）
や
ツ
ル
ツ
ル

（tultul

）
と
い
う
新
た
に
創
設
し
た
職
位
に
任
命
し
、
一
定
の
裁

判
権
を
付
与
す
る
こ
と
で
、
彼
ら
を
ド
イ
ツ
総
督
府
の
統
治
機
構

に
組
み
込
む
こ
と
を
目
論
ん
だ
。
こ
の
間
接
統
治
制
度
は
一
九
〇

〇
年
ま
で
に
ガ
ゼ
ル
半
島
や
デ
ュ
ー
ク
・
オ
ブ
・
ヨ
ー
ク
諸
島
で

開
始
さ
れ
、
徐
々
に
他
地
域
で
も
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

（Sack and Clark 1979: 195; Buschm
ann 2009:  103

）。
本

稿
で
取
り
上
げ
る
小
嶺
も
ま
た
、
現
地
島
民
を
ル
ル
ア
イ
に
任
命

す
る
事
業
に
携
わ
っ
て
い
た
（Foster 1987

）。

　

総
督
府
は
ま
た
、
物
資
や
人
材
の
運
搬
を
よ
り
円
滑
に
行
う
た

一
八
二



植
民
地
期
の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
お
け
る
小
嶺
磯
吉
の
活
動
に
関
す
る
予
察

）

七　
（

め
に
、
道
路
の
敷
設
に
も
力
を
注
い
だ
。
既
に
ド
イ
ツ
・
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
商
会
の
統
治
下
で
も
道
路
建
設
は
行
わ
れ
て
い
た
が
、
そ

れ
を
引
き
継
ぐ
形
で
道
路
網
の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。
例
え
ば
ニ

ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
一
九
〇
〇
年
の
カ
ヴ
ィ
エ
ン
支
庁
建
設

後
間
も
な
く
、
東
海
岸
沿
い
を
結
ぶ
幹
線
道
路
の
開
発
が
始
ま
っ

た
。
当
初
は
カ
ヴ
ィ
エ
ン
支
庁
周
辺
を
繋
ぐ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
道

路
は
一
九
〇
四
年
ま
で
に
は
カ
ヴ
ィ
エ
ン
支
庁
か
ら
二
〇
〇
㎞
ほ

ど
離
れ
た
村
落
に
ま
で
延
伸
し
、
ナ
マ
タ
ナ
イ
支
庁
が
建
設
さ
れ

た
翌
年
の
一
九
〇
五
年
に
は
、
カ
ヴ
ェ
イ
ン
と
ナ
マ
タ
ナ
イ
を
結

ぶ
幹
線
道
路
の
整
備
が
本
格
化
、
一
九
〇
八
年
頃
に
中
部
地
域
で

の
道
路
敷
設
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
、
東
海
岸
沿
い
の
幹
線
道
路
が

ほ
ぼ
完
成
し
た
（Sack and Clark 1979: 215-216, 246-247, 

 253

）。

　

そ
の
他
、
現
地
島
民
の
管
理
体
制
を
強
固
な
も
の
に
す
る
た
め

に
人
頭
税
が
導
入
さ
れ
た
。
現
地
島
民
に
は
一
人
当
た
り
年
五
マ

ル
ク
の
人
頭
税
が
課
さ
れ
、
税
の
徴
収
は
ル
ル
ア
イ
を
介
し
て
行

わ
れ
た
。
ま
た
人
頭
税
の
支
払
い
能
力
が
な
い
者
に
つ
い
て
は
、

政
府
や
入
植
者
、
納
税
し
た
現
地
島
民
の
も
と
で
一
〇
ヵ
月
の
労

働
に
従
事
す
る
こ
と
で
、
納
税
の
義
務
が
免
除
さ
れ
た
（M

oses 
1968: 56-57

）。
人
頭
税
は
一
九
〇
七
年
に
導
入
さ
れ
、
導
入
初

年
か
ら
一
定
の
成
果
を
上
げ
た
。
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
ナ

マ
タ
ナ
イ
村
落
周
辺
の
一
〇
〇
以
上
の
村
落
か
ら
、
総
額
一
五
〇

〇
〇
マ
ル
ク
を
超
え
る
人
頭
税
を
徴
収
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た

ほ
か
（Sack and Clark 1979:  278

）、
カ
ヴ
ィ
エ
ン
支
庁
の
行

政
官
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ツ
・
ボ
ル
ミ
ン
ス
キ
ー
（Franz Bol-

m
inski

）
は
二
〇
〇
〇
〇
マ
ル
ク
も
の
人
頭
税
を
徴
収
し
た
と
書

簡
に
記
し
て
い
る
（Buschm

ann 1999:  200

）。
ニ
ュ
ー
ブ
リ

テ
ン
島
ガ
ゼ
ル
半
島
で
は
導
入
初
年
に
税
の
徴
収
対
象
と
な
っ
た

村
落
は
一
部
で
あ
っ
た
が
、
翌
年
に
は
ガ
ゼ
ル
半
島
全
域
お
よ
び

周
辺
地
域
か
ら
も
人
頭
税
の
徴
収
が
始
ま
っ
て
い
た
（Sack 

and Clark 1979:  289

）。
一
方
で
、
導
入
当
初
は
人
頭
税
を
金

納
で
き
た
現
地
島
民
は
限
ら
れ
て
い
た
。
多
く
は
納
税
義
務
の
免

除
や
現
金
収
入
の
獲
得
を
目
的
に
大
規
模
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や

道
路
建
設
等
の
公
共
事
業
に
労
働
者
と
し
て
従
事
す
る
よ
う
に
な

り
、
現
地
社
会
は
徐
々
に
貨
幣
経
済
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た

（Sack and Clark 1979:  291

）。

　

ド
イ
ツ
総
督
府
に
よ
る
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
植
民
地
経
営
は
一
九

一
四
年
に
勃
発
し
た
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
っ
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
軍
が
ド
イ
ツ
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
進
駐
し
た
こ
と
に
よ
り
終
焉

を
迎
え
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
以
後
、
ド
イ
ツ
帝
国
が
支
配
し
た

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
地
域
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
よ
る
委
任
統
治
領
と

な
っ
た
。

一
八
三
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八　
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二
、
小
嶺
磯
吉
の
事
績

（
１
）
幼
少
期
～
丁
稚
奉
公
時
代
（
一
八
六
六
～
一
八
九
〇
）

　

小
嶺
磯
吉
の
幼
少
期
か
ら
青
年
期
の
様
子
は
親
族
の
伝
記
『
私

記
―
く
ち
な
し
の
花
』（
赤
沢 1998

）
よ
り
伺
え
る
。
小
嶺
は
久

左
衛
門
と
リ
エ
の
も
と
、
一
八
六
六
年
に
肥
前
島
原
藩
堂
崎
に
生

ま
れ
た
。
一
〇
人
兄
妹
の
末
弟
で
あ
っ
た
小
嶺
は
父
母
を
早
く
に

亡
く
し
た
た
め
、
長
姉
夫
妻
に
引
き
取
ら
れ
て
幼
少
期
を
過
ご
し

た
。
一
五
歳
の
時
（
一
八
八
一
年
）
に
三
兄
・
栄
三
郎
の
口
利
き

で
朝
鮮
・
仁
川
の
海
軍
御
用
達
問
屋
・
福
島
屋
に
丁
稚
奉
公
す
る

こ
と
に
な
り
、
長
崎
経
由
で
朝
鮮
半
島
へ
と
渡
っ（
た

）
7

。

　

福
島
屋
は
日
本
と
朝
鮮
間
で
の
衣
類
や
雑
貨
類
の
輸
出
入
お
よ

び
郵
便
物
の
輸
送
を
主
事
業
と
し
て
お
り
、
将
校
か
ら
水
兵
に
至

る
ま
で
海
軍
関
係
者
が
大
勢
出
入
り
し
て
い
た
。
真
面
目
で
気
働

き
の
あ
る
小
嶺
は
上
役
や
店
員
仲
間
と
も
す
ぐ
に
打
ち
解
け
た
。

小
さ
な
手
帳
に
朝
鮮
語
を
書
き
留
め
て
暗
記
す
る
勤
勉
な
小
嶺
の

姿
を
見
て
、
出
入
り
す
る
海
軍
関
係
者
も
目
を
か
け
て
く
れ
た
と

い
う
。
し
か
し
、
一
八
八
二
年
の
壬
午
事
変
、
一
八
八
四
年
の
甲

申
事
変
あ
た
り
か
ら
対
日
感
情
が
悪
化
し
、
不
安
定
な
情
勢
が
続

い
て
い
た
。
或
る
日
、
小
嶺
は
店
の
使
い
の
帰
り
道
に
、
暴
漢
に

囲
わ
れ
た
海
軍
士
官
の
上
村
彦
之
亟
を
得
意
の
朝
鮮
語
で
助
け
出

し
た
。
上
村
は
小
嶺
を
気
に
入
り
、
学
問
の
学
び
方
や
哲
学
、
人

間
と
し
て
の
生
き
方
、
国
家
に
つ
い
て
の
考
え
方
な
ど
を
教
え
た
。

　

事
件
後
も
福
島
屋
に
奉
職
し
て
い
た
小
嶺
だ
が
、
仁
川
の
気
候

に
な
じ
め
ず
、
ま
た
激
し
さ
の
増
す
排
日
運
動
に
も
嫌
気
が
さ
し

退
職
に
つ
い
て
思
案
し
て
い
た
。
そ
ん
な
折
に
仁
川
に
寄
港
し
た

上
村
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
思
う
通
り
に
や
っ
て
み
よ
と
激
励
さ

れ
、
一
八
八
九
年
頃
に
福
島
屋
を
退
職
し
朝
鮮
を
後
に
し
た
（
赤

沢 1998: 53-64

）。

（
２
）
潜
水
夫
・
探
検
家
（
一
八
九
〇
～
一
九
〇
一
）

　

福
島
屋
を
退
職
し
た
小
嶺
は
南
洋
で
海
産
物
採
取
を
生
業
と
す

る
潜
水
夫
と
し
て
身
を
立
て
る
こ
と
を
目
指
し
、
一
八
九
〇
年
に

ト
レ
ス
海
峡
（T

orres

）
の
木
曜
島
へ
と
出
発
し（
た

）
8

。
一
八
九

〇
年
か
ら
一
八
九
五
年
に
か
け
て
小
嶺
は
潜
水
夫
と
し
て
労
働
に

従
事
す
る
傍
ら
、
日
本
人
移
民
の
た
め
の
新
た
な
漁
場
や
プ
ラ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
開
拓
を
志
し
て
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
を
航
海
し
て
い
た
。

こ
の
時
期
の
小
嶺
の
活
動
に
つ
い
て
は
彼
自
身
が
『
殖
民
協
會
報

告
』
に
寄
稿
し
た
「
南
洋
探
檢
實
況
報
告
」（
小
嶺 1896

）
に
特

に
詳
し
い
。

　

一
九
九
〇
年
に
長
崎
か
ら
香
港
に
渡
っ
た
小
嶺
は
九
月
一
四
日

香
港
を
出
帆
し
、
同
月
二
七
日
に
木
曜
島
に
到
着
、
英
国
人
が
経

一
八
四



植
民
地
期
の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
お
け
る
小
嶺
磯
吉
の
活
動
に
関
す
る
予
察

）

九　
（

営
す
る
採
貝
会
社
「
モ
ツ
ク
・
ア
ウ
ト
レ
ッ
ツ
コ
ン
パ
ニ
ー
」
に

潜
水
夫
と
し
て
雇
用
さ
れ
た
（
一
〇
月
五
日
）。
一
八
九
〇
年
か

ら
一
八
九
一
年
に
か
け
て
は
専
ら
海
上
生
活
を
送
り
、
ト
レ
ス
海

峡
や
北
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
沿
岸
で
海
産
物
採
取
や
資
源
探
索
を
精

力
的
に
実
施
し
た
。
ま
た
一
八
九
二
年
に
は
新
た
に
内
陸
探
索
に

乗
り
出
し
た
。
四
月
二
三
日
か
ら
三
週
間
ほ
ど
の
休
暇
を
得
た
小

嶺
は
北
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
赴
き
、
ポ
ー
ト
・
ダ
グ
ラ
ス
（Port 

D
ouglas

）、
ブ
ロ
ン
ペ
ン
（
所
在
地
不
明
）、
ク
ッ
ク
タ
ウ
ン

（Cooktow
n

）
を
経
由
し
て
山
間
の
探
索
を
実
施
し
た
。
そ
の
際
、

中
国
人
二
〇
人
余
り
を
使
用
す
る
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ド
イ
ツ

人
が
経
営
す
る
八
二
エ
ー
カ
ー
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
目
に
し

て
お
り
、
特
に
後
者
を
訪
れ
た
際
に
は
ド
イ
ツ
人
経
営
者
が
小
嶺

に
二
八
〇
ポ
ン
ド
で
売
却
し
て
も
よ
い
と
持
ち
掛
け
て
き
た
。
し

か
し
な
が
ら
資
金
的
問
題
か
ら
小
嶺
は
こ
の
申
し
出
を
断
り
、
休

暇
後
は
引
き
続
き
ト
レ
ス
海
峡
や
北
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
潜
水

漁
業
や
資
源
探
索
に
注
力
し
た
。
特
に
ク
ッ
ク
タ
ウ
ン
北
部
に
あ

る
漁
場
が
有
望
で
あ
る
と
確
信
し
た
小
嶺
は
同
地
域
で
海
産
物
を

扱
う
会
社
を
興
す
た
め
、
活
動
を
共
に
し
て
い
た
松
岡
好
一
や
岡

村
百
槌
を
一
八
九
〇
年
一
〇
月
に
東
京
へ
派
遣
し
て
い
る
。
結
果

的
に
は
松
岡
や
岡
村
を
通
じ
て
国
内
の
有
識
者
に
呼
び
掛
け
た
起

業
計
画
は
成
就
し
な
か
っ
た
が
、
同
年
一
一
月
に
田
口
瀧
蔵
と
い

う
人
物
と
共
に
二
艘
の
採
貝
船
を
購
入
し
、
独
立
起
業
を
果
た
し

た
（
小
嶺 1896: 83-85

）。
ま
た
翌
年
（
一
九
〇
三
年
）
一
月
に

在
留
日
本
人
に
よ
る
自
治
を
目
的
に
組
織
さ
れ
た
「
日
本
人
倶
楽

部 Japanese Club

」
の
委
員
に
小
嶺
は
選
出
さ
れ
て
お
り
（
服

部 1904: 15; 

和
田 2014:  46

）、
こ
の
こ
ろ
に
は
既
に
日
本
人
移

民
の
中
で
有
力
者
と
見
な
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
年

も
ま
た
年
間
を
通
し
て
ト
レ
ス
海
峡
で
潜
水
漁
業
に
従
事
す
る
傍

ら
、
周
辺
の
探
索
を
継
続
し
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
（
小
嶺 

1896: 85-86

）。
一
八
九
四
年
一
〇
月
に
は
当
時
オ
ラ
ン
ダ
が
統

治
し
て
い
た
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
南
西
部
（
蘭
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
）
に

も
足
を
伸
ば
し
沿
岸
調
査
を
実
施
し
た
。
ま
た
同
年
一
一
月
九
日

に
は
日
本
か
ら
辻
謙
之
助
が
来
島
し
、
小
嶺
と
面
会
し
て
い
る

（ibid.: 84-87

）。
辻
は
先
年
に
榎
本
武
揚
が
南
洋
貿
易
と
移
民
事

業
の
促
進
を
目
的
に
設
立
し
た
拓
殖
協
会
の
会
員
で
あ
り
、
吉
佐

移
民
会
社
の
木
曜
島
代
理
人
で
も
あ
っ
た
（
辻 1895

）。
同
月
一

五
日
午
後
、
小
嶺
は
辻
を
乗
船
さ
せ
て
採
貝
実
地
探
検
に
出
発
し
、

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
東
部
の
ル
イ
ジ
ア
ー
ド
諸
島
（Louisiade

）

に
あ
る
レ
ブ
リ
ン
島
（Lebrun

）
に
上
陸
し
た
（
小
嶺 1896: 

86-87
）。
辻
が
榎
本
に
宛
て
た
手
紙
の
中
に
は
「
小
生
の
乗
り
込

み
居
る
採
貝
船
シ
シ
ー
号
の
持
主
は
長
崎
の
人
に
し
て
、
潜
水
師

中
屈
指
の
人
物
、
小
嶺
磯
吉
と
申
す
人
な
り
。
此
の
人
は
国
家
的

一
八
五



史
　
　
　
学

　
第
八
九
巻

　
第
三
号

）

一
〇　
（

思
想
あ
る
人
物
に
し
て
、
海
産
及
び
農
業
に
も
心
を
委
ね
、
将
来

望
み
あ
る
人
物
に
有
之
候
」
と
し
た
た
め
ら
れ
て
い
る
（
入
江 

1942
）。
ま
た
小
嶺
は
一
八
九
四
年
か
ら
一
八
九
五
年
に
か
け
て

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
南
部
の
フ
ラ
イ
河
（Fly

）
お
よ
び
ビ
ナ
ツ
リ
河

（Binaturi
）
を
遡
上
探
検
し
た
（ibid.: 87; W

elsch 1998b: 
96-98

）。
こ
の
探
検
は
、
後
述
す
る
日
豪
貿
易
会
社
の
た
め
の
プ

ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
適
地
を
探
索
す
る
も
の
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

一
方
で
小
嶺
と
意
気
投
合
し
た
辻
は
一
九
〇
五
年
一
二
月
に
ポ
ー

ト
・
モ
レ
ス
ビ
ー
（Port M

oresby

）
に
赴
き
、
殖
民
事
務
大

臣
「
ギ
ユ
ヰ
ー
ム
・
マ
グ
レ
ゴ
ル
」
と
会
談
し
、
土
地
払
下
げ
に

関
し
て
打
診
し
た
（
入
江 1981: 402-403
）
一
八
九
六
年
八
月

に
は
、
小
嶺
と
辻
は
貿
易
・
殖
民
・
水
産
関
係
を
主
事
業
と
す
る

日
豪
貿
易
会
社
の
設
立
を
目
指
し
、
同
志
を
募
る
た
め
に
帰
国
し

た
（
入
江 1942: 182; 1981: 403;  

上
条 1941: 182-183
）。

　

帰
国
か
ら
約
一
年
後
、
京
橋
鎗
屋
町
に
滞
在
し
て
い
た
小
嶺
夫

妻
の
も
と
に
上
原
芳
太
郎
が
訪
れ
た
。
上
原
は
日
清
戦
争
以
後
、

海
外
へ
の
教
線
拡
張
を
計
画
し
て
い
た
本
願
寺
法
主
・
大
谷
光

瑞（
師

）
9

の
命
を
受
け
て
、
龍
江
義
信
や
阿
部
一
毛
ら
と
共
に
南
洋
開

拓
に
向
け
た
予
備
調
査
を
計
画
し
て
い
た
。
当
時
は
英
領
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
へ
の
適
当
な
定
期
便
が
な
く
、
ま
た
航
海
術
を
身
に
着
け

て
い
る
人
物
が
本
願
寺
関
係
者
に
い
な
か
っ
た
た
め
、
帰
国
し
て

い
た
小
嶺
に
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
。
小
嶺
は
こ
の
申
し
出
を
承
諾

し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
本
願
寺
と
の
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
で
資

金
援
助
を
引
き
出
す
狙
い
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
（cf. 

入

江 1943:  182

）。
同
年
七
、
八
月
頃
に
は
出
航
計
画
が
固
ま
り
、

調
査
隊
は
龍
江
義
信
、
阿
部
一
毛
、
上
原
芳
太
郎
、
小
嶺
磯
吉
、

小
嶺
長
、
晩
翠
軒
主
の
井
上
清
秀
、
牧
水
産
局
長
親
族
の
阪
本
是

儀
、
他
二
名
で
構
成
さ
れ
た
。

　

小
嶺
が
航
海
士
と
し
て
同
行
し
た
南
洋
調
査
隊
は
西
廻
り
経
路

（
中
国
大
陸
経
由
）
で
木
曜
島
へ
向
か
っ
た
こ
と
が
、
上
原
の
旅

行
記
『
外
遊
記
稿
』
か
ら
分
か
っ
て
い（
る

）
10

。
一
八
九
七
年
一
二
月

九
日
に
神
戸
港
を
出
発
し
た
調
査
隊
一
行
は
、
門
司
を
経
由
し
て

一
五
日
に
香
港
に
寄
港
し
、
領
事
館
を
訪
問
し
た
。
一
八
日
に
出

航
し
て
ル
ソ
ン
沖
を
通
過
し
、
二
七
日
に
ポ
ー
ト
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン

（Port D
arw

in

）
に
寄
港
、
木
曜
島
に
到
着
し
た
の
は
三
一
日

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
本
願
寺
関
係
者
は
そ
の
後
、
一
四
、
五
ト
ン

の
旧
式
の
採
貝
船
を
借
り
て
木
曜
島
や
ヤ
マ
島
（K

oia Y
am

a 
Y

am
a Island

の
こ
と
か
）
で
の
現
地
風
俗
・
経
済
調
査
、
日
本

人
採
貝
移
民
者
へ
の
聞
き
取
り
、
英
国
現
地
行
政
官
と
の
会
談
な

ど
を
実
施
し
た
。
こ
の
間
の
小
嶺
の
行
動
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ

る
が
、
お
そ
ら
く
は
採
貝
船
を
操
り
漁
場
開
拓
を
続
け
て
い
た
の

だ
ろ
う
。
小
嶺
は
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
総
督
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ
ク
レ
ゴ

一
八
六



植
民
地
期
の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
お
け
る
小
嶺
磯
吉
の
活
動
に
関
す
る
予
察

）

一
一　
（

ル
と
土
地
払
下
げ
に
つ
い
て
議
論
す
る
た
め
に
ヤ
マ
島
に
訪
れ
て

い
た
上
原
と
龍
江
を
採
貝
船
に
乗
せ
、
三
月
一
八
日
木
曜
島
に
帰

航
し
た
（
和
田 2014:  45

）。
そ
の
後
、
上
原
は
帰
国
、
阿
部
と

龍
江
は
残
留
し
て
調
査
を
続
行
す
る
こ
と
と
な
り
、
阿
部
が
ブ
リ

ス
ベ
ン
（Brisbane

）、
ロ
ッ
ク
ハ
ン
プ
ト
ン
（Rockham

p-
ton

）、
タ
ウ
ン
ズ
ビ
ル
（T

ow
nsville

）
を
巡
回
し
、
龍
江
は
小

嶺
と
と
も
に
林
業
の
本
場
ケ
ア
ン
ズ
（Cairns

）
を
視
察
し
た

（
和
田 2014: 46-47

）。
小
嶺
は
そ
の
後
も
、
英
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
を
巡
る
龍
江
に
航
海
士
と
し
て
同
行
し
た
可
能
性
が
高
く
、
一

八
九
九
年
二
月
に
龍
江
が
一
時
帰
国
す
る
ま
で
、
オ
リ
オ
モ
河

（O
riom

o

）
流
域
の
遡
上
探
検
を
は
じ
め
と
す
る
英
領
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
で
の
民
族
調
査
に
同
行
し
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い（
る

）
11

。

　

小
嶺
は
同
年
の
暮
れ
に
蘭
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
探
険
調
査
に
出

発
し
た
。
当
初
は
数
か
月
で
戻
る
予
定
で
あ
っ
た
が
計
画
を
変
更

し
探
検
を
続
け
て
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
沿
岸
を
一
周
し
た
後
、
一
九
〇

一
年
に
独
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
た
ど
り
着
い
た
（JA

CA
R

（
ア
ジ

ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref. B11092187900: 354; 

龍
江 1924: 

 68

）。
（
３
）
ド
イ
ツ
総
督
府
の
現
地
代
理
人
（
一
九
〇
一
～
一
九
〇
五
）

　

一
八
九
八
年
に
小
嶺
は
龍
江
と
共
に
ケ
ア
ン
ズ
を
視
察
し
、
プ

ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
経
営
を
計
画
す
る
も
（
和
田 2014:  48

）、
同
年

に
申
請
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
帰
化
願
い
が
却
下
さ
れ
て
し

ま
い
（Iw

am
oto 1999:  2

）、
計
画
は
頓
挫
し
た
。
同
年
一
二
月

に
は
ク
イ
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
法
が
改
正
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
国
民
以
外

が
州
内
で
船
を
所
有
な
い
し
借
船
し
て
独
立
営
業
し
、
真
珠
母
貝

や
海
鼠
な
ど
を
採
取
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
（
入
江 1981:  401

）、

英
領
内
で
の
事
業
開
拓
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
た
。
折
し
も
、

排
日
運
動
も
過
熱
化
し
た
た
め
、
小
嶺
は
新
天
地
を
目
指
す
こ
と

を
決
意
し
、
二
艘
の
一
〇
ト
ン
ス
ク
ー
ナ
ー
船
（「
ザ
ブ
ラ
号
」

「
パ
プ
ア
号
」）
を
用
意
し
て
蘭
領
・
独
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
各
地

を
巡
航
探
検
し
た
末
に
、
一
九
〇
一
年
一
〇
月
に
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ

ン
島
東
部
に
辿
り
着
い
た
（JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン

タ
ー
）Ref. B11090756500; 

拓
務
省
拓
務
局 1938: 84; 

上
条 

1942: 182-183

）。
遅
く
と
も
一
九
〇
二
年
ま
で
に
同
島
の
ヘ
ル

ベ
ル
ト
シ
ョ
ヘ
に
て
独
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
総
督
の
ア
ル
ベ
ル
ト
・

ハ
ー
ル
に
面
会
し
、
小
嶺
は
所
有
す
る
船
舶
と
共
に
ド
イ
ツ
総
督

府
に
雇
用
さ
れ
た
。
現
地
に
支
庁
が
開
設
さ
れ
て
間
も
な
く
現
地

行
政
官
が
少
数
で
あ
っ
た
こ
と
、
小
嶺
の
所
有
す
る
船
舶
が
小
回

り
の
利
く
大
き
さ
で
あ
っ
た
こ
と
が
雇
用
の
理
由
と
伝
え
ら
れ
る

（JA
CA

R
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref. B11092187900; 

Sack and Clark 1980: 91-92

）。

一
八
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独
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
踏
査
お
よ
び
島
民
の
武
装
解
除
を
委
託

さ
れ
た
小
嶺
が
担
当
し
た
主
な
地
域
は
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で

あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
総
督
府
の
禁
止
後
も
常
習
的
に
食
人
を
行
っ
て

い
る
と
告
発
さ
れ
た
現
地
首
長
を
討
伐
す
る
た
め
、
一
九
〇
二
年

に
部
隊
を
率
い
て
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
南
部
タ
ハ
ラ
村
に
乗

り
込
み
こ
れ
を
討
ち
取
っ（
た

）
12

（
龍
江 1925: 114-115

）。

　

再
度
の
南
洋
調
査
を
計
画
し
て
木
曜
島
に
戻
っ
て
い
た
龍
江
と

独
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
再
会
し
、
一
九
〇
二
年
一
二
月
よ
り
共
に

ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
南
部
パ
ト
パ
タ
ー
地
域
（Patpatar

）
を

踏
査
し
た
。
後
年
の
龍
江
の
報
告
に
は
調
査
の
概
要
と
小
嶺
と
共

に
踏
査
し
た
村
落
の
名
前
が
カ
タ
カ
ナ
表
記
で
挙
げ
ら
れ
て
い（
る

）
13

。

そ
れ
に
よ
る
と
、
龍
江
と
小
嶺
、
現
地
人
水
夫
六
名
で
構
成
さ
れ

る
調
査
隊
一
行
は
ザ
ブ
ラ
号
に
乗
船
し
、
一
二
月
六
日
に
ヘ
ル
ベ

ル
ト
シ
ョ
ヘ
を
出
発
、
デ
ュ
ー
ク
・
オ
ブ
・
ヨ
ー
ク
諸
島
の
マ
タ

カ
ル
（
所
在
地
不
明
）
を
経
由
し
て
（
同
月
七
日
）、
ニ
ュ
ー
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
島
西
海
岸
の
カ
バ
ノ
ツ
村
（K

abunut

）
に
到
着
し

た
（
同
月
八
日
）。
調
査
隊
は
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
の
西
海

岸
と
東
海
岸
の
村
落
を
巡
り
、
同
月
一
七
日
ま
で
に
ヘ
ル
ベ
ル
ト

シ
ョ
ヘ
に
帰
航
し
た
（
龍
江1924; 1925

）。
ま
た
ハ
ー
ル
の
日

誌
に
よ
れ
ば
、
小
嶺
は
同
年
内
に
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
南
部

パ
ト
パ
タ
ー
地
域
西
海
岸
に
あ
る
ウ
ム
ド
ゥ
地
区
（U

m
udu

）

を
踏
査
し
、
石
炭
鉱
床
を
発
見
し
た
と
い
う
（Sack and Clark 

1980: 91-92

）。

　

一
九
〇
三
年
に
は
行
政
支
庁
を
建
設
す
る
た
め
に
ハ
ー
ル
が
実

施
し
た
現
地
調
査
に
同
行
し
、
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
南
部
東

海
岸
に
あ
る
ナ
マ
タ
ナ
イ
村
周
辺
を
踏
査
し
た
（『
サ
ン
デ
ー
毎

日
』
一
九
三
五
年
七
月
一
八
日
）。
同
年
内
に
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の

ブ
カ
島
（Buka

）
と
ブ
ー
ゲ
ン
ヴ
ィ
ル
島
（Bougainville

）
の

間
に
浮
か
ぶ
タ
イ
オ
ッ
ト
島
（T

aiot

）
で
リ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン
グ

を
実
施
す
る
な
ど
（Biskup 1970:  103

）、
時
に
は
ニ
ュ
ー
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
を
離
れ
て
活
動
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

一
九
〇
四
年
頃
に
は
ナ
マ
タ
ナ
イ
村
落
の
沖
合
に
あ
る
タ
ン
ガ

諸
島
（T

anga

）
の
ブ
ア
ン
島
（Boang

）
で
生
じ
た
部
族
間
紛

争
を
調
停
す
る
た
め
に
現
地
に
赴
き
、
島
民
と
直
接
交
渉
し
て
彼

ら
に
槍
を
放
棄
さ
せ
、
武
装
解
除
に
成
功
し
た
こ
と
が
現
地
島
民

の
口
承
よ
り
判
明
し
て
い
る
（Bell 1935; Foster 1987:  61

）。

当
時
の
小
嶺
は
ド
イ
ツ
総
督
府
に
信
頼
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、

現
地
民
か
ら
の
敬
慕
も
ま
た
深
か
っ
た
と
い
う
（JA

CA
R

（
ア
ジ
ア

歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref. B11092187900

）。
そ
の
後
、
日
露
戦

争
（
一
九
〇
四
～
一
九
〇
五
）
の
勃
発
に
よ
る
対
日
感
情
の
悪
化
を

受
け
て
、
小
嶺
は
ド
イ
ツ
総
督
府
の
現
地
代
理
人
の
職
を
辞
し
た

（JA
CA

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref. B11092187900; 

一
八
八



植
民
地
期
の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
お
け
る
小
嶺
磯
吉
の
活
動
に
関
す
る
予
察

）

一
三　
（

上
条 1942: 183; 

『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
一
九
三
五
年
七
月
一
八
日
）。

在
職
期
間
は
約
三
年
間
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
小
嶺
が
現
地
島
民
と

直
接
交
渉
す
る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

（
４
）
商
売
人
・
経
営
者
（
一
九
〇
六
～
一
九
三
四
）

　

ド
イ
ツ
総
督
府
の
職
を
辞
し
た
後
、
小
嶺
は
主
に
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
や
造
船
の
分
野
で
商
売
人
・
経
営
者
と
し
て
頭
角
を
見
せ

始
め
た
。
一
九
〇
七
年
以
降
は
ド
イ
ツ
貿
易
商
会
ヘ
ル
ン
シ
ェ
イ

ム
商
会
の
現
地
代
理
人
と
し
て
も
活
動
し
て
い
た
。
ア
ド
ミ
ラ
ル

テ
ィ
諸
島
の
主
島
マ
ヌ
ス
島
（M

anus
）
北
岸
沖
に
位
置
す
る
ポ

ナ
ム
島
（Ponam

）
に
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
設
す
る
よ
う

ヘ
ル
ン
シ
ェ
イ
ム
商
会
よ
り
任
じ
ら
れ
た
小
嶺
は
、
島
民
か
ら
土

地
を
購
入
し
て
開
墾
を
開
始
し
た
（Carrier 1987: 114; Car-

rier &
 Carrier 1991: 67-68; Iw

am
oto 1995:  122

）。
土
地

の
購
入
・
租
借
に
か
か
る
費
用
や
人
件
費
に
は
、
ド
イ
ツ
総
督
府

の
現
地
代
理
人
と
し
て
得
た
資
金
が
充
て
ら
れ（
た

）
14

（JA
CA

R
（
ア

ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref. B11090756500

）。
ま
た
小
嶺

の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
主
に
マ
ヌ
ス
島
民
が
入
れ
替
わ
り
雇

用
さ
れ（
た

）
15

。
そ
の
多
く
は
三
年
ほ
ど
の
年
季
契
約
だ
っ
た
（Car-

rier 1991: 67-68

）。

　

一
九
〇
九
年
に
島
民
か
ら
襲
撃
を
受
け
た
マ
ヌ
ス
島
西
岸
の
カ

リ
湾
（K

ali Bay

）
の
拠
点
で
も
島
民
を
雇
用
し
て
い（
た

）
16

（Sack 
and Clark 1979:  321

）。
そ
の
他
、
一
〇
数
名
の
日
本
人
が
現
地

島
民
の
監
督
者
と
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る

（JA
CA

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref. B11090756500

）。

一
九
一
一
年
一
一
月
頃
に
マ
ヌ
ス
島
北
岸
で
ル
イ
ス
が
撮
影
し
た

小
嶺
の
商
館
の
写
真
に
は
建
築
中
も
含
め
て
六
棟
の
建
物
と
見
張

り
台
が
写
っ
て
い（
る

）
17

。
一
際
大
き
い
建
物
の
内
部
や
そ
の
周
囲
に

は
、
現
地
島
民
と
思
わ
れ
る
人
々
が
多
数
確
認
で
き
る
。
画
面
左

下
に
は
、
剥
ぎ
取
ら
れ
た
コ
コ
ヤ
シ
の
外
果
皮
が
多
数
散
乱
し
て

お
り
、
こ
こ
で
は
コ
プ
ラ
を
取
り
扱
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

（
山
口 2015:  414

）。
島
民
は
、
コ
コ
ヤ
シ
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

な
い
し
コ
プ
ラ
加
工
に
従
事
し
て
い
た
労
働
者
と
考
え
て
よ（
い

）
18

。

　

小
嶺
は
こ
れ
ら
の
土
地
を
含
め
た
マ
ヌ
ス
島
北
岸
お
よ
び
そ
の

沿
岸
の
島
々
の
土
地
を
開
墾
し
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
経
営
を
拡

大
さ
せ
て
い
っ
た
。
そ
の
規
模
は
一
九
一
二
年
ま
で
に
合
計
で
約

五
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
至
り
（JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン

タ
ー
）Ref. B11092187900

）、
一
九
一
三
年
に
は
ド
イ
ツ
総
督
府

か
ら
正
式
に
こ
れ
ら
を
借
地
す
る
こ
と
に
成
功
し（
た

）
19

（JA
CA

R
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref. B11091376300

）。

　

一
九
〇
七
年
五
月
に
は
、
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
東
部
シ
ン
プ
ソ

ン
湾
（Sim

psonhafen/Sim
pson H

arbor

）
に
面
す
る
ラ
バ
ウ

一
八
九
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一
四　
（

ル
村
に
小
規
模
な
が
ら
造
船
所
建
設
の
た
め
に
借
地
を
得
て
い
る

（
岩
谷 1916: 171-172; Biskup 1970: 103; W

elsch 1998b:  97

）。

一
九
一
〇
年
に
は
、
新
た
に
二
〇
名
ほ
ど
の
日
本
人
が
独
領
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
渡
航
し
て
お
り
、
そ
の
大
半
は
小
嶺
が
誘
致
し
た

大
工
や
造
船
技
師
で
あ
っ
た
（Sack and Clark 1979: 323-

324

）。
翌
一
九
一
一
年
に
は
、
ラ
バ
ウ
ル
港
内
に
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
借
地
権
を
取
得
し
、
造
船
所
の
建
設
に
着
手
し
た
（JA
CA

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref. B11090756500

）。

　

造
船
事
業
を
拡
大
さ
せ
る
中
で
、
小
嶺
は
ラ
バ
ウ
ル
を
中
心
と

す
る
日
本
人
移
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
更
な
る
発
展
を
画
策
し
、

一
九
一
二
年
に
ド
イ
ツ
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
小
嶺
商
会
（
神
戸
）
を

組
織
、
造
船
工
移
民
の
募
集
お
よ
び
物
資
の
供
給
を
図
っ
た
。
こ

の
時
期
に
渡
航
し
た
人
物
と
し
て
、
後
に
小
嶺
の
経
営
基
盤
を
継

承
す
る
長
濱
太
市
が
い（
た

）
20

（
拓
務
省
拓
務
局 1938:  86
）。
ま
た
、

こ
の
頃
に
上
村
か
ら
の
紹
介
を
受
け
て
士
族
出
身
の
鮫
島
三
之
助

を
雇
用
し
て
お
り
、
彼
は
ラ
バ
ウ
ル
に
造
船
所
を
設
立
す
る
た
め

の
技
師
職
工
を
招
集
し
、
彼
ら
と
共
に
渡
っ
て
き（
た

）
21

。
ラ
バ
ウ
ル

の
造
船
所
で
は
五
〇
名
余
の
日
本
人
と
数
名
の
中
国
人
が
雇
用
さ

れ
て
い
た
（JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref. 

B11092187900; 

藤
木 1939

）。
一
九
一
一
年
か
ら
一
九
一
二
年

の
年
次
報
告
書
に
よ
る
と
、
ラ
バ
ウ
ル
と
マ
ヌ
ス
に
居
住
す
る
日

本
人
は
四
一
名
を
数
え
た
（Sack and Clark 1979:  340

）。
一

九
一
二
年
か
ら
一
九
一
三
年
の
年
次
報
告
書
に
は
、
ラ
バ
ウ
ル
の

日
本
人
移
民
向
け
の
住
宅
の
建
造
が
進
み
、
造
船
所
が
拡
張
さ
れ

た
と
記
さ
れ
て
い
る
（ibid. :  370

）。

　

同
様
に
小
嶺
は
、
ア
ド
ミ
ラ
ル
テ
ィ
諸
島
の
ピ
テ
ル
島
に
も
造

船
所
を
建
設
し
、
そ
こ
で
は
一
〇
数
名
の
日
本
人
職
工
が
雇
用
さ

れ
て
い
た
（JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref. 

B11090756500

）。
職
工
を
引
率
し
た
鮫
島
自
身
は
ア
ド
ミ
ラ
ル

テ
ィ
諸
島
で
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
参
画
し
、
ア
ド
ミ
ラ

ル
テ
ィ
諸
島
を
隈
な
く
巡
っ
た
と
い
う
（
藤
木 1939

）。
小
嶺
造
船

所
は
総
督
府
の
御
用
達
と
し
て
造
船
・
修
繕
・
建
築
・
家
具
販
売

な
ど
を
取
り
扱
っ
て
お
り
、
総
督
府
か
ら
の
支
払
い
は
課
税
分
を

差
し
引
い
て
も
二
〇
〇
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
に
ま
で
達
し
た
と
い
う

（JA
CA

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref. C10128146300

）。

　

そ
の
他
に
も
、
一
九
一
一
年
ま
で
に
ア
ド
ミ
ラ
ル
テ
ィ
諸
島
で

の
海
産
物
採
取
権
を
得
る
な
ど
（Sack and Clark 1979:  346

）、

様
々
な
事
業
に
注
力
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
こ
う
し
た
事
業

経
営
を
円
滑
に
実
施
で
き
た
理
由
の
一
つ
に
は
、
現
地
代
理
人
と

し
て
雇
用
さ
れ
て
い
た
時
期
に
培
っ
た
ド
イ
ツ
総
督
府
と
の
良
好

な
関
係
性
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ（
う

）
22

。

　

し
か
し
そ
の
後
、
ヘ
ル
ン
シ
ェ
イ
ム
商
会
へ
の
債
務
不
履
行

一
九
〇



植
民
地
期
の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
お
け
る
小
嶺
磯
吉
の
活
動
に
関
す
る
予
察

）

一
五　
（

（
六
五
〇
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
）
か
ら
逮
捕
命
令
が
出
さ
れ
た
た

め
、
小
嶺
は
一
九
一
三
年
一
一
月
に
日
本
に
一
時
帰
国
し
た
（Bi-

skup 1970:  103

）。
そ
の
際
、
京
都
の
上
原
芳
太
郎
宅
を
訪
問
し
、

現
地
で
の
活
動
状
況
を
報
告
す
る
と
と
も
に
新
規
事
業
に
取
り
掛

か
る
た
め
の
株
式
会
社
を
設
立
し
た
い
と
相
談
し
た
（
上
原 

1940: 26-27

）。
上
原
の
助
言
を
受
け
て
か
、
辻
新
次
、
松
方
幸

次
郎
、
志
村
源
太
郎
、
大
倉
喜
八
郎
、
村
井
吉
兵
衛
、
福
島
浪
蔵

の
六
名
と
の
会
談
で
、
新
事
業
を
興
す
こ
と
が
議
題
と
し
て
挙
が

り
、
融
資
の
可
否
を
検
討
す
る
た
め
に
辻
の
息
子
で
あ
る
辻
太
郎

や
大
倉
組
の
高
松
義
郎
が
現
地
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
九
一
四
年
夏
に
小
嶺
の
事
業
を
視
察
し
た
辻
ら
は
事
業
の
可
能

性
を
感
じ
取
り
、
帰
国
後
に
新
事
業
に
着
手
・
融
資
す
る
こ
と
を

約
束
し
た
。

　

小
嶺
が
帰
国
し
た
一
九
一
三
年
か
ら
一
九
一
四
年
に
か
け
て
、

独
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
を
市
場
と
す
る
会
社
設
立
の
動
き
が
日
本
で
あ

っ
た
こ
と
に
な（
る

）
23

。
し
か
し
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発
に
よ
り
結

果
的
に
小
嶺
の
新
事
業
計
画
は
ま
た
し
て
も
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た

（A
CA

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref. B11090756500; 

上
条 1941: 184-185

）。

　

第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
直
後
の
一
九
一
四
年
八
月
、
小
嶺
商
会

が
造
船
に
使
用
す
る
木
材
の
採
集
・
運
搬
の
た
め
に
ニ
ュ
ー
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
島
に
向
け
て
ラ
バ
ウ
ル
を
出
港
し
よ
う
と
し
た
際
、
日

独
開
戦
を
理
由
に
ド
イ
ツ
人
現
地
行
政
官
に
よ
っ
て
所
有
船
（
ナ

マ
ヌ
ラ
号
）
を
押
収
さ
れ
、
発
動
機
を
取
り
外
し
た
う
え
で
港
に

係
留
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
情
勢
が
不
安
定
と
な
り
工
場
は
閉
鎖
、

店
舗
は
休
業
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
態
と
な
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
が
当
地
に
進
駐
す
る
ま
で
、
小
嶺
は
現
地
在
留
邦
人
二
〇
〇
名

と
現
地
島
民
一
五
〇
〇
名
余
を
率
い
て
自
警
団
を
組
織
し
、
ラ
バ

ウ
ル
市
内
お
よ
び
近
郊
の
治
安
維
持
に
あ
た
り
、
在
留
邦
人
の
生

命
や
財
産
の
保
護
に
尽
力
し
た
（JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ

ン
タ
ー
）Ref. B02032336400; JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ

ン
タ
ー
）Ref. B09073135400; JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ

ン
タ
ー
）Ref. C10128146300

）。

　

小
嶺
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
の
依
頼
を
受
け
、
ド
イ
ツ
戦
艦
ヌ

サ
号
拿
捕
に
尽
力
、
一
九
一
四
年
一
一
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て

ア
ド
ミ
ラ
ル
テ
ィ
諸
島
お
よ
び
ウ
ェ
ス
タ
ン
諸
島
（W

estern

／

別
名
ヘ
ル
ミ
ッ
ト
諸
島 H

erm
it

）
へ
の
水
先
案
内
人
を
務
め
た
。

ア
ド
ミ
ラ
ル
テ
ィ
諸
島
の
支
庁
ロ
レ
ン
ガ
ウ
に
到
着
し
た
際
に
は
、

武
器
を
携
え
て
山
中
で
抗
戦
し
よ
う
と
し
て
い
た
ド
イ
ツ
人
現
地

行
政
官
を
説
得
し
、
支
庁
の
明
け
渡
し
を
実
現
さ
せ
た
と
い
う
。

小
嶺
は
第
一
次
世
界
勃
発
に
よ
り
連
絡
が
途
絶
え
て
い
た
夫
人
や

社
員
の
安
否
確
認
と
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
視
察
を
済
ま
せ
た
後
、

一
九
一



史
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一
六　
（

ラ
バ
ウ
ル
に
帰
航
し
た
（JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン

タ
ー
）Ref. C10128146300; Iw

am
oto 1999: 74-75

）。

　

他
に
も
、
現
地
に
在
留
し
て
い
た
ド
イ
ツ
人
貿
易
商
ハ
イ
ン
リ

ッ
ヒ
・
ウ
ォ
ー
レ
ン
（H

einrich W
ahlen

）
が
、
ア
メ
リ
カ
行
き

の
貨
物
に
書
類
を
紛
れ
込
ま
せ
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
の
動
き
を

仲
間
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
察
知
し
て
告
発
す
る
な
ど

（JA
CA

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref. C10128146300

）、

小
嶺
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
進
駐
軍
に
大
い
に
貢
献
し
た
。
そ
れ

ま
で
友
好
的
で
あ
っ
た
在
留
ド
イ
ツ
人
と
の
関
係
性
は
悪
化
し
、

代
わ
っ
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
関
係
を
深
め
て
い
く
こ
と
と
な

っ
た
。

　

小
嶺
は
戦
中
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
が
独
占
経
営

し
て
い
た
ウ
ェ
ス
タ
ン
諸
島
の
高
瀬
貝
採
取
漁
場
（
ト
ツ
ペ
ル

リ
ー
フ
お
よ
び
ク
ラ
イ
ス
リ
ー
フ
）
で
の
操
業
権
を
取
得
し
た
ほ

か
、
二
五
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
の
融
資
を
受
け
る
こ
と
に
成
功
し
た

（JA
CA

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref. B08061187700
）。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
は
拿
捕
し
た
ヌ
サ
号
の
修
理
を
委
託
す
る
と

と
も
に
、
小
嶺
が
所
有
す
る
バ
ン
ザ
イ
号
を
海
軍
の
任
務
遂
行
の

た
め
に
借
り
入
れ
た
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
よ
る
統
治
下

で
は
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
全
て
の
産
物
は
バ
ー
ン
ズ
・
フ
ィ
リ
ッ

プ
社
（Burns Philip

）
を
通
じ
て
シ
ド
ニ
ー
に
輸
出
さ
れ
る
こ

と
が
取
り
決
め
ら
れ
て
い
た
が
、
ド
イ
ツ
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
小
嶺

商
会
は
コ
プ
ラ
や
海
産
物
を
日
本
に
直
接
輸
出
す
る
こ
と
が
特
例

と
し
て
許
さ
れ
た
（Iw

am
oto 1999: 77-78

）。

　

小
嶺
商
会
は
こ
の
よ
う
な
厚
遇
を
得
て
い
た
が
、
第
一
次
世
界

大
戦
以
後
の
事
業
成
績
は
芳
し
く
な
か
っ
た
。
在
留
ド
イ
ツ
人
の

信
用
を
失
い
、
ド
イ
ツ
系
貿
易
会
社
と
の
取
引
が
中
止
し
た
。
加

え
て
、
船
舶
の
不
足
か
ら
日
本
へ
の
輸
出
は
不
調
と
な
り
、
造
船

業
も
主
要
顧
客
だ
っ
た
コ
コ
ヤ
シ
栽
培
業
者
が
新
造
を
躊
躇
し
、

船
の
修
理
を
依
頼
す
る
程
度
に
な
っ
て
い
た
。
大
戦
以
前
に
仕
入

れ
て
い
た
大
量
の
造
船
用
資
材
を
抱
え
、
職
工
へ
の
賃
金
支
払
い

も
滞
っ
た
。
雇
用
す
る
四
五
〇
名
の
現
地
島
民
労
働
者
へ
の
食
糧
、

定
期
支
給
品
お
よ
び
日
本
人
監
督
者
へ
の
賃
金
に
か
か
る
費
用
を

工
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
コ

コ
ヤ
シ
も
ま
だ
成
育
段
階
で
、
損
失
を
補
填
す
る
ほ
ど
の
収
益
は

見
込
め
な
か
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
か
ら
認
可
さ
れ
た
漁

業
権
だ
け
で
は
、
造
船
・
コ
コ
ヤ
シ
農
園
の
欠
損
を
補
填
す
る
こ

と
は
困
難
な
状
況
に
あ
っ
た
（JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン

タ
ー
）Ref. B11090756500

）。

　

一
九
一
五
年
一
一
月
に
は
ド
イ
ツ
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
商
会
へ
の

債
務
不
履
行
か
ら
ア
ド
ミ
ラ
ル
テ
ィ
諸
島
で
の
全
て
の
権
益
を
没

収
さ
れ
か
ね
な
い
状
況
に
陥
っ
た
。
こ
の
時
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

一
九
二



植
民
地
期
の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
お
け
る
小
嶺
磯
吉
の
活
動
に
関
す
る
予
察

）

一
七　
（

政
府
か
ら
融
資
を
受
け
危
機
を
脱
し
た
が
（Iw

am
oto 1999 

:77-78

）、
翌
年
五
月
に
は
改
め
て
在
シ
ド
ニ
ー
日
本
大
使
館
に

融
資
を
求
め
る
請
願
書
を
送
付
し
て
お
り
（JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴

史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref. B11090756500

）、
資
金
繰
り
が
慢
性

的
に
悪
化
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。

　

一
九
一
七
年
一
〇
月
、
大
倉
喜
八
郎
を
は
じ
め
と
す
る
出
資
者

へ
の
利
益
配
分
な
ら
び
に
事
業
整
理
を
済
ま
せ
た
後
に
、
ド
イ

ツ
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
小
嶺
商
会
は
大
阪
に
拠
点
が
あ
っ
た
南
洋
産

業
株
式
会
社
に
吸
収
合
併
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
だ
が
実
態
は

小
嶺
商
会
と
事
業
内
容
に
違
い
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
小
嶺
は
同

社
の
常
務
取
締
役
と
し
て
ラ
バ
ウ
ル
支
店
に
駐
在
し
、
引
き
続
き

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
造
船
、
海
産
物
採
取
、
輸
出
入
貿
易
業
を

取
り
仕
切
っ
た
（JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref. 

B08061187700

）。
一
九
二
四
年
の
時
点
で
在
留
邦
人
、
中
国
人
、

現
地
島
民
を
五
八
〇
名
ほ
ど
雇
用
し
て
コ
コ
ヤ
シ
プ
ラ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
（
邦
人
五
名
、
現
地
島
民
約
四
〇
〇
名
を
雇
用
）、
海
産
物

採
取
業
（
船
舶
六
艘
を
運
用
、
邦
人
八
名
、
現
地
島
民
一
二
〇
名

を
雇
用
）、
造
船
業
（
邦
人
二
名
、
中
国
人
四
〇
名
を
雇
用
）、
貿

易
業
（
社
員
五
名
を
雇
用
）
な
ど
を
手
広
く
展
開
し
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
功
績
か
ら
大
日
本
産
業
協
会
よ
り
表
彰
さ
れ
た

（JA
CA

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref. B08061187700

）。

ま
た
一
九
二
九
年
に
は
、
小
嶺
が
運
営
す
る
南
洋
産
業
株
式
会
社

ラ
バ
ウ
ル
支
店
で
邦
人
一
四
名
、
現
地
民
三
六
二
名
が
雇
用
さ
れ

て
お
り
、
栽
培
・
造
船
・
漁
業
・
貿
易
で
二
六
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
の

利
益
を
上
げ
た
と
の
報
告
が
あ
る
（JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料

セ
ン
タ
ー
）Ref. B10070514200

）。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
鵜
呑
み
に
す
る
の
は
早
計
で
あ
る
。

一
九
二
〇
年
頃
に
、
小
嶺
は
全
資
産
を
抵
当
に
、
約
一
六
〇
〇
〇

ポ
ン
ド
の
融
資
を
シ
ド
ニ
ー
に
本
社
を
置
く
バ
ー
ン
ズ
・
フ
ィ
リ

ッ
プ
社
か
ら
受
け
て
い
る
が
、
そ
の
融
資
内
容
に
は
事
業
資
金
の

他
に
社
員
へ
未
払
い
の
賃
金
も
含
ま
れ
て
い
た
（JA

CA
R

（
ア
ジ

ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref. B08061187700

）。
加
え
て
第
一

次
世
界
大
戦
期
に
ド
イ
ツ
に
船
舶
を
接
収
さ
れ
た
際
の
損
害
補
償

を
一
九
二
五
年
お
よ
び
一
九
二
九
年
の
二
度
に
渡
っ
て
日
本
政
府

に
申
請
し
て
お
り
（JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）

Ref. B02032336400

）、
慢
性
的
に
悪
化
し
た
資
金
繰
り
は
南
洋

産
業
株
式
会
社
と
の
合
流
以
前
と
変
わ
り
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

　

一
九
二
五
年
頃
か
ら
は
、
バ
ー
ン
ズ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
社
に
融
資

の
返
済
を
一
切
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
バ
ー
ン

ズ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
社
は
小
嶺
の
事
業
成
績
で
は
債
権
回
収
の
見
込

み
が
な
い
と
判
断
し
、
一
九
三
〇
年
に
小
嶺
の
全
資
産
差
し
押
さ

え
を
通
告
し
た
。
こ
の
事
態
を
回
避
す
る
た
め
に
小
嶺
や
南
洋
産

一
九
三



史
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一
八　
（

業
株
式
会
社
が
提
出
し
た
請
願
を
受
け
て
、
一
九
三
〇
年
七
月
に

シ
ド
ニ
ー
総
領
事
・
井
上
庚
二
郎
か
ら
外
務
大
臣
・
幣
原
喜
重
郎

宛
て
に
小
嶺
へ
の
資
金
援
助
が
打
診
さ
れ
た
が
、
事
業
成
績
が
不

確
か
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
実
質
的
に
黙
殺
さ
れ
た

（JA
CA

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref. B08061187700

）。

最
終
的
に
小
嶺
が
保
有
す
る
全
資
産
が
差
し
押
さ
え
ら
れ
、
一
二

月
三
〇
日
に
競
売
に
掛
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
小
嶺
の
プ
ラ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ら
び
に
造
船
所
は
、
長
濱
お
よ
び
中
国
系
貿
易
商

の
ア
・
タ
ム
（A

h T
am

）
と
そ
の
親
族
が
購
入
し
て
事
業
は
継

承
さ
れ
た
（Iw

am
oto 1999:  118

）。

　

保
有
し
て
い
た
資
産
を
失
っ
た
の
ち
も
小
嶺
は
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

に
残
っ
た
が
、
再
起
を
図
る
た
め
に
ス
ク
ー
ナ
ー
船
ス
ワ
号
で
遠

洋
漁
業
に
出
た
際
に
、
口
に
し
た
イ
セ
エ
ビ
の
中
毒
が
原
因
で
一

九
三
四
年
一
〇
月
三
日
ラ
バ
ウ
ル
に
て
長
逝
し
た
。
翌
四
日
に
は

ラ
バ
ウ
ル
市
内
で
盛
大
な
葬
儀
が
営
ま
れ
、
小
嶺
の
棺
は
日
豪
両

国
の
国
旗
で
覆
わ
れ
た
。
ま
た
在
留
邦
人
の
み
な
ら
ず
諸
外
国
人

や
現
地
島
民
ら
が
多
数
参
列
し
、
小
嶺
の
死
を
悼
ん
だ
と
い
う
。

小
嶺
の
遺
骨
は
妻
・
長（
蝶
）に
よ
っ
て
日
本
に
持
ち
帰
ら
れ
た（
が

）
24

、

ラ
バ
ウ
ル
在
留
日
本
人
の
強
い
要
望
も
あ
り
、
翌
年
七
月
一
五
日

に
南
洋
貿
易
株
式
会
社
の
汽
船
平
栄
丸
船
長
、
菊
池
清
雄
に
よ
っ

て
小
嶺
の
遺
骨
の
一
部
が
ラ
バ
ウ
ル
に
届
け
ら
れ
た
（
上
条 

1942:  188

）。

　

こ
の
よ
う
に
小
嶺
は
、
潜
水
夫
、
現
地
代
理
人
そ
し
て
経
営
者

と
、
そ
の
立
ち
位
置
を
上
昇
さ
せ
て
き
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
活

動
は
、
㈠
船
舶
を
利
用
し
た
人
材
・
物
資
の
運
搬
、
㈡
現
地
島
民

と
の
直
接
交
渉
に
基
づ
く
関
係
構
築
、
㈢
植
民
地
政
府
（
ド
イ

ツ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
と
の
巧
み
な
交
渉
に
よ
る
利
益
誘
導
を

特
徴
と
す
る
こ
と
が
見
え
て
き
た
。

三
、
小
嶺
磯
吉
の
収
集
活
動
へ
の
参
入

（
１
）
龍
江
義
信
と
の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
踏
査

　

一
八
九
七
年
か
ら
一
九
〇
三
年
に
か
け
て
、
小
嶺
は
本
願
寺
の

関
係
者
、
特
に
龍
江
義
信
に
同
行
し
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
各
地
を
回

っ
た
。
龍
江
と
は
終
生
懇
意
な
関
係
に
あ
っ
た
よ
う
で
、
小
嶺
の

逝
去
後
に
ラ
バ
ウ
ル
の
共
同
墓
地
に
建
立
さ
れ
た
小
嶺
の
記
念
碑

に
は
、
小
嶺
の
業
績
を
記
し
た
銘
文
と
共
に
「
盟
友
龍
江
義
信

誌
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

和
田
の
論
考
（2014

）
を
参
照
す
る
と
、
龍
江
の
生
涯
は
以
下

の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
龍
江
義
信
（
一
八
七
四
～
一
九
五

三
）
は
、
福
井
県
大
野
郡
勝
山
町
中
後
（
現
勝
山
市
）
に
あ
る
慶

恵
寺
僧
侶
の
家
系
に
生
ま
れ
た
。
一
八
八
九
年
に
入
学
し
た
本
願

寺
大
学
林
の
文
学
寮
で
は
、
文
武
共
に
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
。

一
九
四
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一
九　
（

一
八
九
六
年
以
降
は
大
谷
光
瑞
の
側
近
と
し
て
奉
職
し
た
。
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
の
布
教
活
動
を
模
索
し
た
光
瑞
の
命
を
受
け
て
、

一
八
九
七
年
一
月
か
ら
一
九
〇
三
年
三
月
ま
で
の
約
六
年
間
に
、

幾
度
か
の
帰
国
を
挟
み
な
が
ら
木
曜
島
を
拠
点
に
現
地
の
地
勢
や

民
俗
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
終
了
後
も
本
願
寺
に
奉

職
し
た
後
、
一
九
〇
九
年
に
還
俗
し
、
以
後
は
東
洋
殖
産
株
式
会

社
を
は
じ
め
と
す
る
会
社
で
要
職
を
歴
任
し
た
。

　

龍
江
に
よ
る
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
調
査
は
、
第
一
次
調
査
（
一
八
九

七
年
一
一
月
～
一
八
九
九
年
二
月
）
と
第
二
次
調
査
（
一
八
九
九

年
九
月
～
一
九
〇
三
年
三
月
）
に
分
か
れ
る
。
第
一
次
調
査
で
は
、

木
曜
島
を
拠
点
に
ヤ
ロ
ー
島
の
調
査
や
木
曜
島
の
日
本
人
移
民
へ

の
聞
き
取
り
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ケ
ア
ン

ズ
の
視
察
（
上
原1940: 33-38; 

和
田 2014: 46-47
）
や
オ
リ

オ
モ
河
流
域
を
は
じ
め
と
す
る
英
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
の
民
族
調

査
（
龍
江1924:  68

）
を
実
施
す
る
な
ど
、
活
動
範
囲
は
広
域
に

及
ん
だ
。
こ
の
間
、
龍
江
は
小
嶺
の
操
縦
す
る
船
舶
で
移
動
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
二
次
調
査
時
に
は
、
龍
江
は
木
曜
島
で
「
龍
江
商
店
」
を
経

営（
し

）
25

、
採
貝
艇
一
六
隻
の
代
理
業
者
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
大

陸
殖
民
合
資
会
社
や
和
歌
山
厚
生
移
民
株
式
会
社
の
海
業
務
代
理

人
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
人
船
主
と
日
本
人
漁
師
の
紛
争
調
停
に
従

事
し
た
（
和
田 2014: 50-51

）。
一
九
〇
一
年
頃
に
小
嶺
か
ら
独

領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
い
る
と
の
便
り
を
受
け
取
っ
た
龍
江
は
、
蘭

領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
経
由
で
独
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
・
ビ
ス
マ
ル
ク
群

島
に
向
か
い
、
一
九
〇
二
年
一
二
月
に
小
嶺
と
共
に
ニ
ュ
ー
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
の
踏
査
を
実
施
し
た
。（
龍
江1924; 1925

）。
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
で
の
調
査
を
終
え
た
龍
江
は
、
一
九
〇
三
年
三
月
に
日
本

に
帰
国
し
た
。（
和
田 2014:  51

）。

　

約
六
年
間
に
及
ん
だ
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
調
査
の
一
環
と
し
て
、
龍

江
は
現
地
に
居
住
す
る
日
本
人
移
民
や
現
地
島
民
、
風
景
を
撮
影

す
る
と
と
も（
に

）
26

、
多
数
の
民
族
資
料
を
収
集
し
た
こ
と
が
判
明
し

て
い
る
。
収
集
品
は
国
内
に
持
ち
込
ま
れ
た
よ
う（
で

）
27

、
第
一
次
調

査
か
ら
帰
国
し
た
一
八
九
九
年
に
一
〇
数
点
、
ま
た
第
二
次
調
査

を
終
え
た
一
九
〇
三
年
に
は
約
二
五
〇
点
の
民
族
資
料
を
東
京
大

学
理
科
大
学
人
類
学
教
室
に
寄
贈
し
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る

（
東
京
人
類
學
會 1899: 490-491; 1903: 427-429; 

松
村 1903

）。

そ
の
中
に
は
、
小
嶺
が
同
行
し
た
踏
査
の
際
の
収
集
品
と
思
わ
れ

る
資
料
が
複
数
あ
る
。
一
八
九
九
年
に
寄
贈
さ
れ
た
資
料
は
い
ず

れ
も
、
英
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
収
集
さ
れ
た
資
料
で
あ
り
、
オ
リ

オ
モ
河
流
域
に
由
来
す
る
資
料
が
複
数
含
ま
れ
る
こ
と
は
特
筆
す

べ
き
点
で
あ
る
。
ま
た
一
九
〇
三
年
に
寄
贈
さ
れ
た
資
料
は
、
蘭

領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
お
よ
び
独
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
よ
り
収
集
さ
れ
た

一
九
五
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資
料
で
あ
る
。
特
に
独
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
由
来
す
る
資
料
は
、

一
九
〇
二
年
以
降
に
小
嶺
の
船
舶
で
移
動
し
な
が
ら
収
集
し
た
資

料
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
民
族
資
料
の
収
集
に
関
し
て
龍
江
か

ら
指
南
が
あ
っ
た
と
の
記
録
は
管
見
の
限
り
な
い
が
、
龍
江
の
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
踏
査
に
同
行
す
る
中
で
民
族
資
料
の
収
集
活
動
を
小

嶺
が
目
に
し
た
可
能
性
は
極
め
て
高
い
。

　

な
お
、
龍
江
が
人
類
学
教
室
に
寄
贈
し
た
収
集
品
は
、
資
料
台

帳
で
あ
る
『
土
俗
品
目
録
』
と
と
も
に
一
九
七
五
年
に
国
立
民
族

学
博
物
館
（
大
阪
府
・
吹
田
市
）
に
移
管
さ
れ
た
。
筆
者
は
こ
れ

ら
の
資
料
を
実
見
す
る
機
会
を
得
て
お
り
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て

は
別
稿
に
譲
り
た（
い

）
28

。

（
２
）
小
嶺
磯
吉
に
よ
る
収
集
活
動
の
開
始
時
期

　

一
九
世
紀
末
か
ら
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
活
動
し
て
い
た
小
嶺
が
、

民
族
資
料
の
収
集
を
開
始
し
た
の
は
い
つ
頃
か
。
ル
イ
ス
の
訪
問

以
前
の
一
九
〇
九
年
、
現
地
行
政
官
（K

iap

）
の
ベ
ル
グ
ハ
ウ
ゼ

ン
（Berghausen

）
が
ポ
ナ
ム
島
に
あ
っ
た
小
嶺
宅
を
訪
問
し
、

大
規
模
な
民
族
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
目
に
し
て
い
る
（Ber-

ghausen 1910: 36; W
elsch 1998a:  425

）。
独
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
の
歴
史
人
類
学
研
究
で
知
ら
れ
る
ボ
ウ
シ
ュ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、

一
九
〇
六
年
一
一
月
二
四
日
に
植
民
地
行
政
官
ボ
ル
ミ
ン
ス
キ
ー

が
し
た
た
め
た
書
簡
に
、
ヘ
ル
ベ
ル
ト
シ
ョ
ヘ
か
ら
ニ
ュ
ー
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
に
定
期
的
に
船
舶
で
訪
れ
る
日
本
人
が
民
族
資
料
を
大

量
に
収
集
す
る
こ
と
へ
の
警
戒
感
が
記
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
、

そ
の
日
本
人
は
ア
メ
リ
カ
の
博
物
館
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
売
却
し

た
小
嶺
と
同
一
人
物
だ
と
ボ
ウ
シ
ュ
マ
ン
は
考
え
て
い
る
（Bus-

chm
ann 1996:  204

）。
確
か
に
、
こ
の
時
期
に
定
期
的
に
船
舶

で
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
訪
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
博
物
館
に
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
売
却
す
る
こ
と
が
で
き
た
日
本
人
は
小
嶺
以
外
考
え

ら
れ
な（
い

）
29

。

　

ま
た
、
民
族
資
料
を
収
集
す
る
た
め
に
メ
ラ
ネ
シ
ア
を
来
訪
し

た
ブ
レ
ー
メ
ン
自
然
史
・
民
族
学
博
物
館
（Brem

en N
atural 

H
istory and Ethnology M

useum

）
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
フ
ー

ゴ
・
シ
ャ
ウ
イ
ン
ス
ラ
ン
ド
（H

ugo Schauinsland

）
が
記
し

た
一
九
〇
六
年
二
月
二
二
日
か
ら
二
三
日
付
の
日
誌
に
は
、
当
時

ヘ
ル
ン
シ
ェ
イ
ム
商
会
の
現
地
代
理
人
と
し
て
働
い
て
い
た
小
嶺

が
彼
の
も
と
に
自
身
の
収
集
し
た
民
族
資
料
を
持
ち
込
ん
で
き
た

こ
と
、
ま
た
彼
の
収
集
品
を
ブ
レ
ー
メ
ン
へ
送
る
こ
と
に
同
意
し

た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
（H

ourdé 2018: 50-51

）。

こ
の
商
談
が
成
立
し
た
の
か
は
現
時
点
で
は
不
明
だ
が
、
小
嶺
は

少
な
く
と
も
一
九
〇
六
年
に
は
民
族
資
料
の
収
集
活
動
を
す
で
に

開
始
し
て
お
り
、
一
九
〇
九
年
ま
で
に
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成

一
九
六
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二
一　
（

す
る
に
至
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

小
嶺
は
ハ
ー
ル
に
雇
用
さ
れ
た
当
時
、
二
隻
の
一
〇
ト
ン
ス

ク
ー
ナ
ー
船
（
ザ
ブ
ラ
号
と
パ
プ
ア
号
）
を
所
有
し
て
い
た
。
二

隻
の
正
確
な
大
き
さ
は
不
明
で
あ
る
が
、
小
嶺
の
船
が
比
較
的
小

型
で
あ
り
小
回
り
が
利
く
こ
と
に
目
を
付
け
て
雇
用
し
た
と
ハ
ー

ル
が
日
誌
に
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
（Sack and Clark 1980: 

91-92

）、
収
集
品
を
積
載
し
な
が
ら
長
期
間
の
航
海
を
こ
な
し
て

い
た
と
は
考
え
に
く（
い

）
30

。
と
す
れ
ば
、
収
集
品
を
保
管
で
き
る
邸

宅
を
保
有
し
て
か
ら
活
動
を
開
始
し
た
と
想
定
で
き
る
。

　

ド
イ
ツ
総
督
府
の
現
地
代
理
人
と
し
て
活
動
し
て
い
た
一
九
〇

二
～
〇
五
年
の
小
嶺
の
住
居
を
示
す
記
録
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

二
〇
世
紀
初
頭
の
独
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
は
、
日
本
人
移
民
に
は

不
動
産
購
入
の
権
利
は
な
か
っ
た
。
法
的
身
分
が
保
証
さ
れ
、
条

件
付
き
で
は
あ
る
が
土
地
を
租
借
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

一
九
〇
五
年
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
（T

hrelfall 1988; Iw
a-

m
oto 1995:  115

）。
そ
れ
ゆ
え
当
初
は
借
家
住
ま
い
で
あ
っ
た

か
各
地
を
踏
査
し
な
が
ら
専
ら
船
上
生
活
を
送
っ
て
い
た
と
す
る

と
、
大
量
の
民
族
資
料
を
保
管
す
る
余
裕
は
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

た
だ
し
、
日
本
人
移
民
に
借
地
権
が
与
え
ら
れ
た
一
九
〇
五
年

に
は
早
く
も
、
独
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
働
く
日
本
人
移
民
の
誘
致

を
開
始
し
て
い
た
こ
と
か
ら
（W

elsch 1998b:  97

）、
こ
の
年

に
は
ビ
ス
マ
ル
ク
諸
島
内
に
活
動
拠
点
と
な
る
租
借
地
を
確
保
し

て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
実
際
、
一
九
〇
六
～
〇
七
年
付
の
年
次

報
告
書
が
初
め
て
、
ビ
ス
マ
ル
ク
諸
島
に
居
住
す
る
日
本
人
移
民

の
存
在
に
言
及
し
て
い
る
（Sack and Clark 1979:  267

）。

　

管
見
の
限
り
、
小
嶺
が
貿
易
商
館
や
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
ニ

ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
有
し
て
い
た
記
録
は
な（
い

）
31

。
ア
ド
ミ
ラ
ル

テ
ィ
諸
島
に
赴
く
の
は
一
九
〇
七
年
頃
の
こ
と
だ
か
ら
、
小
嶺
が

最
初
に
租
借
地
を
得
て
、
邸
宅
を
建
設
し
た
の
は
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ

ン
島
で
あ
ろ
う
。
小
嶺
が
初
め
て
ハ
ー
ル
に
出
会
っ
た
の
は
ヘ
ル

ベ
ル
ト
シ
ョ
ヘ
で
あ
る
。
一
九
〇
七
年
に
は
、
そ
の
数
年
前
か
ら

開
発
が
始
ま
っ
て
い
た
ラ
バ
ウ
ル
に
造
船
所
を
設
立
し
た
（Bi-

skup 1970:  103

）。
ま
た
、
小
嶺
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
見
る
た
め

に
シ
カ
ゴ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館
の
ア
ル
バ
ー
ト
・
ル
イ
ス
が
一

九
一
〇
年
一
一
月
に
訪
れ
た
の
は
、
ラ
バ
ウ
ル
近
く
に
あ
る
マ
ツ

ピ
村
で
あ
っ
た
（W

elsch 1998a: 344,  423

）。
こ
れ
ら
の
場
所

の
い
ず
れ
か
、
あ
る
い
は
シ
ン
プ
ソ
ン
湾
・
ブ
ラ
ン
シ
ュ
湾
に
面

し
た
村
落
に
住
居
を
有
し
て
い
た
と
み
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

現
地
代
理
人
時
代
か
ら
小
規
模
な
収
集
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
可

能
性
は
残
る（
が

）
32

、
本
格
的
な
活
動
開
始
は
一
九
〇
五
年
以
降
と
考

え
て
よ
い
。

一
九
七
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四
、  

シ
カ
ゴ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館
に
売
却
さ
れ
た　

小
嶺
磯
吉
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
１
）  
民
族
資
料
の
収
集
活
動
の
過
熱
化
と
小
嶺
に
よ
る
一
括

売
却

　

一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

に
由
来
す
る
民
族
資
料
の
獲
得
競
争
が
過
熱
し
た
。
理
由
の
一
つ

に
学
術
的
関
心
の
高
ま
り
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ま
で
は
珍
奇
性

が
注
目
さ
れ
て
い
た
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
民
族
資
料
に
対
し
て
、
社

会
進
化
論
者
や
文
化
伝
播
論
者
が
自
身
の
論
証
の
素
材
と
し
て
の

価
値
を
見
出
す
よ
う
に
な
り
、
博
物
館
も
そ
れ
ら
の
学
説
に
沿
っ

た
展
示
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
た
（Buschm

ann 2009: 59-63; 

吉
田 2014: 40-49

）。
ま
た
、
一
部
の
現
地
収
集
者
は
民
族
資
料

を
寄
贈
す
る
見
返
り
に
勲
章
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
（Ros-

m
an and Rubel 1998: 42; Buschm

ann 1996:  196
）。
現
地

収
集
者
の
一
人
は
一
九
〇
八
年
に
し
た
た
め
た
書
簡
に
「
…
植
民

地
に
い
る
す
べ
て
の
ド
イ
ツ
人
は
収
集
家
で
あ
る
…
こ
の
地
域
に

お
け
る
す
べ
て
の
旅
行
者
が
古
い
“
珍
品
”
を
持
ち
出
し
て
い

く
…
」（Buschm

ann 2000:  98

）
と
綴
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

収
集
活
動
の
過
熱
を
背
景
に
し
て
、
民
族
資
料
の
取
引
価
格
は
短

期
間
に
数
倍
に
も
膨
れ
上
が
っ
て
い
っ
た
（Buschm

ann 2009: 

130-136

）。

　

山
口
は
「
博
物
館
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
あ
い
だ
の
収
集
競
争
と
、

そ
れ
を
し
た
た
か
に
利
用
し
て
名
誉
や
利
益
を
得
る
現
地
駐
在
者

を
小
嶺
は
間
近
に
観
察
し
、
自
身
も
そ
の
絡
み
合
い
に
加
わ
っ
て

い
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
山
口 2015:  415

）。
実
際
、
一
九

一
一
年
に
小
嶺
が
自
身
の
収
集
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
売
却
す
る

た
め
に
臨
ん
だ
ル
イ
ス
と
の
商
談
で
は
、
売
却
額
二
二
六
九
・
五

〇
ド
ル
で
合
意
に
至
っ
て
お
り
、
こ
の
金
額
は
ル
イ
ス
と
現
地
収

集
者
の
取
引
の
中
で
群
を
抜
い
て
高
額
で
あ
っ（
た

）
33

（W
elsch 

1998a:  551

）。

　

こ
の
時
期
、
小
嶺
は
現
地
島
民
だ
け
で
な
く
自
身
が
誘
致
し
た

大
勢
の
日
本
人
移
民
を
雇
用
し
て
い
た
。
ま
た
造
船
所
や
プ
ラ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
経
営
す
る
た
め
に
は
巨
額
の
資
金
が
必
要
で
あ
っ

た
（
二
章
参
照
）。
ル
イ
ス
と
の
商
談
以
前
、
小
嶺
は
資
金
難
に

直
面
し
て
お（
り

）
34

（W
elsch 1998a:  423

）、
小
嶺
が
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
売
却
資
金
を
こ
れ
ら
の
事
業
継
続
の
原
資
と
し
た
可
能
性
は

高
い
。
ル
イ
ス
と
の
商
談
が
成
立
し
た
翌
年
の
一
九
一
二
年
に
、

ド
イ
ツ
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
小
嶺
商
会
を
組
織
し
て
事
業
拡
大
を
図

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
売
却
資
金
が
小
嶺
の
事
業
経
営
の
一
助

と
な
っ
た
と
考
え
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

一
九
〇
六
年
二
月
二
二
日
付
の
シ
ャ
ウ
イ
ン
ス
ラ
ン
ド
の
日
誌

一
九
八
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二
三　
（

を
見
る
限
り
、
一
部
の
収
集
品
は
ル
イ
ス
以
前
に
売
却
さ
れ
た
可

能
性
は
あ
る
が
、
管
見
の
限
り
、
小
嶺
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
一
括

し
て
売
却
し
た
の
は
こ
の
時
だ
け
で
あ
る
。
小
嶺
は
時
流
を
読
み

な
が
ら
、
最
も
自
分
に
利
す
る
売
却
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
っ

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
２
）
シ
カ
ゴ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館
へ
の
売
却
の
経
緯

　

ル
イ
ス
は
大
金
を
支
払
っ
て
ま
で
小
嶺
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
購

入
し
た
が
、
こ
れ
は
フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館
の
設
立
経
緯
と
関
係
す

る
。
一
九
世
紀
後
半
以
降
、
欧
米
各
地
で
開
催
さ
れ
た
万
国
博
覧

会
で
は
、
各
国
が
植
民
地
で
収
集
し
た
モ
ノ
が
大
量
に
展
示
さ
れ

た
。
博
覧
会
終
了
後
、
資
料
は
既
存
の
博
物
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

に
加
え
ら
れ
た
一
方
で
、
そ
れ
ら
を
核
と
す
る
新
た
な
博
物
館
の

設
立
に
至
っ
た
事
例
も
多
い
。
フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館
も
そ
の
一
つ

で
あ
る
。
同
館
は
一
八
九
三
年
の
シ
カ
ゴ
万
博
出
品
資
料
を
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
核
と
し
て
設
立
さ
れ
た
（
吉
田 2014: 40-48
）。
新

興
の
博
物
館
で
は
独
自
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
が
急
務
と
さ
れ
、

フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
経
営
陣
は
当
初
よ

り
、
館
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
す
る
上
で
オ
セ
ア
ニ
ア
民
族
資

料
の
入
手
が
必
須
と
認
識
し
て
い
た
。

　

ジ
ョ
ー
ジ
・
ド
ー
シ
ー
（George D

orthy

）
が
人
類
学
部
門

を
主
導
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
世
界
各
地
の
民
族
資
料
が

人
類
学
部
門
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
加
え
ら
れ
た
。
ド
ー
シ
ー
は
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
民
族
資
料
収
集
を
企
図
し
、
若
き
人
類
学
者
だ
っ

た
ア
ル
バ
ー
ト
・
ル
イ
ス
を
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
派
遣
す
る
よ
う
経

営
陣
に
打
診
し
た
。
こ
う
し
て
実
現
し
た
ル
イ
ス
の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
探
険
（
支
援
者
に
ち
な
ん
で
後
にT

he Joseph N
. Field 

South Pacific Expedition

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
）
は
一

九
〇
九
～
一
九
一
三
年
の
約
四
年
間
に
も
及
び
、
ル
イ
ス
は
そ
の

過
程
で
小
嶺
と
出
会
っ
た
（W

elsch 1998a: 3-4

）。
小
嶺
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
ル
イ
ス
が
訪
ね
ら
れ
な
か
っ
た
地
域
の
資
料
も

多
数
含
ま
れ
て
い
た
（ibid. : 424-425

）。

　

一
九
一
〇
年
一
一
月
三
日
付
の
ル
イ
ス
の
日
誌
に
は
、
ニ
ュ
ー

ブ
リ
テ
ン
島
東
部
の
ブ
ラ
ン
シ
ュ
湾
に
面
す
る
マ
ツ
ピ
村
に
あ
る

小
嶺
邸
に
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
目
に
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

特
に
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ウ
リ
像
に
感
銘
を
受
け
た
よ
う
だ

が
、
翌
年
以
降
の
活
動
資
金
を
本
国
か
ら
受
け
取
っ
て
い
な
か
っ

た
た
め
、
最
初
の
商
談
で
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
購
入
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。
小
嶺
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
売
却
に
よ
る
資
金
獲
得
を
急

い
で
い
た
よ
う
で
、
北
ド
イ
ツ
・
ロ
イ
ド
海
運
の
現
地
航
路
船
長

で
あ
っ
た
カ
ー
ル
・
ナ
ウ
ア
ー
（K

arl N
auer

）
や
ベ
ル
ギ
ー

出
身
の
貿
易
商
オ
ク
タ
ー
ブ
・
ム
ー
ト
ン
（O

ctave M
outon

）、

一
九
九



史
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八
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）

二
四　
（

ヘ
ル
ン
シ
ェ
イ
ム
商
会
を
通
じ
て
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
購
入
者
を

広
く
募
集
し
て
い
た
。

　

博
物
館
に
よ
る
獲
得
競
争
が
過
熱
す
る
状
況
下
で
、
ル
イ
ス
は

小
嶺
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
一
九
一
一
年
三
月

に
ム
ー
ト
ン
を
訪
ね
、
資
金
の
目
途
が
立
っ
た
と
小
嶺
に
伝
え
る

よ
う
依
頼
し
た
。
そ
の
後
ル
イ
ス
は
仲
介
役
を
ム
ー
ト
ン
に
依
頼

す
る
目
的
で
、
一
九
一
一
年
一
〇
月
に
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
ラ
バ

ウ
ル
村
を
訪
れ
た
が
、
ム
ー
ト
ン
は
そ
こ
に
い
な
か
っ
た
。
小
嶺

も
活
動
の
拠
点
を
ア
ド
ミ
ラ
ル
テ
ィ
諸
島
に
移
し
て
お
り
、
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
購
入
・
梱
包
の
た
め
に
は
そ
こ
へ
赴
く
必
要
が
あ
っ

た
。
小
嶺
の
商
館
が
あ
っ
た
ア
ド
ミ
ラ
ル
テ
ィ
諸
島
ピ
テ
ル
島
に

ル
イ
ス
が
到
着
し
た
の
は
一
〇
月
二
六
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
翌

二
七
日
に
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
内
容
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
一
一

月
一
日
ま
で
に
は
梱
包
を
終
え
船
に
積
み
込
ん
だ
。
そ
の
後
、
残

り
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
梱
包
す
る
た
め
に
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
の

マ
ツ
ピ
に
向
か
い
、
一
二
月
一
日
に
到
着
し
た
。
翌
二
日
に
は
小

嶺
と
と
も
に
残
り
の
資
料
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
一
三
日
ま
で
に

は
梱
包
を
終
え
た
（W

elsch 1998a: 433-443

）。

五
、『
原
目
録
』
か
ら
伺
え
る
小
嶺
磯
吉
の
収
集
活
動

（
１
）『
原
目
録
』
の
概
要

　

ア
ル
バ
ー
ト
・
ル
イ
ス
は
自
身
が
収
集
し
た
資
料
な
ら
び
に
他

の
収
集
者
か
ら
の
購
入
品
の
内
容
に
つ
い
て
記
載
し
た
フ
ィ
ー
ル

ド
ノ
ー
ト
を
複
数
冊
残
し
て
い
る
（W

elsch 1998a: 9-13

）。

小
嶺
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
縦
一
六
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
×
横
一
〇
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
に
記

載
さ
れ
て
い
る
。
各
頁
に
は
あ
ら
か
じ
め
赤
と
水
色
の
罫
線
が
印

字
さ
れ
て
お
り
、
ル
イ
ス
自
身
は
主
に
ペ
ン
や
鉛
筆
を
用
い
て
資

料
の
記
載
を
行
っ
た
。
小
嶺
か
ら
の
購
入
品
は
一
四
～
三
八
頁

（
全
二
五
頁
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
こ
の
二
五
頁
を
纏
め

て
『
原
目
録
』
と
呼
ぶ
。

　

ル
イ
ス
の
日
誌
を
見
る
限
り
、
原
目
録
の
大
部
分
は
一
〇
月
二

六
日
か
ら
一
一
月
一
日
お
よ
び
一
二
月
二
日
か
ら
一
三
日
の
間
に

記
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
商
談
を
仲
介
し
た
ム
ー
ト
ン
が
小
嶺

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
リ
ス
ト
を
前
も
っ
て
ル
イ
ス
に
送
っ
て

い
た
こ
と
を
考
慮
し
て
も
（ibid.:  423

）、
原
目
録
は
短
期
間
で

作
成
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
ル
イ
ス
は
帰
国
後
に
、
収
集
／
購
入

し
た
資
料
約
二
五
〇
〇
〇
点
を
フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館
に
登
録
す
る

作
業
に
取
り
掛
か
っ
て
い
る
（ibid.: 547-549

）。
原
目
録
を
含

二
〇
〇
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二
五　
（

め
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
の
記
載
は
、
資
料
登
録
や
研
究
を
念
頭

に
執
筆
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

　

原
目
録
の
記
載
に
は
ペ
ン
の
み
が
使
用
さ
れ
、
最
初
の
頁
の
罫

線
外
上
部
に
は
「4723-7731 K

om
ine Collection

」
の
タ
イ
ト

ル
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
小
嶺
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
記
載
だ
と

分
か
る
。「4723-7731
」
は
「
資
料
番
号
」
の
範
囲
で
あ（
る

）
35

。
こ

の
他
の
項
目
に
は
、
主
に
用
途
を
念
頭
に
付
け
ら
れ
た
「
資
料

名
」、「
収
集
地
」、
特
記
す
べ
き
特
徴
や
材
質
に
関
す
る
「
形
態

的
情
報
」、
入
手
ル
ー
ト
に
関
す
る
「
由
来
」、
使
用
や
製
作
の
コ

ン
テ
キ
ス
ト
に
関
す
る
「
民
族
誌
的
情
報
」
に
大
別
で
き
る
。
た

だ
し
必
ず
し
も
資
料
一
点
ご
と
に
記
載
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

「
資
料
名
」
と
「
収
集
地
」
が
同
じ
も
の
は
群
と
し
て
あ
る
程
度

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
各
頁
の
左
端
に
「
資
料
番
号
」、
続
い
て

「
資
料
名
」
が
記
載
さ
れ
る
点
は
共
通
す
る
が
、
そ
れ
以
外
の
項

目
に
つ
い
て
は
資
料
に
よ
っ
て
記
載
の
有
無
が
異
な
り
、
記
載
順

も
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
記
載
内
容
の
不
揃
い
や
形
式
の
ゆ
ら
ぎ

は
、
お
そ
ら
く
原
目
録
の
作
成
が
短
期
間
で
行
わ
れ
た
こ
と
に
起

因
す
る
。
原
目
録
や
日
誌
を
見
る
限
り
、
ル
イ
ス
は
小
嶺
か
ら
情

報
を
聞
き
な
が
ら
ノ
ー
ト
を
取
っ
て
い
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
特

に
「
収
集
地
」
や
「
由
来
」
に
つ
い
て
は
小
嶺
の
記
録
や
記
憶
に

依
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
一
方
、
ル
イ
ス
の
人
類
学
的
知
識
や
そ

の
場
で
の
観
察
所
見
も
認
め
ら
れ
る
。「
資
料
名
」「
民
族
誌
的
情

報
」
や
「
形
態
的
情
報
」
が
そ
れ
に
あ
た
る
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館
に
は
、
原
目
録
を
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
清

書
し
た
版
（
タ
イ
プ
ス
ク
リ
プ
ト
版
）
も
保
管
さ
れ
て
い
る
。
原

目
録
で
は
「
資
料
名
」
と
「
収
集
地
」
が
同
じ
資
料
が
連
番
で
続

く
場
合
、
あ
る
程
度
ま
と
め
て
記
載
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
タ

イ
プ
ス
ク
リ
プ
ト
版
で
は
資
料
一
点
ご
と
の
記
載
に
直
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
タ
イ
プ
ス
ク
リ
プ
ト
版
に
は
原
目
録
に
記
載
さ
れ
る
情

報
に
加
え
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館
に
お
け
る
資
料
の
「
登
録
番

号
」
が
ペ
ン
な
い
し
鉛
筆
で
追
記
さ
れ
て
い
る
。
タ
イ
プ
ス
ク
リ

プ
ト
版
に
は
記
名
は
な
い
が
、
追
記
さ
れ
た
「
登
録
番
号
」
の
筆

跡
が
原
目
録
の
「
資
料
番
号
」
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
、
現
地
で

購
入
し
た
際
に
付
け
た
「
資
料
番
号
」
と
帰
国
後
の
整
理
時
に
付

け
た
「
登
録
番
号
」
と
が
対
照
で
き
る
唯
一
の
資
料
で
あ
る
こ
と

か
ら
ル
イ
ス
が
作
成
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

（
２
）『
原
目
録
』
に
見
る
小
嶺
の
収
集
地

　

資
料
保
管
を
担
う
フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館
人
類
学
部
門
は
現
在
、

紙
媒
体
お
よ
び
エ
ク
セ
ル
デ
ー
タ
の
二
種
で
管
理
業
務
を
行
っ
て

い
る
が
、
原
目
録
お
よ
び
タ
イ
プ
ス
ク
リ
プ
ト
版
の
記
載
に
は
こ

れ
ら
の
台
帳
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
情
報
が
多
数
あ
る
。
そ
の
う

二
〇
一



史
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ち
「
収
集
地
」
の
情
報
か
ら
、
小
嶺
の
活
動
地
域
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
る
。

　

前
節
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
原
目
録
に
記
載
さ
れ
る
情
報
の
量

や
内
容
は
資
料
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
例
え
ば
、
あ
る
資

料
で
は
村
落
名
ま
で
記
載
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
別
の
資
料
で

は
島
名
の
み
の
記
載
に
留
ま
っ
て
い
る
。
形
式
も
統
一
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
記
載
地
名
を
一
つ
一
つ
地
図
資
料
と
照
合
し
た
。
そ

の
上
で
「
大
地
域
」「
中
地
域
」「
小
地
域
」
の
空
間
区
分
を
設
定

し
、
収
集
地
情
報
を
階
層
的
に
整
理
し
た
。

　

ま
ず
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
、
ア
ド
ミ
ラ
ル
テ
ィ
諸
島
、
ニ
ュ
ー

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
地
域
、
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
地
域
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島

の
五
つ
の
「
大
地
域
」
を
設
定
し
た
。
詳
細
な
収
集
地
の
情
報
に

つ
い
て
は
、
大
地
域
内
の
地
方
や
島
嶼
グ
ル
ー
プ
に
該
当
す
る
情

報
（
例
：
本
島
北
部
、
タ
ン
ガ
諸
島
）
は
「
中
地
域
」
に
、
村
落

や
大
地
域
・
中
地
域
内
に
あ
る
小
島
に
該
当
す
る
情
報
（
例
：
マ

ツ
ピ
村
、
ピ
テ
ル
島
）
は
「
小
地
域
」
に
分
類
し
た
。
大
地
域
や

中
地
域
に
該
当
す
る
情
報
が
な
い
場
合
は
、
小
地
域
情
報
か
ら
筆

者
が
補
完
し
た
。
原
目
録
記
載
の
地
名
は
小
嶺
の
発
音
を
ル
イ
ス

が
聞
き
取
っ
て
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
記
し
た
も
の
で
あ
り
（
ト

ラ
ン
ス
リ
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
）、
地
図
の
表
記
と
一
致
し
な
い
こ
と

が
あ
る
。
そ
の
場
合
は
複
数
の
地
図
を
参
照
し
、
蓋
然
性
の
高
い

候
補
地
を
絞
り
込
ん（
だ

）
36

。

　

な
お
、
原
目
録
に
記
載
さ
れ
る
収
集
品
の
う
ち
、
五
一
八
点
に

つ
い
て
は
収
集
地
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
五
つ
の
大
地

域
の
い
ず
れ
か
に
絞
り
込
め
な
い
資
料
も
一
定
数
存
在
し
た
。
た

と
え
ば
、「
ア
ド
ミ
ラ
ル
テ
ィ
諸
島
も
し
く
は
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
」、「
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
（
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
）
ガ

ゼ
ル
半
島
」
と
記
載
さ
れ
た
資
料
群
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
群

は
原
目
録
の
記
載
の
ま
ま
集
計
し
た
。
な
お
、「
も
し
く
は

（or

）」
と
「
と
（and

）」
の
表
記
の
違
い
は
不
明
で
あ
る
。
ル

イ
ス
に
収
集
地
を
告
げ
た
小
嶺
自
身
が
ど
ち
ら
か
特
定
で
き
な
か

っ
た
場
合
と
、
一
回
の
航
海
で
広
域
か
ら
収
集
さ
れ
た
資
料
群
が

一
括
さ
れ
て
い
た
場
合
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

集
計
結
果
を
グ
ラ
フ
化
し
た
図
２
に
見
る
よ
う
に
、
ル
イ
ス
に

売
却
さ
れ
た
資
料
の
収
集
範
囲
は
独
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
版
図
に

ほ
ぼ
収
ま
る
。
小
嶺
は
蘭
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
や
英
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
の
踏
査
に
同
行
し
た
経
験
を
も
つ
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
が

（
二
章
参
照
）、
独
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
以
外
の
地
域
に
由
来
す
る
資

料
は
原
目
録
上
で
は
全
体
の
〇
・
三
％
と
僅
か
で
あ（
る

）
37

。
他
方
、

独
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
内
で
も
収
集
品
数
に
は
偏
り
が
あ
り
、
ア
ド

ミ
ラ
ル
テ
ィ
諸
島
と
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の
資
料
が
圧
倒
的
に
多
い
。

　

続
い
て
、「
中
地
域
」
と
「
小
地
域
」
の
地
名
を
大
地
域
ご
と

二
〇
二
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な
い
。
原
目
録
に
て
小
嶺
の
収
集
活
動
が
確
認
で
き
た
地
点
を
確

認
し
て
み
る
と
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
北
東
沿
岸
村
落
お
よ
び
そ
の

沖
合
の
小
島
に
広
く
分
布
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
で
内
陸
部

で
の
収
集
活
動
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　

ド
イ
ツ
総
督
府
刊
行
の
年
次
報
告
書
の
記
載
を
参
照
し
て
み
る

二
〇
三

図 2　『原目録』に記載される小嶺の収集品の大地域別内訳

図 3　ニューギニア地域における小嶺の活動地

に
地
図
上
に
表
記
し
た
（
図
３
～
７
）。
地
図
上
に
は
、
史
料
の

分
析
で
判
明
し
た
小
嶺
の
活
動
地
（
二
章
参
照
）
を
併
記
し
た
。

・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
地
域
（
図
３
）

　

小
嶺
に
よ
る
現
地
踏
査
や
リ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
が
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
地
域
で
実
施
さ
れ
た
と
の
記
録
は
現
在
ま
で
に
確
認
で
き
て
い
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世
紀
末
ま
で
に
は
ア
イ
タ
ペ
村
周
辺
に
も
入
植
者
の
手
が
伸
び
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
八
九
〇
年
ま
で
に
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
北

東
海
岸
全
域
に
お
い
て
民
族
資
料
の
収
集
活
動
が
記
録
さ
れ
て
お

り
、
多
く
の
民
族
資
料
が
当
地
か
ら
持
ち
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
っ
て
い
る
（Buschm

nn 2009:  87

）。

　

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
地
域
で
の
小
嶺
の
収
集
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、

入
植
者
に
よ
る
収
集
活
動
が
早
く
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
踏

ま
え
る
と
、
小
嶺
が
訪
れ
た
頃
に
は
目
ぼ
し
い
民
族
資
料
は
す
で

に
入
手
困
難
な
状
況
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

・
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
（
図
４
）

　

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
で
は
、
ブ
カ
島
お
よ
び
ブ
ー
ゲ
ン
ヴ
ィ
ル
島
で

の
収
集
活
動
が
確
認
で
き（
た

）
38

。
原
目
録
に
記
載
さ
れ
た
地
名
に
は
、

ブ
ー
ゲ
ン
ヴ
ィ
ル
島
キ
エ
タ
村
、
ブ
イ
ン
村
（Buin

）、
カ
ヌ
ア

村
（K

anua

）
の
三
つ
の
村
落
が
認
め
ら
れ（
る

）
39

。
い
ず
れ
も
沿
岸

に
位
置
す
る
村
落
で
あ
る
。
ブ
カ
島
で
の
詳
細
な
収
集
地
は
不
明

で
あ
る
。

　

ブ
カ
島
お
よ
び
ブ
ー
ゲ
ン
ヴ
ィ
ル
島
は
一
九
世
紀
末
に
は
プ
ラ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
商
館
へ
の
労
働
力
供
給
地
と
な
っ
て
い
た

（Sack and Clark 1979:  178

）。
小
嶺
も
一
九
〇
三
年
に
、
ブ

カ
水
道
周
辺
島
民
を
対
象
と
し
た
労
働
者
斡
旋
に
従
事
し
て
い
た

（
二
章
参
照
）。
た
だ
し
、
現
地
駐
在
に
よ
る
入
植
活
動
の
本
格
化

二
〇
四

図 4　ソロモン諸島における小嶺の活動地

と
、
小
嶺
の
収
集
地
で
あ
る
フ
ィ
ン
シ
ュ
ハ
ー
フ
ェ
ン
、
フ
リ
ー

ド
リ
ッ
ヒ
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ス
ハ
ー
フ
ェ
ン
、
ポ
ツ
ダ
ム
ハ
ー
フ
ェ

ン
（Potsdam

hafen

）
は
い
ず
れ
も
一
九
世
紀
末
ま
で
に
ド
イ

ツ
総
督
府
や
ド
イ
ツ
系
貿
易
商
会
に
よ
っ
て
支
庁
や
商
館
が
建
設

さ
れ
た
場
所
で
あ
っ
た
。
ア
イ
タ
ペ
村
に
ド
イ
ツ
総
督
府
の
支
庁

が
建
設
さ
れ
た
の
は
一
九
〇
六
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
隣
接
す
る

ベ
ル
リ
ン
ハ
ー
フ
ェ
ン
（Berlinhafen

）
は
一
八
九
七
年
か
ら

開
発
が
始
ま
っ
て
お
り
（Sack and Clark 1979:  373

）、
一
九
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（

は
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
年
次
報
告
書
の
記
載
に

よ
れ
ば
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
宣
教
団
に
よ
る
キ
エ
タ
村
の
布
教
活

動
は
一
九
〇
二
年
以
降
で
あ
り
、
同
村
落
に
ド
イ
ツ
総
督
府
の
支

庁
が
建
設
さ
れ
た
の
は
一
九
〇
五
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
（ibid.: 

 236,  256

）。
ブ
イ
ン
村
に
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
宣
教
拠
点
が
建
設

さ
れ
た
の
も
一
九
〇
五
年
ご
ろ
だ
っ
た
（ibid.:  259

）。
小
嶺
に

よ
る
当
地
で
の
収
集
活
動
も
入
植
活
動
が
本
格
化
す
る
こ
の
時
期

に
重
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

・
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
地
域
（
図
５
）

　

ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
地
域
に
由
来
す
る
資
料
の
中
に
は
、
言
語
区

分
名
で
収
集
地
を
示
す
も
の
が
複
数
確
認
で
き
た
た
め
、
図
5
に

は
そ
れ
ら
言
語
の
空
間
分
布
を
重
ね
て
示
し
た
（Gunn 1996: 

 16

）。

　

ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
地
域
東
部
は
小
嶺
の
商
館
や
造
船
所
が
集
中

し
た
地
域
だ
が
、
原
目
録
に
は
デ
ュ
ー
ク
・
オ
ブ
・
ヨ
ー
ク
諸
島

で
の
収
集
品
が
記
載
さ
れ
る
の
み
で
、
ブ
ラ
ン
シ
ュ
湾
近
郊
の
も

の
は
な

（い
）
40

。
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
地
域
中
部
で
は
、
ス
ル
カ

（Sulka

）
と
ナ
カ
ナ
イ
（N

akanai

）、
ウ
ィ
ラ
ウ
メ
ズ
半
島

（W
illaum

ez

）
か
ら
の
収
集
品
が
あ
る
。
中
部
地
域
の
現
地
島

民
と
入
植
者
の
接
触
が
本
格
化
し
た
の
は
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
か

ら
の
こ
と
で
あ
り
、
多
く
の
若
者
が
労
働
力
と
し
て
集
め
ら
れ
た

二
〇
五

図 5　ニューブリテン地域における小嶺の活動地
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（Parkinson 1999:  76

）。
一
九
〇
一
年
か
ら
一
九
〇
二
年
付
の

年
次
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
頃
に
漸
く
ス
ル
カ
住
民
を
対
象
と

し
た
労
働
者
斡
旋
が
本
格
化
し
た
よ
う
で
あ
る
（Sack and 

Clark 1979:  226

）。

　

ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
地
域
南
部
で
は
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
本
島
と
接

続
す
る
シ
ア
シ
諸
島
（Siassi

）
や
ル
ク
島
（Ruk

）、
ニ
ュ
ー
ブ

リ
テ
ン
島
南
部
の
ワ
リ
エ
村
（W

arie

）、
ア
ラ
ウ
ェ
村

（A
raw

e

）、
メ
ー
ヴ
ェ
ハ
ー
フ
ェ
ン
（M

öw
ehafen

）
の
収
集

品
が
あ
る
。
そ
の
他
に
も
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
南
西
岸
沖
の
ヴ
ィ

ツ
（V

itu

）
に
あ
る
マ
リ
ッ
ト
島
（M

arit

）
で
の
収
集
品
が
原

目
録
に
載
る
。
小
嶺
は
労
働
者
斡
旋
を
目
的
に
一
九
一
一
年
に
ヴ

ィ
ツ
の
内
陸
村
落
へ
赴
い
て
い
る
（W

elsch 1998a:  441

）。

・
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
地
域
（
図
₆
）

　

ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
地
域
に
お
い
て
も
言
語
区
分
名
が
収
集

地
と
し
て
記
さ
れ
る
資
料
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
ら
言
語
の
空
間
分

布
を
図
6
に
重
ね
て
示
し
た
（Gunn 1996:  16

）。
ま
た
、
小
嶺

の
収
集
地
に
関
す
る
以
前
の
検
討
成
果
を
図
6
に
加
え
た
（
臺 

2016
）。

　

小
嶺
は
遅
く
と
も
一
九
〇
二
年
頃
か
ら
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

地
域
で
の
現
地
踏
査
や
島
民
の
武
装
解
除
に
従
事
し
て
い
た
（
二

章
参
照
）。
一
九
〇
六
年
一
一
月
二
四
日
に
ボ
ル
ミ
ン
ス
キ
ー
が

二
〇
六

図 6　ニューアイルランド地域における小嶺の活動地
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本
国
の
博
物
館
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
送
っ
た
書
簡
に
は
、
小
嶺
と
思

わ
れ
る
日
本
人
が
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
て
民
族
資
料
を
大
量

に
収
集
し
て
い
た
と
あ
る
（Buschm

ann 1996:  204

）。

　

ボ
ル
ミ
ン
ス
キ
ー
は
、
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
民
族
資
料
を

本
国
の
博
物
館
に
寄
贈
す
る
見
返
り
に
高
等
の
勲
章
を
獲
得
す
る

こ
と
に
執
心
し
て
い
た
カ
ヴ
ィ
エ
ン
支
庁
の
行
政
官
で
あ
る
。
民

族
学
調
査
で
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
訪
れ
て
い
た
エ
ド
ガ
ー
・

ウ
ォ
ー
ル
デ
ン
（Edgar W

alden

）
が
一
九
〇
七
年
に
記
し
た

日
誌
に
は
、
マ
ラ
ン
ガ
ン
造
形（
物

）
41

の
収
集
は
ボ
ル
ミ
ン
ス
キ
ー
に

任
せ
、
自
分
で
は
勝
手
に
行
わ
な
い
よ
う
に
と
警
告
さ
れ
た
と
あ

る
（ibid.:  200

）。
ボ
ル
ミ
ン
ス
キ
ー
は
、
民
族
資
料
を
め
ぐ
る

ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
民
と
の
独
占
的
な
取
引
を
企
図
し
て
い

た
よ
う
だ
。
ち
ょ
う
ど
一
九
〇
七
年
頃
か
ら
、
小
嶺
は
ア
ド
ミ
ラ

ル
テ
ィ
諸
島
を
新
た
な
活
動
地
と
し
始
め
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
地
域
は
小
嶺
の
最
初
期
の
収
集
地
だ
っ
た

が
、
そ
の
活
動
は
一
九
〇
五
年
～
一
九
〇
七
年
頃
ま
で
だ
っ
た
と

考
え
て
よ
い
。

　

ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
地
域
北
部
で
は
、
ニ
ュ
ー
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ

島
（N
ew

 H
anover

）、
ジ
ャ
ウ
ル
島
（D

jaul

）
の
収
集
品
が

あ（
る

）
42

。
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
地
域
中
部
で
は
、
ラ
マ
ソ
ン
（La-

m
asong

）
に
位
置
す
る
ラ
マ
ソ
ン
村
、
ピ
ニ
キ
ン
ド
ゥ
村
（Pini-

kindu

）、
カ
テ
ン
ダ
ン
村
（K

atendan

）、
マ
ダ
ッ
ク

（M
adak

）
に
位
置
す
る
カ
ナ
ブ
村
（K

anabu

）、
タ
ー
バ
ル
諸

島
、
リ
ヒ
ル
諸
島
（Lihir

）
の
地
名
が
認
め
ら
れ
る
。
タ
ー
バ

ル
諸
島
で
は
一
八
八
〇
年
代
か
ら
貿
易
商
に
よ
る
入
植
が
始
ま
っ

て
お
り
、
一
九
世
紀
末
ま
で
に
複
数
の
商
館
が
建
設
さ
れ
て
い
た

（Sack and Clark 1979: 171-177

）。
一
方
で
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
島
中
部
地
域
の
本
格
的
な
入
植
は
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
か

ら
の
こ
と
で
あ
り
、
一
九
〇
六
年
頃
に
漸
く
ド
イ
ツ
総
督
府
の
管

理
下
に
置
か
れ
た
（ibid.:  266

）。

　

ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
地
域
南
部
で
は
、
カ
イ
ト
村
（K

ait

）、

タ
ン
ガ
諸
島
、
ニ
ッ
サ
ン
島
（N

issan

）
の
収
集
品
が
あ
る
。
ま

た
タ
ン
ガ
諸
島
の
リ
フ
島
（Lif

）
に
位
置
す
る
ル
ブ
ン
村

（Lubun

）
と
思
わ
れ
る
地
名
が
あ（
る

）
43

。
な
お
、
小
嶺
が
踏
査
を

実
施
し
た
パ
ト
パ
タ
ー
域
内
の
村
落
名
は
、
原
目
録
に
は
見
当
た

ら
な
い
。　

・
ア
ド
ミ
ラ
ル
テ
ィ
諸
島
（
図
７
）

　

小
嶺
が
ア
ド
ミ
ラ
ル
テ
ィ
諸
島
を
訪
れ
る
一
九
〇
七
年
以
前
の

貿
易
商
や
収
集
者
の
活
動
は
、
主
島
マ
ヌ
ス
南
部
に
あ
る
ロ
ウ
島

（Lou
）
や
南
東
部
に
あ
る
サ
ン
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
諸
島
（St. 

A
ndrew

）
に
限
ら
れ
て
い
た
（N

everm
ann 1934: 1-18; 

O
hnem

us 1998:  14

）。
マ
ヌ
ス
島
北
岸
周
辺
に
商
館
や
プ
ラ
ン

二
〇
七
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テ
ー
シ
ョ
ン
を
建
設
し
た
小
嶺
は
文
字
ど
お
り
ア
ド
ミ
ラ
ル
テ
ィ

諸
島
の
開
拓
者
で
あ
っ
た
。

　

原
目
録
に
載
る
当
地
由
来
の
資
料
は
一
九
〇
七
年
か
ら
一
九
一

一
年
の
期
間
に
収
集
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
ア
ド
ミ
ラ
ル

テ
ィ
諸
島
に
由
来
す
る
資
料
の
う
ち
、
中
地
域
・
小
地
域
レ
ベ
ル

で
収
集
地
が
確
認
で
き
る
も
の
は
僅
か
だ
が
、
ピ
テ
ル
島
や
ア
ン

ド
ラ
島
（A

ndra

）
は
小
嶺
の
商
館
・
農
園
が
位
置
す
る
島
や
そ

の
周
辺
の
小
島
で
あ
る
。
こ
の
他
に
、
マ
ヌ
ス
島
南
岸
沖
合
に
位

置
す
る
ル
バ
ル
島
（N

druval

）
と
推
測
で
き
る
地
名
が
あ（
る

）
44

。

な
お
、
マ
ヌ
ス
島
内
陸
部
の
収
集
品
の
記
載
は
見
当
た
ら
な
か
っ

た
。六

、
ま
と
め
―
小
嶺
磯
吉
の
収
集
活
動
の
特
徴
―

　

図
２
～
７
か
ら
、
以
下
の
五
点
を
指
摘
で
き
る
。

⑴
小
嶺
磯
吉
の
活
動
は
独
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
版
図
に
ほ
ぼ

収
ま
る
。

⑵
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
本
島
に
比
べ
て
ビ
ス
マ
ル
ク
諸
島
や
ソ
ロ

モ
ン
諸
島
で
の
収
集
活
動
が
主
で
あ
っ
た
。

⑶
大
型
島
嶼
の
内
陸
よ
り
も
沿
岸
村
落
や
小
島
で
収
集
品
が

多
い
。

⑷
一
つ
の
大
地
域
内
で
も
収
集
地
が
点
々
と
分
布
す
る
。

図 7　アドミラルティ諸島における小嶺の活動地
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三
三　
（
二
〇
九

⑸
踏
査
や
労
働
者
斡
旋
が
記
録
上
確
認
さ
れ
な
い
土
地
で
も

収
集
活
動
が
行
わ
れ
た
。

　

小
嶺
は
日
露
戦
争
勃
発
に
よ
る
対
日
感
情
の
悪
化
を
受
け
て
、

ド
イ
ツ
総
督
府
の
現
地
代
理
人
を
辞
し
た
も
の
の
、
造
船
所
は
ド

イ
ツ
総
督
府
の
御
用
達
と
な
っ
て
い
た
（
二
章
参
照
）。
一
九
一

一
年
一
一
月
三
日
付
け
の
ル
イ
ス
の
日
誌
に
は
、
ア
ド
ミ
ラ
ル
テ

ィ
諸
島
ロ
レ
ン
ガ
ウ
村
で
の
新
支
庁
建
設
に
協
力
し
て
い
た
様
子

も
記
さ
れ
て
い
る
（W

elsch 1998a:  437

）。
こ
の
よ
う
に
ド
イ

ツ
総
督
府
と
の
良
好
な
関
係
を
維
持
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
非
宗

主
国
出
身
者
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
独
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
の
広
域

に
わ
た
る
収
集
活
動
が
可
能
だ
っ
た
と
解
釈
で
き
る
。
そ
れ
に
比

べ
る
と
、
関
係
性
が
希
薄
な
地
域
（
蘭
領
・
英
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
）
で
の
収
集
活
動
に
は
制
約
が
あ
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。

　

独
領
だ
っ
た
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
北
東
沿
岸
で
は
、
一
九
世
紀
末

ま
で
に
支
庁
や
商
館
が
各
地
に
建
設
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
状
況

の
中
で
ド
イ
ツ
本
国
の
民
族
学
博
物
館
と
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
商
会
の

思
惑
が
交
差
し
、
一
八
九
〇
年
代
に
は
す
で
に
民
族
資
料
の
収
集

が
過
熱
し
て
い
た
（Buschm

ann 2009: 37-40, 86-87

）。
そ

れ
ゆ
え
、
小
嶺
が
独
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
渡
っ
た
二
〇
世
紀
初
頭

に
は
す
で
に
、
多
く
の
収
集
者
が
し
の
ぎ
を
削
る
状
況
だ
っ
た
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ビ
ス
マ
ル
ク
群
島
や
ソ
ロ
モ
ン
諸
島

は
当
時
ま
だ
、
新
参
の
収
集
者
に
残
さ
れ
た
土
地
だ
っ
た
。
独
領

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
収
集
活
動
を
研
究
す
る
ボ
ウ
シ
ュ
マ
ン
は
、
カ

イ
ザ
ー
・
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ス
ラ
ン
ト
の
沿
岸
地
域
や
島
嶼
の
一
部

（
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
東
部
、
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
な
ど
）

に
限
ら
れ
て
い
た
収
集
地
域
が
、
一
九
〇
六
年
頃
を
境
に
島
嶼
の

他
の
地
域
（
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
中
西
部
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
ア

ド
ミ
ラ
ル
テ
ィ
諸
島
な
ど
）
や
カ
イ
ザ
ー
・
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ス
ラ

ン
ト
の
内
陸
部
に
も
拡
大
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
（ibid.: 86-

87

）。

　

小
嶺
の
収
集
活
動
も
同
様
に
、
独
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
お
け
る

植
民
地
支
配
の
拡
張
や
植
民
地
経
営
の
進
展
の
中
に
位
置
づ
け
て

把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
、
ド
イ
ツ
総
督
府
の
現
地
代

理
人
と
し
て
活
動
し
た
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
地
域
（
一
九
〇
五

～
一
九
〇
七
年
）、
開
拓
者
と
し
て
農
園
経
営
や
貿
易
活
動
を
許

可
さ
れ
て
い
た
ア
ド
ミ
ラ
ル
テ
ィ
諸
島
（
一
九
〇
七
～
一
九
一
一

年
）
は
二
〇
世
紀
初
頭
に
お
い
て
は
ま
だ
、
小
嶺
や
現
地
収
集
者

に
と
っ
て
、
西
洋
の
民
族
学
博
物
館
が
求
め
る
「
目
ぼ
し
い
」
収

集
品
の
宝
庫
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
小
嶺
が
船
舶
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
と
収
集
活
動

は
無
関
係
で
は
な
い
（cf. Buschm

ann 1996: 204; 

山
口 2015: 

 419

）。
二
〇
世
紀
初
頭
の
独
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
は
、
海
上
交
通
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四　
（
二
一
〇

の
重
要
性
が
急
速
に
認
知
さ
れ
、
ビ
ス
マ
ル
ク
諸
島
の
各
島
を
結

ぶ
北
ド
イ
ツ
・
ロ
イ
ド
海
運
の
定
期
便
船
が
一
九
〇
五
年
か
ら
就

航
し
て
い
る （Sack and Clark 1979: 300; Buschm

ann 2000: 
94-97

）。
一
九
〇
七
年
に
始
ま
っ
た
小
嶺
の
造
船
所
経
営
も
、
将

来
的
に
海
上
交
通
が
重
要
な
商
業
基
盤
に
な
る
こ
と
を
見
越
し
て

の
も
の
だ
っ
た
（W

elsch 1998b: 97; 

岩
谷 1916: 171-172

）。

こ
の
こ
と
が
同
時
に
、
民
族
資
料
の
大
量
運
搬
や
、
価
値
の
高
い

大
型
造
形
物
の
安
全
な
運
搬
に
有
利
に
働
い
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
。

　

残
念
な
が
ら
、
現
地
島
民
と
の
交
渉
の
現
場
に
か
か
わ
る
情
報

は
、
原
目
録
や
そ
の
他
の
ア
ー
カ
イ
ブ
資
料
か
ら
は
う
か
が
い
知

れ
な
い
。
し
か
し
、
小
嶺
の
収
集
活
動
を
支
え
た
基
盤
の
一
つ
と

し
て
早
期
か
ら
現
地
に
駐
在
し
島
民
と
の
直
接
交
渉
に
当
た
っ
た

こ
と
に
よ
る
良
好
な
関
係
構
築
を
挙
げ
た
山
口
の
指
摘
は
示
唆
的

で
あ
る
（
山
口 2015: 415-419

）。
小
嶺
は
島
民
と
の
関
係
を
構

築
す
る
上
で
当
時
の
植
民
地
的
状
況
を
機
敏
に
感
じ
取
っ
て
行
動

し
た
節
が
あ
る
。
一
九
〇
三
年
に
タ
ン
ガ
諸
島
で
生
じ
た
部
族
紛

争
を
調
停
し
た
際
に
、
和
平
を
受
け
入
れ
た
現
地
島
民
は
大
量
の

槍
を
小
嶺
に
差
し
出
し
、
代
わ
り
に
小
嶺
は
、
協
力
し
た
現
地
有

力
者
に
は
制
帽
な
ど
西
洋
の
物
品
を
贈
り
、
ル
ル
ア
イ
に
任
命
し

た
と
い
う
（Foster 1987: 60-61

）。
ル
ル
ア
イ
は
ド
イ
ツ
本
国

が
間
接
統
治
の
た
め
に
創
設
し
た
役
職
で
あ
る 

（Buschm
ann 

2009:  103

）。
有
力
者
（O

rong

）
の
伝
統
的
な
権
威
は
本
来
、
武

勇
に
由
来
す
る
も
の
だ
っ
た
が
、
ド
イ
ツ
総
督
府
に
よ
っ
て
戦
闘

行
為
が
禁
止
さ
れ
て
い
く
中
で
、
権
威
の
新
た
な
源
と
し
て
ル
ル

ア
イ
の
称
号
が
現
地
側
か
ら
も
求
め
ら
れ
て
い
っ
た
（Pow

der-
m

aker 1933: 25-59

）。
小
嶺
は
ル
ル
ア
イ
制
度
を
活
用
し
な
が

ら
ド
イ
ツ
総
督
府
の
安
定
的
な
支
配
拡
大
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、

ル
ル
ア
イ
の
任
命
権
限
を
利
用
し
て
現
地
有
力
者
と
の
直
接
的
で

個
人
的
な
関
係
を
構
築
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
人
頭
税
が
導
入
さ
れ
た

の
は
一
九
〇
七
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ア
ド
ミ
ラ
ル
テ
ィ
諸
島
で

は
、
一
九
一
一
年
頃
に
な
っ
て
も
貨
幣
経
済
が
浸
透
し
て
い
な
か

っ
た
と
い（
う

）
45

（
藤
木 1939

）。
そ
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
や
ア
ド
ミ
ラ
ル
テ
ィ
諸
島
で
の
小
嶺
と
島
民
の
取
引
は
主
に

バ
ー
タ
ー
交
換
だ
っ
た
と
み
て
よ
い
。
バ
ー
タ
ー
と
は
「
貨
幣
と

い
っ
た
外
的
共
通
基
準
に
よ
っ
て
双
方
の
交
易
品
の
価
値
が
計
ら

れ
る
の
で
は
な
く
、
交
渉
の
な
か
で
そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑
を
調
整
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
モ
ノ
を
相
手
の
モ
ノ
と
置
換
す
る
交

換
形
態
」（
山
口 2015:  417

）
の
こ
と
で
あ
る
。
小
嶺
が
持
っ
て

い
た
ル
ル
ア
イ
の
任
命
権
限
は
、
偉
大
な
首
長
の
祖
霊
像
や
精
霊

像
と
い
っ
た
現
地
共
同
体
の
財
産
を
有
力
者
か
ら
引
き
出
す
た
め
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一

の
交
渉
手
段
と
し
て
も
効
果
的
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
主
に
ア
ー
カ
イ
ブ
資
料
を
通
し
て
小
嶺
磯
吉
の
事
績

を
再
整
理
し
、
そ
の
上
で
独
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
植
民
的
状
況
の

動
態
を
踏
ま
え
な
が
ら
小
嶺
の
収
集
活
動
の
諸
相
を
検
討
し
た
。

た
だ
し
、
全
体
像
の
概
観
に
と
ど
ま
る
た
め
、
今
後
は
大
地
域
ご

と
の
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
小
嶺
の
諸
活
動
を
対
照
さ
せ

て
、
資
料
の
来
歴
を
個
別
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
残
る
。

特
に
、
以
下
の
二
つ
の
視
点
に
目
を
配
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　

一
つ
は
他
の
収
集
者
と
の
関
係
性
で
あ
る
。
小
嶺
が
活
動
し
た

時
期
に
は
多
く
の
欧
米
出
身
者
が
収
集
の
現
場
に
参
入
し
て
お
り
、

お
互
い
の
活
動
を
意
識
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
特
に
ド
イ
ツ
総

督
ハ
ー
ル
や
現
地
行
政
官
ボ
ル
ミ
ン
ス
キ
ー
、
ロ
イ
ド
海
運
の
ナ

ウ
ア
ー
船
長
な
ど
は
小
嶺
と
交
流
な
い
し
、
小
嶺
を
警
戒
し
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
龍
江
義
信
や
鮫
島
三

之（
助

）
46

、
藤
川
政
次（
郎

）
47

な
ど
の
日
本
人
収
集
者
と
の
関
係
に
つ
い
て

も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
九
三
〇
年
代
に
は
、
鮫
島
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
購
入
し
た
岸
本
彩
星
童（
人

）
48

な
ど
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
民
族
資
料
に
関
心
を
寄
せ
る
好
事
家
が
国
内
に
複
数
い
た
よ
う

で
、
そ
の
動
向
に
も
目
を
配
る
必
要
が
あ
る
。

　

二
つ
目
は
収
集
さ
れ
た
民
族
資
料
そ
の
も
の
が
有
す
る
情
報
で

あ
る
。
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
直
接
的
な
史
料
が
不
足
し
て
お

り
、
小
嶺
の
収
集
活
動
を
対
象
と
す
る
歴
史
人
類
学
的
研
究
は
あ

ま
り
進
展
し
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
モ
ノ
そ
の
も
の
へ
の
着

目
は
史
料
研
究
の
成
果
を
補
完
な
い
し
反
証
し
得
る
可
能
性
を
提

供
す
る
と
、
ブ
ル
ム
フ
ィ
ル
が
指
摘
し
て
い
る
し
（Brum

fiel 
2001

）、
山
口
も
ま
た
、
直
接
的
な
史
料
が
限
ら
れ
た
状
況
の
中

で
、
民
族
資
料
の
形
態
的
特
徴
や
意
匠
を
詳
細
に
検
討
す
る
物
質

文
化
研
究
の
手
法
を
援
用
す
る
こ
と
で
、
絡
み
合
い
の
歴
史
を
炙

り
出
す
こ
と
が
可
能
だ
と
展
望
し
て
い
る
（
山
口 2015:  421

）。

フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館
と
慶
應
大
資
料
を
合
わ
せ
て
総
数
五
〇
〇
〇

件
を
超
え
る
小
嶺
の
収
集
品
の
物
質
文
化
研
究
が
待
た
れ
る
。

　

二
〇
世
紀
末
以
降
、
欧
米
諸
国
の
博
物
館
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
や
博

物
館
に
拠
点
を
置
く
研
究
者
ら
に
よ
っ
て
、
民
族
資
料
の
「
収
集

の
歴
史
」
が
盛
ん
に
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
（Bus-

chm
ann 2009: 118-119

）、
収
集
者
が
ど
の
よ
う
な
意
図
を
も
っ

て
、
ど
の
よ
う
な
モ
ノ
を
、
ど
の
よ
う
に
収
集
し
た
の
か
を
、
博

物
館
に
ア
ー
カ
イ
ブ
さ
れ
る
書
簡
類
や
古
写
真
か
ら
描
く
「
収
集

の
民
族
誌
」
研
究
が
進
ん
で
き
て
い
る
（O

ʼH
anlon &

 W
elsch 

2000: 1-34
）。
特
に
、
オ
セ
ア
ニ
ア
を
対
象
と
す
る
歴
史
人
類

学
や
博
物
館
人
類
学
で
は
、
植
民
地
的
状
況
に
対
す
る
現
地
側
の



史
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第
八
九
巻

　
第
三
号

）

三
六　
（
二
一
二

眼
差
し
を
欧
米
側
の
記
録
の
中
に
読
み
解
く
「
カ
ウ
ン
タ
ー
・
エ
ス

ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
（Counter-ethnography

）」（D
ening 1986: 

103-118; H
anlon 1998: 71-75

）
や
、
現
地
側
も
宗
主
国
と
同

様
に
目
論
見
を
持
っ
て
交
渉
に
臨
ん
で
い
た
と
考
え
る
「
ダ
ブ

ル
・
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
（D

ouble V
ision

）」（T
hom

as and Losche 
1999: 1-16

）
の
視
点
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
モ
ノ

の
収
集
者
だ
け
で
な
く
、
モ
ノ
を
譲
渡
す
る
現
地
島
民
の
行
為
主

体
性
を
具
体
的
事
例
で
議
論
す
る
必
要
性
で
あ
る
（cf. Bus-

chm
ann 2009; 

山
口 2015
）。
し
か
し
、
比
較
的
早
い
時
期
か

ら
非
欧
米
出
身
の
移
住
者
が
現
地
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
に
も
か

か
わ
ら
ず
（cf. Sack and Clark 1979
）、
彼
ら
の
存
在
が
収
集

の
現
場
に
ど
の
よ
う
に
作
用
し
た
の
か
、
議
論
の
俎
上
に
は
い
ま

だ
載
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
小
嶺
磯
吉
の
収
集
活
動
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
は
、〈
欧
米
／
現
地
〉
と
い
う
二
項
的
図
式
に
止

ま
り
が
ち
な
こ
れ
ま
で
の
議
論
に
、
新
た
な
切
り
口
を
提
供
す
る

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

【
謝
辞
】

　

本
稿
の
執
筆
に
至
る
ま
で
、
多
く
の
方
々
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
稿
で
用

い
た
ア
ー
カ
イ
ブ
資
料
の
閲
覧
お
よ
び
調
査
に
際
し
て
は
シ
カ

ゴ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館
のChristopher J. Philipp

氏

（Field M
useum

 Regenstein Collections M
anager

）、

Julia K
ennedy

氏
（Collection assistant

）、N
ina Cum

-
m

ings

（Photo A
rchivist

）、A
rm

and Esai

氏
（Library 

A
rchives M

anager and M
useum

 A
rchivist

）
に
多
大
な

る
ご
助
力
を
賜
り
ま
し
た
。
片
岡
修
先
生
に
は
研
究
の
楽
し
さ
を

知
る
機
会
を
多
く
い
た
だ
く
と
共
に
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
励
ま
し

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
民
族
学
考
古
学
研
究
室
の
杉
本
智
俊
先
生
、

佐
藤
孝
雄
先
生
、
安
藤
広
道
先
生
、
渡
辺
丈
彦
先
生
、
小
林
竜
太

氏
、
佐
山
の
の
氏
に
は
適
切
な
ご
批
判
と
ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
鈴
木
正
崇
先
生
、
三
尾
裕
子
先
生
に
は
他
研
究
科
に
も
か

か
わ
ら
ず
発
表
の
機
会
を
い
た
だ
き
、
重
要
な
ご
助
言
を
多
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。
下
田
健
太
郎
先
生
に
は
学
部
・
大
学
院
ゼ
ミ
で

の
発
表
の
場
に
留
ま
ら
ず
、
様
々
な
機
会
に
多
く
の
ご
指
導
と
ご

教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
そ
し
て
指
導
教
員
の
山
口
徹
先
生
に
は
学

部
生
以
来
、
長
年
に
渡
っ
て
熱
心
な
ご
指
導
を
賜
る
と
共
に
、
挑

戦
と
学
び
の
機
会
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
本
稿
の
執
筆

に
あ
た
っ
て
は
構
成
段
階
か
ら
多
く
の
ご
助
言
を
賜
り
ま
し
た
。

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
お
世
話
に
な
っ
た
皆
様
に
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
本
稿
の
基
礎
と
な
る
調
査
研
究
は
、
公
益
信
託
澁
澤
民



植
民
地
期
の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
お
け
る
小
嶺
磯
吉
の
活
動
に
関
す
る
予
察

）

三
七　
（
二
一
三

族
学
振
興
基
金 

大
学
院
生
等
に
対
す
る
研
究
活
動
助
成
「
二
〇

世
紀
初
頭
の
メ
ラ
ネ
シ
ア
を
巡
る
コ
レ
ク
テ
ィ
ン
グ
・
コ
ロ
ニ
ア

リ
ズ
ム
研
究
：
モ
ノ
か
ら
『
収
集
の
民
族
誌
』
を
描
く
」（
二
〇

一
八
年
度
）
な
ら
び
に
慶
應
義
塾
博
士
課
程
学
生
研
究
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
植
民
地
期
に
収
集
さ
れ
た
オ
セ
ア
ニ
ア
造
形
物
に
収
集

側
と
譲
渡
側
の
交
錯
を
読
み
解
く
歴
史
人
類
学
」（
二
〇
一
七
年

度
）、「
二
〇
世
紀
初
頭
収
集
の
メ
ラ
ネ
シ
ア
造
形
物
に
日
本
人
収

集
者
の
戦
略
と
交
渉
を
読
み
解
く
歴
史
人
類
学
」（
二
〇
一
八
年

度
）、「
植
民
地
期
の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
お
け
る
『
収
集
の
現
場
』

と
モ
ノ
を
巡
る
戦
略
・
交
渉
の
博
物
館
人
類
学
」（
二
〇
一
九
年

度
）
を
受
け
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

List of photographs taken by A. B. Lew
is in Field M

useum
, 

C
hicago.

（
凡
例
）　Field M

useum
 Photo ID

 N
o. D

escription. 
（Geo-

graphic data

）

CSA
38046　

Line of several m
en from

 village on m
ainland 

opposite H
aus. 

（Pacific Papua N
ew

 Guinea A
dm

iralty Is-
lands N

orth M
anus K

om
ine

s̓ station

）

CSA
38098　

Carrying packages of sago 

（m
ade by natives

） 
to boat. 

（Pacific Papua N
ew

 Guinea A
dm

iralty Islands 
N

orth M
anus K

om
ine

s̓ station

）

CSA
38099　

Building w
ith lookout at K

om
ine

s̓ station, on N
. 

coast of M
anus, opposite sm

all island of H
aus. 

（Pacific 
Papua N

ew
 G

uinea A
dm

iralty Islands N
orth M

anus 
K

om
ine

s̓ station

）

CSA
38134　

People from
 village on m

ainland opposite H
aus. 

（Pacific Papua N
ew

 Guinea A
dm

iralty Islands N
orth 

M
anus K

om
ine

s̓ station

）

CSA
38163　

People from
 village on m

ainland opposite H
aus. 

（Pacific Papua N
ew

 Guinea Bism
arck A

rchipelago A
dm

i-
ralty Islands M

anus Island K
om

ine
s̓ station

）

外
務
省
外
交
史
料
館
史
資
料
一
覧

JA
CA

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref. B02032336400

、
欧
州
、

日
独
戦
争
関
係
一
件
／
昭
和
四
年
法
律
第
三
十
六
号
戦
争
ニ
因
ル
損

害
救
恤
関
係　

救
恤
申
請
書
第
七
巻
／
一
九
九
．
小
嶺
磯
吉
（A

-7-
0-0-1_1_3_007

）（
外
務
省
外
交
史
料
館
）

JA
CA

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref. B08061187700

、
本
邦

会
社
関
係
雑
件
／
南
洋
産
業
株
式
会
社
（E-2-2-1-3_1_001

）

（
外
務
省
外
交
史
料
館
）

JA
CA

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref. B09073135400

、
日
独

欧
州
戦
争
関
係
救
恤
一
件 

第
五
十
六
巻
／
申
請
書　

一
六
六
八
．

小
嶺
磯
吉
（5-2-17-0-30_10_056

）（
外
務
省
外
交
史
料
館
）

JA
CA

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref. B10070514200

、
在
外

本
邦
実
業
者
調　

昭
和
三
年
／
一
九
二
九
年
（
通_

一
九
三
）（
外
務

省
外
交
史
料
館
）

JA
CA

R
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref. B11090756500

、
南
洋

ニ
於
ケ
ル
邦
人
企
業
関
係
雑
件　

第
一
巻
／
四
．
在
ラ
ボ
ー
ル
小
嶺



史
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第
八
九
巻

　
第
三
号

）

三
八　
（
二
一
四

磯
吉
保
護
方
請
願
ノ
件　

大
正
五
年
八
月
（B-3-4-6-3_001

）

（
外
務
省
外
交
史
料
館
）

JA
CA

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref. B11091376300

、
南
洋

産
物
調
査
一
件
／
五
．
太
平
洋
独
領
殖
民
地
占
領
ニ
関
ス
ル
意
見
書　

同
八
月
（B-3-5-2-201

）（
外
務
省
外
交
史
料
館
）

JA
CA

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref. B11092187900

、
日
独

戦
争
占
領
地
ノ
産
業
関
係
雑
件 

第
一
巻
／
三
．
小
峯
磯
吉
二
関
ス

ル
件
（B-3-5-12-9_001

）（
外
務
省
外
交
史
料
館
）

JA
CA

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref. B13080463300

、
在
外

内
外
人
ノ
戸
口
調
査
雑
件　

第
四
巻
／
九-

二
．
旧
独
領
「
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
」
及
其
領
ニ
在
住
セ
ル
日
本
人
数
報
告　

自
八
年
七
月
（7-

1-5-10_004

）（
外
務
省
外
交
史
料
館
）

JA
CA

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref. B10070518200

、
在
外

日
本
人
会
並
實
業
団
体
調　

昭
和
一
四
年
四
月
現
在
／
一
九
三
九
年

（
通_

二
一
〇
）（
外
務
省
外
交
史
料
館
）

JA
CA

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref. C10128146300

、
大
正

三
年
～
九
年　

大
正
戦
役　

戦
時
書
類　

巻
二
五　

南
洋
群
島
関
係

一
〇　

諸
情
報
（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）
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沢
八
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九
九
八 

『
私
記
く
ち
な
し
の
花
：
あ
る
女
性
の
戦

中
・
戦
後
史
』
光
人
社

伊
藤
清
司 

一
九
六
五 

「
英
領
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
調
査
概
報
」『
史
学
』
三

八
（
二
）：
一
〇
九-

一
二
二

入
江
寅
次 

一
九
四
二 

『
邦
人
海
外
発
展
史
』
井
田
書
店

―
―
一
九
八
一 

『
邦
人
海
外
発
展
史
（
上
）』
原
書
房

岩
谷
禎
示 

一
九
一
六 

『
成
功
活
歴 

腕
一
本
か
ら
』
東
亜
堂
書
房

上
野
喜
一
郎 

二
〇
〇
五 

『
船
舶
百
年
史
』
成
山
堂
書
店

上
原
芳
太
郎 

一
九
四
〇 

『
行
雲
流
水
』
有
光
社

上
条
深
志 

一
九
四
二 

『
戦
線
一
万
五
千
海
里
』
南
洋
群
島
文
化
協
会

川
口
幸
也 

二
〇
一
一 

「
珍
奇
人
形
か
ら
原
始
美
術
へ
―
非
西
洋
圏
の

造
形
に
映
っ
た
戦
後
日
本
の
自
己
像
―
」『
国
立
民
族
学
博
物
館
研

究
報
告
』
36（
1
）：
一–

三
四

川
崎
良
三
郎
・
丸
芳
葆 

一
九
一
三 

『
独
領
南
洋
諸
島
：
太
平
洋
之
宝

庫
』
南
洋
同
志
会

河
崎
晃
一 

一
九
九
七 

「
阪
神
間
の
蒐
集
家
た
ち
」『
阪
神
間
の
モ
ダ
ニ

ズ
ム
』
淡
交
社
、
一
一
九–

一
二
二

北
野
典
夫 

一
九
八
五 

『
天
草
海
外
発
展
史 

下
巻
』
葦
書
房

ク
シ
シ
ト
フ
・
ポ
ミ
ア
ン
（
吉
田
城
・
吉
田
典
子 

訳
）
一
九
九

二 

『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

趣
味
と
好
奇
心
の
歴
史
人
類
学
』
平
凡
社

栗
原
久
定 

二
〇
一
八 

『
ド
イ
ツ
植
民
地
研
究
：
西
南
ア
フ
リ
カ
・

ト
ー
ゴ
・
カ
メ
ル
ー
ン
・
東
ア
フ
リ
カ
・
太
平
洋
・
膠
州
湾
』
パ
ブ

リ
ブ

慶
應
義
塾 

一
九
六
四 

『
慶
応
義
塾
百
年
史 

中
巻
（
後
）』
慶
応
通
信

株
式
会
社

小
嶺
磯
吉 

一
八
九
六 

「
南
洋
探
檢
實
況
報
告
」『
殖
民
協
会
報
告
』
四

〇
：
八
三-

八
七

齋
藤
玲
子 

二
〇
一
三 

「
日
本
北
部
周
辺
の
先
住
民
族
資
料
の
理
解
の

た
め
に
」『
み
ん
ぱ
く
通
信
』
一
四
一
：
一
八-

一
九

―
―
二
〇
一
六 
「
ア
イ
ヌ
民
族
資
料
の
活
用
の
た
め
に
」『
み
ん
ぱ
く
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民
地
期
の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
お
け
る
小
嶺
磯
吉
の
活
動
に
関
す
る
予
察

）

四
一　
（
二
一
七

通
信
』
一
五
五
：
一
〇-

一
一

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
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一
九
七
五
『
原
始
芸
術
』
白
石
誉
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一
九
四
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『
濠
領
ニ
ウ
ギ
ニ
ア
風
土
誌
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書
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柴
田
幹
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光
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論
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ニ
ュ
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ア
イ
ル
ラ
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ド
島
・
マ
ラ
ン
ガ
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像

か
ら
読
み
解
く
『
収
集
の
歴
史
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應
義
塾
大
学
所
蔵
資
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を
出
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オ
セ
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一
六
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蠻
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二
）」『
殖
民
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（
一
二
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六
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七
四

―
―
一
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界
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上
の
暗
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ウ
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蠻
界
探
検
紀
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（
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検
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史
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友
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（
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四
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四
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工
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九 
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ア
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品
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三 
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ニ
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ニ
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京
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』
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〇
八
：
三
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四
〇
六

松
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廣 
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九 
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ネ
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俗
品
―
小
嶺
磯
吉
氏
寄
贈

品
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説
」『
三
田
評
論
』
三
八
五
：
二
九-

三
二

―
―
一
九
三
七 
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南
洋
群
島
旅
行
日
誌
」『
史
学
』
一
六（
三
）：
七

七-
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〇
九
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次
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四 
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』
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会 
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九
九
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五 

「
ウ
リ
像
を
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ぐ
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ス
マ
ル
ク
群
島
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ュ
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イ
ル
ラ
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ド
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造
形
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に
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す
る
予
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ク
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一
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発
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部
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か
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ァ
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ー
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出
版
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治 
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文
化
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の
宝
庫 

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア 

芸

術
展
』

和
田
秀
寿 
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〇
一
四 

「
大
谷
探
検
隊
の
一
側
面
―
南
洋
諸
島
を
調
査

し
た
龍
江
義
信
の
事
績
を
中
心
と
し
て
―
」『
佛
教
学
研
究
』
七

〇
：
三
七-

七
一

註（
1
）　

現
存
す
る
記
録
を
確
認
す
る
限
り
、
小
嶺
に
よ
る
寄
贈
が
慶
應

大
に
お
け
る
オ
セ
ア
ニ
ア
民
族
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
の
嚆
矢

で
あ
る
。
当
時
、
慶
應
大
の
助
教
授
で
あ
っ
た
松
本
信
廣
が
『
三

田
評
論
』
に
て
そ
の
経
緯
や
寄
贈
品
の
特
徴
を
紹
介
し
て
い
る
。

小
嶺
が
慶
應
大
に
民
族
資
料
を
寄
贈
し
た
の
は
一
九
二
九
年
二
月

の
こ
と
で
あ
る
。
前
年
の
一
九
二
八
年
に
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
ト
ラ

ッ
ク
島
（T

ruk

）
に
て
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
で
小
嶺
が
出
品
し
た

収
集
品
が
好
評
を
博
し
た
よ
う
で
、
出
品
資
料
を
ト
ラ
ッ
ク
県
庁

経
由
で
慶
應
大
に
寄
贈
し
た
。
そ
の
際
に
寄
贈
さ
れ
た
民
族
資
料

は
計
八
点
（
ウ
リ
像
三
体
、
マ
ラ
ン
ガ
ン
柱
像
二
体
、
ク
ラ
プ
像

二
体
、
大
型
木
椀
）
で
あ
っ
た
（
松
本 1929

）。
一
九
三
七
年
に

は
「
大
石
・
町
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
研
究
者
団
体
「
南
の
會
」

に
よ
る
収
集
品
が
慶
應
大
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
塾
員
の

大
石
勝
一
郎
が
日
本
郵
船
に
勤
務
し
て
世
界
を
周
遊
し
た
約
二
〇

年
の
間
に
世
界
各
地
か
ら
収
集
し
、
同
じ
く
塾
員
の
町
田
三
郎
の

好
意
に
よ
っ
て
慶
應
大
に
一
九
三
七
年
三
月
に
寄
贈
さ
れ
た
土
俗

品
約
二
百
数
十
点
を
指
す
。
な
お
、
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
オ

セ
ア
ニ
ア
民
族
資
料
の
他
に
、
東
南
ア
ジ
ア
や
エ
ジ
プ
ト
、
ア
メ

リ
カ
、
ア
フ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
北
海
道
（
ア
イ
ヌ
）
で
の
収

集
品
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。
オ
セ
ア
ニ
ア
民
族
資
料
は
マ
リ
ア

ナ
諸
島
や
モ
ー
ト
ロ
ッ
ク
諸
島
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
ハ
ワ
イ
と
広
域
よ
り
収
集
さ
れ
た
も
の
で
構
成
さ
れ
て
い

た
。
後
者
は
松
本
を
は
じ
め
と
す
る
南
の
會
所
属
の
研
究
者
（
八

幡
一
郎
、
杉
浦
健
一
、
中
野
朝
明
）
が
、
南
洋
興
発
株
式
会
社
な

ど
の
後
援
を
受
け
て
一
九
三
七
年
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
サ
イ

パ
ン
・
パ
ラ
オ
・
ヤ
ッ
プ
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
調
査
し
た
際
に
収

集
し
た
資
料
で
あ
る
。
大
石
・
町
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ら
び
に
南

の
會
の
収
集
品
は
「
原
始
及
古
代
文
化
資
料
展
覧
会
」（
一
九
三
七

年
一
一
月
二
〇
日
～
二
二
日
、
慶
雄
義
塾
大
学
図
書
館
記
念
室
お

よ
び
考
古
学
教
室
）
に
出
品
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
展
覧
会
で

は
慶
應
義
塾
図
書
館
所
蔵
の
土
俗
品
も
展
示
さ
れ
た
こ
と
が
分
か

っ
て
い
る
。
当
時
、
図
書
館
に
は
大
量
の
考
古
・
民
族
資
料
が
保

管
さ
れ
て
お
り
、
一
九
三
七
年
夏
に
柴
田
常
恵
を
主
任
と
し
て
こ

れ
ら
の
整
理
が
行
わ
れ
、
そ
の
際
に
確
認
さ
れ
た
土
俗
品
の
一
部

を
展
覧
会
に
出
品
、
後
に
大
陸
や
日
本
の
各
種
土
俗
品
と
と
も
に

文
学
部
史
学
科
に
移
管
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
他
に
こ
の
展
覧
会

で
は
南
洋
興
発
株
式
会
社
や
同
社
関
係
者
の
松
江
一
郎
や
天
羽
兵
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四
三　
（
二
一
九

太
郎
が
出
品
し
た
オ
セ
ア
ニ
ア
民
族
資
料
や
写
真
類
が
展
示
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
慶
應
大
に
寄
贈
さ
れ
た

か
ど
う
か
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
戦
前
に
慶
應
大
に
寄
贈
さ
れ
た

オ
セ
ア
ニ
ア
民
族
資
料
の
大
半
は
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
大
学
校
舎

（
五
号
館
）
に
設
け
ら
れ
た
民
族
室
に
て
松
本
や
保
坂
三
郎
に
よ
っ

て
整
理
・
保
管
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
四
五
年
五
月
の
空
襲
被
害

に
よ
り
そ
の
多
く
が
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
（
松
本 1937: 77-109; 

三
田
史
学
会 1938; 
慶
應
義
塾 1964:  518

）。
そ
の
後
、
終
戦
直

後
の
混
乱
期
に
南
洋
興
発
株
式
会
社
の
社
長
を
務
め
た
松
江
春
次

の
所
蔵
す
る
大
量
の
メ
ラ
ネ
シ
ア
民
族
資
料
が
慶
應
大
に
運
び
込

ま
れ
て
い
る
。
こ
の
寄
贈
は
松
江
の
令
息
で
あ
る
一
郎
が
塾
生
で

あ
っ
た
縁
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
松
江
旧
蔵
の
メ
ラ
ネ
シ
ア
民

族
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
松
江
や
南
洋
興
発
株
式
会
社
の
社
員
が

蘭
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
や
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
で
収
集
し
た
民
族
資
料
お

よ
び
小
嶺
が
独
領
・
英
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
収
集
し
た
民
族
資
料

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
一
九
三
二
年
七
月
に
松
江
や
南

洋
興
発
株
式
会
社
の
社
員
数
名
が
蘭
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
・
ヘ
ー
ル

フ
ィ
ン
ク
湾
沿
岸
を
調
査
し
た
際
に
収
集
し
た
民
族
資
料
と
、
後

年
に
同
地
域
に
派
遣
さ
れ
た
社
員
が
収
集
し
た
民
族
資
料
よ
り
構

成
さ
れ
る
。
後
者
は
小
嶺
の
死
後
に
彼
の
収
集
品
が
散
逸
す
る
こ

と
を
憂
い
た
松
江
が
一
九
三
五
年
に
一
括
購
入
し
た
資
料
群
で
あ

る
（
南
の
會
同
人1937: 4; 

山
口2015: 421-422

）。
こ
れ
ら
松

江
旧
蔵
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
六
年
五
月
に
南

の
會
に
松
江
が
所
蔵
す
る
資
料
群
の
整
理
が
委
託
さ
れ
、
藤
山
工

業
図
書
館
内
の
研
究
室
に
て
整
理
作
業
が
行
わ
れ
た
。
一
九
三
七

年
夏
に
実
施
さ
れ
た
南
の
會
に
よ
る
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
お
よ
び
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
調
査
は
こ
の
委
託
業
務
の
一
環
で
あ
ろ
う
。
南
の
會

所
属
の
研
究
者
（
松
本
、
八
幡
、
杉
浦
、
中
野
、
小
林
知
生
、
岡

正
雄
）
が
資
料
解
説
を
執
筆
し
、
一
九
三
七
年
と
一
九
四
〇
年
に

『
ニ
ウ
ギ
ニ
ア
土
俗
品
圖
集
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
本
書
に
は
資
料
の

写
真
や
拓
本
の
他
に
、
小
嶺
や
松
江
ら
が
現
地
で
撮
影
し
た
写
真

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
も
民
族
学
考
古
学
専
攻
の
設
立
に

携
わ
っ
た
教
員
が
実
施
し
た
学
術
調
査
「
英
領
ソ
ロ
モ
ン
調
査
」

「
レ
ン
ネ
ル
島
調
査
」
に
際
し
て
収
集
さ
れ
た
民
族
資
料
が
慶
應
大

の
オ
セ
ア
ニ
ア
民
族
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。

前
者
は
慶
應
大
文
学
部
教
授
・
伊
藤
清
司
を
中
心
に
組
織
さ
れ
た

調
査
で
あ
り
、
一
九
六
四
年
七
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
民
族

学
・
考
古
学
的
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
現
地
島
民
の

歌
謡
や
呪
術
師
の
祈
祷
を
テ
ー
プ
に
録
音
し
た
ほ
か
、
考
古
学

的
・
民
族
学
的
資
料
約
三
〇
〇
点
を
収
集
し
た
と
い
う
（
伊
藤 

1965

）。
現
在
、
慶
應
大
に
は
そ
の
う
ち
の
約
一
〇
〇
点
が
民
族
資

料
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
。
後
者
は
慶
應
大
文
学
部
教
授
の
近

森
正
が
主
導
し
た
調
査
で
あ
り
、
こ
の
レ
ン
ネ
ル
島
調
査
の
際
に

も
民
族
資
料
が
多
数
収
集
さ
れ
た
。
そ
の
殆
ど
が
一
九
七
四
年
二

月
末
か
ら
三
月
初
め
の
収
集
で
あ
り
、
収
集
は
主
に
瀬
良
重
夫
が

担
当
し
た
こ
と
が
慶
應
大
に
保
管
さ
れ
る
資
料
台
帳
よ
り
分
か
っ

て
い
る
。
ま
た
、
慶
應
大
に
保
管
さ
れ
る
資
料
台
帳
と
所
蔵
資
料

を
対
照
す
る
過
程
で
、
英
領
ソ
ロ
モ
ン
調
査
隊
な
ら
び
に
レ
ン
ネ

ル
島
調
査
隊
の
収
集
品
の
一
部
が
国
立
民
族
学
博
物
館
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

（
2
）　

ル
イ
ス
は
小
嶺
か
ら
購
入
し
た
資
料
の
一
部
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
博
物
館
の
所
蔵
品
と
交
換
し
て
い
る
（W

elsch 1998a:  590

）。



史
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ま
た
、
フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
た
の
ち
も
他
の
博
物
館

の
資
料
と
交
換
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
は
小
嶺
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一

部
が
メ
キ
シ
コ
国
内
の
博
物
館
に
渡
っ
て
い
る
こ
と
を
フ
ィ
ー
ル

ド
博
物
館
で
の
調
査
に
て
確
認
し
て
い
る
。

（
3
）　
「
残
念
な
こ
と
に
小
嶺
氏
蒐
集
品
の
大
部
分
が
由
来
地
を
明
記

せ
ず
、
之
を
一
々
推
定
す
る
よ
り
外
方
法
が
な
か
つ
た
」（
南
の
會

同
人1937:  4
）。

（
4
）　

ウ
リ
像
と
は
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
中
部
の
レ
レ
ト
丘
陵

（Lelet

）
で
製
作
・
使
用
さ
れ
た
木
製
（
キ
ョ
ウ
チ
ク
ト
ウ
科
ア

ル
ス
ト
ニ
ア
属
）
の
祖
霊
像
で
あ
る
。
両
性
具
有
、
顎
鬚
を
蓄
え

た
大
顔
や
頭
上
の
半
月
状
装
飾
、
ど
っ
し
り
踏
ん
張
る
短
脚
を
特

徴
と
す
る
（
山
口 2015: 401-402
）。

（
5
）　

フ
ィ
ン
シ
ュ
は
こ
の
視
察
の
中
で
大
量
の
民
族
資
料
を
収
集
し

て
い
る
。
彼
が
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
北
部
に
て
収
集
し
た
民
族
資
料
二

一
二
八
点
は
、
ハ
ン
ス
マ
ン
に
よ
っ
て
ベ
ル
リ
ン
民
族
学
博
物
館

に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
（Buschm

nn 2009:  35
）。

（
6
）　

総
督
府
は
島
嶼
部
の
開
発
に
着
手
す
る
た
め
に
一
八
八
八
年
に

デ
ュ
ー
ク
・
オ
ブ
・
ヨ
ー
ク
諸
島
の
ケ
ラ
ワ
ラ
島
（K

eraw
ara

）

に
拠
点
を
建
設
し
た
が
、
一
八
九
一
年
ま
で
に
こ
の
拠
点
は
破
棄

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
ガ
ゼ
ル
半
島
ヘ
ル
ベ
ル
ト
シ
ョ
ヘ
に
新

た
な
拠
点
を
建
設
し
て
い
る
（Sack and Clark 1979:  373

）。

（
7
）　

栄
三
郎
は
長
崎
に
て
小
嶺
組
を
設
立
し
団
平
船
団
を
組
織
、
長

崎
港
に
入
港
で
き
な
い
ほ
ど
巨
大
な
外
国
船
か
ら
積
み
荷
を
海
上

で
受
け
取
り
、
団
平
船
で
運
搬
す
る
こ
と
で
名
を
あ
げ
た
。
栄
三

郎
は
両
親
の
他
界
後
に
長
姉
夫
婦
に
引
き
取
ら
れ
た
小
嶺
の
様
子

を
た
び
た
び
見
に
行
っ
て
い
た
が
、
あ
る
と
き
小
嶺
が
自
分
も
栄

三
郎
の
仕
事
を
手
伝
い
た
い
と
言
っ
た
。
対
し
て
栄
三
郎
は
「
…

今
は
ご
維
新
ば
あ
っ
て
、
漁
師
で
ん
、
百
姓
で
ん
、
学
問
の
で
く

れ
ば
、
偉
か
官
員
さ
ん
で
ん
、
な
ん
で
ん
な
れ
る
ご
時
勢
た
い
。

…
お
い
の
と
こ
ろ
に
何
年
い
た
っ
ち
ゃ
、
学
問
ば
す
る
ご
つ
な
ら

れ
ん
。
待
っ
と
れ
。
兄
し
ゃ
ん
が
学
問
ば
し
な
が
ら
、
働
く
る
と

こ
ろ
ば
探
し
て
や
る
け
ん
」
と
答
え
た
と
い
う
。
そ
の
後
交
わ
し

た
約
束
の
通
り
、
栄
三
郎
は
小
嶺
に
仁
川
で
の
仕
事
を
紹
介
し
て

い
る
（
赤
沢 1998: 54-59

）。

（
8
）　

福
島
屋
を
出
入
り
し
て
い
た
関
係
者
が
南
洋
で
の
真
珠
貝
の
採

取
事
業
を
小
嶺
に
持
ち
か
け
て
い
た
と
い
う
。
小
嶺
は
退
職
後
、

長
崎
の
栄
三
郎
宅
を
訪
問
し
、
栄
三
郎
に
対
し
て
「
最
初
は
真
珠

貝
を
採
る
仕
事
を
覚
え
に
、
豪
州
に
行
っ
て
み
る
。
仕
事
ば
覚
え

た
ら
、
船
を
買
っ
て
独
立
す
る
。
た
だ
、
行
っ
て
み
な
き
ゃ
わ
か

ら
ん
ね
。
と
に
か
く
行
っ
て
み
た
い
」
と
意
気
込
み
を
伝
え
、
栄

三
郎
も
小
嶺
の
決
意
を
後
押
し
し
た
と
い
う
（
赤
沢 1998:  63

）。

（
9
）　

大
谷
光
瑞
は
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
第
二
二
世
法
主
と
し
て
明
治

後
半
期
か
ら
大
正
初
期
に
教
団
を
率
い
た
人
物
で
あ
る
。
大
谷
は

ア
ジ
ア
諸
地
域
に
も
活
動
を
展
開
し
、
海
外
開
教
や
ア
ジ
ア
に
お

け
る
広
域
調
査
活
動
、
即
ち
「
大
谷
探
検
隊
」
を
主
宰
し
た
。
本

願
寺
の
膨
大
な
負
債
を
背
景
と
す
る
疑
獄
事
件
の
責
任
を
取
っ
て

辞
任
し
た
後
は
ア
ジ
ア
各
地
で
絹
織
物
、
ゴ
ム
園
、
コ
ー
ヒ
ー
園

な
ど
の
事
業
を
手
掛
け
た
（
柴
田 2013

）。

（
10
）　
『
外
遊
記
稿
』
は
一
九
〇
五
年
か
ら
一
九
〇
六
年
に
か
け
て
執

筆
さ
れ
た
手
書
き
の
和
綴
じ
本
。
全
六
冊
（
一
冊
目
「
韓
国
小

記
」「
海
南
飛
鴻
並
附
録
」
二
冊
目
「
蘭
領
印
度
」
三
冊
目
「
南
船

北
馬
」「
酷
暑
酷
寒
」「
欧
米
記
勝
」「
小
燕
京
記
」
四
冊
目
「
聖
蹟



植
民
地
期
の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
お
け
る
小
嶺
磯
吉
の
活
動
に
関
す
る
予
察

）

四
五　
（
二
二
一

探
古
」
五
冊 

目
「
鶏
林
遊
記
」
六
冊
目
「
満
漢
紀
行
」「
芯
題
記

遊
」「
燕
京
日
記
」）
で
構
成
さ
れ
る
（
柴
田 2013: 116-117

）。

（
11
）　

龍
江
自
身
は
オ
リ
オ
モ
河
で
の
調
査
は
一
八
九
九
年
に
実
施
し

た
と
記
録
し
て
お
り
（
龍
江 1924:  68

）、
ま
た
彼
は
同
年
二
月
に

一
時
帰
国
し
て
い
る
こ
と
か
ら
（
和
田 2014:  48

）、
オ
リ
オ
モ
河

流
域
の
遡
上
探
検
は
一
八
九
九
年
一
、
二
月
に
実
施
さ
れ
た
可
能

性
が
高
い
。

（
12
）　

現
在
の
地
図
に
加
え
て
植
民
地
期
に
作
成
さ
れ
た
地
図
と
対
照

を
試
み
た
が
、「
タ
ハ
ラT

ahara

」
と
記
載
さ
れ
る
地
名
は
現
在

ま
で
に
確
認
で
き
て
い
な
い
。
龍
江
の
報
告
（1925

）
か
ら
伺
え

る
村
落
の
位
置
関
係
か
ら
、
お
そ
ら
く
ナ
マ
タ
ナ
イ
村
の
北
西
約

一
五
㎞
先
に
あ
る
ダ
ハ
ナ
村
（D

ahana

）
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

（
13
）　

そ
の
う
ち
地
図
と
地
名
が
対
照
で
き
た
西
海
岸
の
カ
バ
ノ
ツ
村

（K
abunut

）、
ウ
ラ
ポ
ル
ト
村
（U

laputur
）、
東
海
岸
の
ナ
マ
タ

ナ
エ
村
（N

am
atanai

）、
ノ
モ
ロ
ド
村
（N

om
rodu

）
に
つ
い
て

は
位
置
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
ほ
か
に
ア
ツ
テ
ゲ
レ

村
（
西
海
岸
？
）、
ベ
ル
ト
イ
ス
村
（
東
海
岸
？
）、
ル
ー
フ
ー
ハ

村
（
東
海
岸
？
）、
コ
ト
ゴ
ト
村
（
東
海
岸
？
）、
ヒ
ラ
ラ
ン
村

（
東
海
岸
？
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
位
置
を
確
認
す
る
に

は
至
っ
て
い
な
い
。

（
14
）　

一
九
〇
七
年
八
月
に
こ
れ
ま
で
所
有
し
て
い
た
ザ
ブ
ラ
号
を
八

〇
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
で
植
民
地
政
府
に
売
却
し
、
売
却
資
金
を

日
本
に
送
金
し
て
い
る
（Biskup 1970:  103

）。

（
15
）　

フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館
に
は
ル
イ
ス
が
撮
影
し
た
一
九
〇
〇
枚
以

上
の
写
真
が
ア
ー
カ
イ
ブ
さ
れ
る
（W

elsch 1998a:  15

）。
筆
者

は
フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館
に
て
、
ア
ド
ミ
ラ
ル
テ
ィ
諸
島
に
あ
る
小

嶺
の
商
館
で
働
く
現
地
島
民
を
写
し
た
写
真
が
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
て
い
る
（
資
料
番
号
：CSA

38046

・CSA
38098

・

CSA
38134

・CSA
38163

）。

（
16
）　

カ
リ
湾
襲
撃
事
件
に
際
し
て
は
雇
用
さ
れ
て
い
た
現
地
島
民
七

名
が
殺
害
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
年
三
月
に
も
小
嶺
は
条
件
の
良

い
バ
ー
タ
ー
交
易
を
口
実
に
誘
い
込
ま
れ
て
殺
害
さ
れ
か
け
て
い

る
（Sack and Clark 1979: 306,  321

）。

（
17
）　

フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館
所
蔵
、
資
料
番
号
：CSA

38099

。

（
18
）　

コ
プ
ラ
か
ら
精
製
し
た
油
は
バ
タ
ー
や
せ
っ
け
ん
の
材
料
と
し

て
用
い
ら
れ
た
（JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref. 

B11092187900

）。

（
19
）　

一
九
一
三
年
七
月
二
八
日
付
で
鮫
島
が
作
成
し
た
書
類
に
は
、

ア
ド
ミ
ラ
ル
テ
ィ
諸
島
に
お
い
て
小
嶺
が
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

経
営
し
た
場
所
が
５
箇
所
記
載
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
、
ピ
テ
ル
島

（Pitel

）、
カ
レ
ー
湾
（K

ali

）、
サ
オ
群
（Sau

）、
ラ
ン
ブ
シ
ョ
島

（Ram
butjo

）
に
つ
い
て
は
地
図
と
対
照
で
き
た
。
モ
ー
ト
群
に

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
有
し
て
い
た
と
報
告
さ
れ
る
が
、
こ
ち
ら

は
所
在
不
明
で
あ
る
（JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）

Ref. B11092187900

）。
そ
の
後
の
報
告
書
に
は
、
パ
ピ
タ
ラ
リ

（Papitalai

）
に
も
小
嶺
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
こ
と
が

記
載
さ
れ
る
（
拓
務
省
拓
務
局 1938: 86-88

）。
パ
ピ
タ
ラ
リ
の

近
く
に
モ
モ
ー
ト
（M

om
ote

）
と
い
う
地
名
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
お
そ
ら
く
モ
ー
ト
群
は
こ
の
場
所
を
指
す
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
と
す
る
と
パ
ピ
タ
ラ
リ
一
帯
は
一
九
一
三
年
の

時
点
で
す
で
に
小
嶺
が
開
墾
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
20
）　

長
濱
家
は
熊
本
県
天
草
で
代
々
船
大
工
を
営
ん
で
き
た
家
系
で
、
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四
六　
（
二
二
二

長
濱
太
市
は
一
八
八
七
年
に
生
ま
れ
た
。
独
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
へ
の

渡
航
後
、
数
年
間
は
小
嶺
の
も
と
で
働
い
て
い
た
が
そ
の
後
独
立
、

自
身
の
造
船
所
を
立
ち
上
げ
る
と
と
も
に
沿
岸
で
の
運
送
業
を
経

営
し
た
と
い
う
（
拓
務
省
拓
務
局 1938: 86; Iw

am
oto 1999: 

 117
）。
一
九
二
九
年
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
長
濱
は
日
本
人
一
名
、

現
地
島
民
一
〇
名
を
雇
用
し
、
所
有
す
る
船
舶
「
朝
風
」
に
よ
る

運
送
業
で
三
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
の
収
益
を
上
げ
て
い
た
と
い
う

（JA
CA

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref. B10070514200

）。

ま
た
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
経
営
に
も
着
手
し
て
お
り
、
或
る
中
国

人
経
営
者
（Lum

 Fook
）
が
一
九
二
八
年
に
な
く
な
っ
た
際
に
、

彼
が
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
ナ
マ
タ
ナ
イ
村
で
経
営
し
て
い
た

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
買
収
し
て
い
る
（Iw
am

oto 1999:  121

）。

そ
の
後
、
一
九
三
〇
年
に
は
小
嶺
が
所
有
す
る
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
や
造
船
所
を
継
承
、
一
九
四
一
年
ま
で
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
入

植
者
が
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
経
営
し
て
い
た
四
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
（
デ
ュ
ノ
ー
ブ
、
ロ
ロ
、
ラ
バ
（
以
上
位
置
不
明
）、
ウ
ラ

プ
ト
ゥ
ー
ル
（U

laptur

）
を
継
承
し
て
い
る
。
長
濱
が
継
承
し
た

小
嶺
の
造
船
所
は
和
泉
栄
吉
を
現
場
責
任
者
と
し
て
運
営
さ
れ
た

（
南
方
産
業
調
査
會 1941: 150-151

）
ま
た
、
長
濱
と
同
時
期
の

明
治
末
期
に
浜
崎
友
四
郎
と
い
う
人
物
が
鬼
池
村
（
五
和
町
）
の

船
大
工
ら
五
、
六
人
と
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
に
渡
っ
て
い
る
。
浜
崎

は
マ
ラ
リ
ヤ
に
罹
り
、
一
九
一
五
年
ラ
バ
ウ
ル
に
お
い
て
二
五
歳

の
若
さ
で
客
死
し
て
い
る
（
北
野 1985: 101-102

）。

（
21
）　

鮫
島
の
出
身
に
つ
い
て
は
上
村
と
同
郷
の
鹿
児
島
県
姶
良
郡
国

分
と
す
る
文
献
（
藤
木 1939

）
と
兵
庫
県
武
庫
郡
を
本
籍
と
す
る

文
献
（
上
条 1941:  184

）
が
あ
る
。
前
者
の
文
献
で
は
上
村
と
同

郷
で
あ
っ
た
縁
か
ら
、
小
嶺
の
事
業
へ
の
参
画
を
打
診
さ
れ
た
と

い
う
（
藤
木1939

）。
鮫
島
は
ア
ド
ミ
ラ
ル
テ
ィ
諸
島
に
あ
る
プ

ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
支
配
人
と
し
て
手
腕
を
発
揮
し
た
（JA

CA
R 

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref. B11091376300

）。
鮫
島
は

独
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
渡
航
し
た
の
は
一
九
一
一
年
六
月
の
こ
と

で
技
師
職
工
約
五
〇
名
と
共
に
渡
航
し
た
と
記
憶
し
て
い
る
が

（
藤
木 1939

）、
独
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
へ
の
旅
券
五
〇
名
分
が
発
券

さ
れ
た
の
は
一
九
一
二
年
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
（Iw

am
oto 1995: 

 105

）、
鮫
島
の
記
憶
違
い
で
あ
ろ
う
。

（
22
）　

一
九
一
一
年
に
は
ア
ド
ミ
ラ
ル
テ
ィ
諸
島
ロ
レ
ン
ガ
ウ
村
に
建

設
さ
れ
た
支
庁
に
て
行
政
官
と
行
動
を
共
に
し
て
い
た
こ
と
が
記

録
さ
れ
て
い
る
（
ア
ル
バ
ー
ト
・
ル
イ
ス
の
日
誌
、
一
九
一
一
年

十
一
月
二
日
お
よ
び
三
日
付
）。

（
23
）　

一
九
一
三
年
か
ら
一
九
一
四
年
に
か
け
て
横
井
太
郎
ら
を
中
心

に
「
南
洋
興
業
（
合
資
・
株
式
）
会
社
」
の
設
立
を
巡
る
外
務
大

臣
加
藤
高
明
宛
て
の
「
陳
情
書
」
な
ら
び
に
「
南
洋
興
業
株
式
会

社
設
立
趣
意
書
」
な
ど
が
作
成
さ
れ
て
い
る
（JA

CA
R

（
ア
ジ
ア

歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref. B11091376300

）。Iw
am

oto

（1999

）

は
こ
の
会
社
を
小
嶺
商
会
が
改
称
し
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て

い
る
。
た
だ
し
管
見
の
限
り
、
こ
れ
ら
の
書
類
の
中
に
小
嶺
の
名

を
記
し
て
あ
る
箇
所
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
後
述

す
る
一
九
一
七
年
の
南
洋
産
業
株
式
会
社
と
の
合
併
の
折
に
も

「
南
洋
興
業
」
の
名
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
小
嶺

は
少
な
く
と
も
南
洋
興
業
会
社
の
経
営
と
は
直
接
的
な
関
係
に
は

な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
設
立
趣
意
書
に
は
南
洋
興
業

会
社
に
土
地
租
借
権
（
椰
子
栽
培
地 

五
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
）、
沿
岸



植
民
地
期
の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
お
け
る
小
嶺
磯
吉
の
活
動
に
関
す
る
予
察

）

四
七　
（
二
二
三

漁
業
権
（
高
瀬
貝
、
真
珠
貝
採
取
な
ど
）、
移
民
誘
致
権
の
三
大
利

権
を
特
許
す
る
ハ
ー
ル
総
督
名
の
許
可
書
（
一
九
一
三
年
五
月
一

八
日
付
、
ラ
バ
ウ
ル
に
て
）
が
添
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
小

嶺
が
南
洋
興
業
会
社
の
関
係
者
を
ハ
ー
ル
総
督
に
紹
介
し
た
可
能

性
や
横
井
ら
が
現
地
で
の
小
嶺
の
実
績
や
信
頼
を
会
社
設
立
に
際

し
て
借
用
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

（
24
）　

小
嶺
の
死
後
に
ラ
バ
ウ
ル
か
ら
引
き
揚
げ
た
長
は
、
慶
應
大
に

通
っ
て
い
た
息
子
の
実
に
会
う
た
め
に
小
嶺
の
姪
が
住
ん
で
い
た

東
京
・
奥
沢
に
滞
在
し
た
。
し
か
し
日
本
の
寒
さ
が
原
因
だ
っ
た

の
か
、
長
は
滞
在
し
て
一
か
月
ほ
ど
で
体
調
を
崩
し
て
長
期
入
院

し
て
い
る
。
退
院
後
に
長
崎
に
戻
っ
た
が
、
そ
れ
か
ら
ほ
ど
な
く

し
て
こ
の
世
を
去
っ
た
と
い
う
。
ま
た
夫
妻
の
息
子
の
実
は
実
子

で
は
な
く
、
小
嶺
の
農
園
で
働
い
て
い
た
現
地
人
夫
婦
が
流
行
病

で
急
死
し
た
際
に
、
彼
ら
の
遺
児
を
養
子
と
し
て
迎
え
た
の
だ
と

い
う
。
実
は
慶
應
大
を
卒
業
し
た
の
ち
、
南
洋
興
発
株
式
会
社
に

入
社
し
、
サ
イ
パ
ン
に
赴
任
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
赤
沢 

1998: 76-80

）。

（
25
）　

龍
江
商
店
に
は
「
食
糧
部
」「
雑
貨
部
」「
呉
服
部
」「
美
術
品

部
」
が
あ
っ
た
（
和
田 2014:  51

）。

（
26
）　

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
調
査
の
過
程
で
龍
江
自
身
が
目
に
し
た
現
地
島

民
の
風
俗
に
つ
い
て
は
、『
東
京
人
類
學
會
雑
誌
』
に
幾
度
か
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
龍
江
の
語
り
を
松
村
が
再
構
成
し
て
執
筆
し
た

「
ニ
ュ
ー
、
ブ
リ
テ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
土
人
」（
松

村 1903

）
に
お
い
て
は
、
龍
江
が
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
や
ニ
ュ
ー
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
で
の
現
地
踏
査
の
中
で
目
に
し
た
現
地
島
民
の
食
事

に
関
す
る
慣
習
や
身
体
装
飾
、
住
居
形
態
、
感
情
表
出
な
ど
に
つ

い
て
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
龍
江
が
抱
い
た
民
族
学
的
関
心

に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。

（
27
）　

龍
江
は
第
一
次
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
調
査
直
前
の
一
八
九
六
年
九
月

か
ら
、
人
類
学
教
室
聴
講
生
と
し
て
坪
井
正
五
郎
に
人
類
学
を
学

ん
で
い
る
（
和
田 2014

）。
坪
井
か
ら
龍
江
が
ど
の
よ
う
な
人
類

学
的
指
南
を
受
け
た
の
か
、
ま
た
何
故
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
お
い
て

民
族
資
料
を
収
集
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

お
そ
ら
く
は
人
類
学
教
室
で
学
ん
だ
縁
か
ら
、
民
族
資
料
の
寄
贈

に
至
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
28
）　

土
俗
品
目
録
と
は
人
類
学
教
室
が
管
理
し
た
世
界
中
の
民
族

（
民
俗
）
資
料
の
原
簿
の
総
体
で
あ
り
、
主
に
明
治
三
〇
年
代
か
ら

戦
前
に
収
集
さ
れ
た
資
料
に
関
す
る
情
報
が
掲
載
さ
れ
る
（
斎
藤 

2013:  18

）。
土
俗
品
目
録
は
地
域
ご
と
に
分
冊
さ
れ
、
各
冊
子
に

は
Ａ
４
大
の
資
料
カ
ー
ド
が
複
数
枚
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
資
料
カ
ー
ド
は
共
通
の
様
式
で
作
成
さ
れ
て
お
り
、
資
料

カ
ー
ド
一
枚
に
つ
き
二
点
の
資
料
に
つ
い
て
記
載
が
で
き
る
よ
う
、

上
下
二
つ
に
区
切
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
枠
内
の
左
端
に
は
「
番

號
」「
名
称
」「
地
名
」「
記
事
」
の
項
目
名
が
印
字
さ
れ
る
。
各
項

目
の
記
載
に
は
主
に
ペ
ン
が
用
い
ら
れ
、
特
に
「
記
事
」
の
項
目

に
は
資
料
の
寸
法
や
材
な
ど
の
形
態
に
関
す
る
情
報
、
寄
贈
者
や

寄
贈
年
、
入
手
方
法
な
ど
資
料
の
由
来
に
関
す
る
情
報
が
記
載
さ

れ
る
。
文
字
情
報
の
他
に
図
が
掲
載
さ
れ
る
資
料
カ
ー
ド
も
確
認

で
き
る
。
た
だ
し
、
記
載
さ
れ
る
情
報
量
や
内
容
は
資
料
に
よ
っ

て
異
な
る
。
資
料
カ
ー
ド
は
収
集
時
で
は
な
く
人
類
学
教
室
で
の

整
理
の
際
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
（
斎
藤 2016:  11

）、
龍
江

の
収
集
品
に
つ
い
て
は
寄
贈
時
に
龍
江
が
執
筆
者
に
伝
え
た
内
容
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が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
29
）　

ド
イ
ツ
総
督
府
が
刊
行
し
た
一
九
〇
六
年
か
ら
一
九
〇
七
年
付

け
の
年
次
報
告
書
で
は
ビ
ス
マ
ル
ク
諸
島
に
は
二
名
の
日
本
人
が

居
住
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（Sack and Clark 

1979:  267
）。
こ
の
う
ち
の
一
人
は
小
嶺
と
み
て
問
題
な
い
だ
ろ
う
。

も
う
一
人
の
日
本
人
に
該
当
す
る
人
物
と
し
て
は
藤
川
政
次
郎
が

挙
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
書
簡
に
記
さ
れ
る
日
本
人
に
彼
が
該
当

す
る
可
能
性
は
低
い
。
彼
に
つ
い
て
は
不
詳
な
点
が
多
い
が
、
彼

自
身
の
記
述
や
取
材
さ
れ
た
際
に
答
え
た
情
報
に
よ
れ
ば
、
藤
川

は
一
九
〇
一
年
か
ら
一
九
〇
三
年
ご
ろ
に
独
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に

渡
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
藤
川 1914a: 61; 

丸
芳
・
藤
川 1914:  8

）。

一
九
一
四
年
に
南
洋
興
業
合
資
会
社
が
外
務
大
臣
加
藤
高
明
宛
て

に
作
成
し
た
「
陳
情
書
」（
一
九
一
四
年
八
月
一
三
日
付
）
に
は
同
社

の
ラ
バ
ウ
ル
支
店
主
任
の
役
職
に
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る

（JA
CA

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref. B11091376300

）。

た
だ
し
、
同
社
の
設
立
は
こ
の
陳
情
書
の
前
年
で
あ
り
、
渡
航
か

ら
会
社
設
立
ま
で
ど
の
よ
う
な
活
動
に
従
事
し
た
の
か
不
詳
で
あ

る
。
加
え
て
年
次
報
告
書
に
も
藤
川
に
関
連
す
る
と
推
測
で
き
る

記
述
が
皆
無
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
書
簡
に
記
さ
れ
る
日
本
人
に
藤

川
は
該
当
し
な
い
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
管
見
の
限
り
、
藤
川

が
記
し
た
文
章
が
確
認
で
き
た
の
は
一
九
一
四
年
の
一
年
間
の
み

で
あ
る
（
藤
川 1914a; 1914b; 1914c; 

丸
芳
・
藤
川 1914

）。
な

お
、
小
嶺
の
妻
・
長
の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
へ
の
渡
航
申
請
は
一
九
〇

八
年
と
一
九
一
〇
年
に
記
録
さ
れ
て
い
る
（Iw

am
oto 1999:  55

）。

（
30
）　

パ
プ
ア
号
と
ザ
ブ
ラ
号
は
当
初
、
木
曜
島
で
商
店
を
経
営
し
、

採
貝
艇
の
代
理
業
者
と
し
て
潜
水
夫
を
ま
と
め
た
龍
江
義
信
の
所

有
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
（
和
田 2014:  50

）、
採
貝
用
の
漁
船
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
時
期
に
日
本
で
製
作
さ
れ
た
少
し
大
型

の
木
造
漁
船
珍
彦
丸
（
一
三
ト
ン
、
四
〇
フ
ィ
ー
ト
×
一
二
フ

ィ
ー
ト
×
五
・
七
フ
ィ
ー
ト
）
と
豊
国
丸
（
一
七
ト
ン
、
六
〇
フ

ィ
ー
ト
×
一
二
フ
ィ
ー
ト
×
四
フ
ィ
ー
ト
）
の
写
真
を
見
て
み
る
と
、

一
〇
人
ほ
ど
の
乗
船
が
可
能
な
大
き
さ
で
あ
っ
た
（
上
野 2005: 

 91

）。

（
31
）　

小
嶺
が
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
来
訪
す
る
以
前
に
、
同
島
北

部
の
東
海
岸
に
あ
る
カ
ブ
リ
マ
ン
村
（K

ablem
an

）
に
日
本
人
貿

易
商
が
駐
在
し
て
い
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

の
貿
易
商
は
一
八
九
五
年
に
現
地
島
民
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
て
お

り
（Sack and Clark 1980:  36

）、
そ
の
後
は
小
嶺
が
来
訪
す
る

ま
で
、
他
の
日
本
人
が
こ
の
地
域
に
来
訪
し
た
と
す
る
記
録
は
確

認
さ
れ
て
い
な
い
。

（
32
）　

小
嶺
は
現
地
島
民
の
武
装
解
除
を
進
め
る
中
で
槍
を
「
回
収
」

し
た
。
二
章
で
紹
介
し
た
タ
ン
ガ
諸
島
の
部
族
紛
争
を
調
停
し
た

際
の
事
例
の
他
に
も
、
小
嶺
に
よ
る
槍
の
回
収
譚
が
伝
わ
っ
て
い

る
。
龍
江
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
彼
は
小
嶺
と
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
島
南
部
ノ
モ
ロ
ド
村
を
訪
れ
た
際
に
、
小
嶺
が
現
地
島
民
か
ら

数
十
本
の
槍
を
回
収
す
る
の
を
目
に
し
た
と
い
う
。
植
民
地
政
府

に
帰
順
し
な
い
村
落
の
武
器
は
没
収
す
べ
し
と
の
方
針
で
あ
っ
た

よ
う
で
、
現
地
島
民
が
槍
の
返
却
を
求
め
て
き
た
も
応
じ
な
か
っ

た
と
い
う
（
龍
江 1924:  74

）。
た
だ
し
、
回
収
し
た
槍
を
ど
の
よ

う
に
取
り
扱
っ
た
の
か
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

（
33
）　

ル
イ
ス
が
島
民
や
現
地
に
滞
在
し
た
収
集
者
か
ら
民
族
資
料
を

購
入
す
る
た
め
に
支
払
っ
た
費
用
は
合
計
七
五
二
六
・
七
〇
で
あ
り
、



植
民
地
期
の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
お
け
る
小
嶺
磯
吉
の
活
動
に
関
す
る
予
察

）

四
九　
（
二
二
五

そ
の
う
ち
小
嶺
へ
の
支
払
い
が
お
よ
そ
三
割
を
占
め
る
（W

elsch 
1998a:  551

）。

（
34
）　

一
九
〇
七
年
八
月
に
ザ
ブ
ラ
号
を
ド
イ
ツ
植
民
地
政
府
に
売
却

す
る
こ
と
で
八
〇
〇
〇
マ
ル
ク
を
工
面
し
、
日
本
に
送
金
し
て
い

る
（Biskup 1970:  103

）。

（
35
）　

た
だ
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館
に
登
録
す
る
際
に
、
一
つ
の

「
資
料
番
号
」
で
記
載
さ
れ
る
資
料
が
細
分
し
て
登
録
さ
れ
る
こ
と

や
、
複
数
の
資
料
が
一
つ
の
「
登
録
番
号
」
で
ま
と
め
て
登
録
さ

れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
、
フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館
に
お
け
る
登
録

上
の
資
料
数
と
は
一
致
し
な
い
。

（
36
）　

原
目
録
に
記
載
さ
れ
る
地
名
と
実
際
の
場
所
を
対
照
さ
せ
て
い

く
上
で
は
、
ま
ず
「M

apcarta
」（https://m
apcarta.com

/

）
と

い
う
地
名
検
索
サ
イ
ト
を
利
用
し
た
。
た
だ
し
、
原
目
録
に
記
載

さ
れ
る
地
名
の
中
に
は
名
称
が
変
更
し
て
し
ま
い
、
現
在
の
地
図

で
は
検
索
で
き
な
い
も
の
も
多
数
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
地
名
を

検
索
す
る
上
で
は
現
地
で
実
際
に
踏
査
し
た
人
物
の
著
作
が
有
用

で
あ
っ
た
。
特
に
一
八
八
二
年
以
降
に
ビ
ス
マ
ル
ク
群
島
で
活
躍

し
た
収
集
者
リ
チ
ャ
ー
ド
・
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
（Richard Parkin-

son

）
が
執
筆
し
た
民
族
誌
（Parkinson 1999

）
や
一
九
〇
七
年

～
一
九
〇
九
年
に
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
回
っ
た
ク
レ
ー
マ
夫

妻
（K

räm
er

）
の
民
族
誌
（K

räm
aer 1925; K

räm
er-Ban-

now
 2009

）、
ド
イ
ツ
植
民
地
政
府
に
よ
る
年
次
報
告
書
（Sack 

and Clark 1979

）、
一
九
三
〇
年
代
に
ア
ド
ミ
ラ
ル
テ
ィ
諸
島
を

踏
査
し
た
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ビ
ュ
ー
ラ
ー
（A

lfred Büchler

）

の
記
録
（O

hnem
us 1998

）
に
は
小
嶺
の
活
動
地
を
特
定
す
る

上
で
有
用
な
情
報
が
多
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
37
）　

慶
應
義
塾
大
学
に
は
旧
英
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
位
置
す
る
ル
イ

ジ
ア
ー
ド
諸
島
ウ
ッ
ド
ラ
ー
ク
島
（W

oodlark

）
で
収
集
さ
れ
た

木
偶
が
収
蔵
さ
れ
る
。

（
38
）　

当
初
は
ド
イ
ツ
領
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
に
は
チ
ョ
イ
ス
ル
島
（Choi-

seul

）
と
イ
ザ
ベ
ル
島
（Y

sabel

）
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
が
、

一
九
〇
〇
年
に
ド
イ
ツ
本
国
の
方
針
転
換
に
よ
り
植
民
地
経
営
が

本
格
化
す
る
中
で
領
境
の
再
編
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ら
の
島
を
英
領

植
民
地
政
府
に
割
譲
し
て
い
る
（Sack and Clark 1979: 373; 

Buschm
ann 2009:  99

）。

（
39
）　

原
目
録
で
は
ブ
ー
ゲ
ン
ヴ
ィ
ル
島
に
位
置
す
る
「K

onuw
a

」

に
て
収
集
活
動
が
行
わ
れ
た
と
記
載
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
現
在
の

カ
ヌ
ア
村
落
（K

anua

）
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
40
）　

一
方
、
慶
應
義
塾
大
学
に
は
ト
ー
ラ
イ
（T

olai

）
な
い
し
デ

ュ
ー
ク
・
オ
ブ
・
ヨ
ー
ク
諸
島
で
収
集
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
儀

礼
用
具
が
多
数
収
蔵
さ
れ
る
。

（
41
）　

マ
ラ
ン
ガ
ン
と
は
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
北
中
部
お
よ
び

タ
ー
バ
ル
諸
島
で
行
わ
れ
て
き
た
葬
送
儀
礼
で
あ
る
。
一
ヶ
月
以

上
に
渡
り
繰
り
広
げ
ら
れ
る
一
連
の
儀
式
の
中
で
、
仮
面
を
使
っ

た
舞
踏
が
披
露
さ
れ
る
と
と
も
に
彫
像
や
飾
り
板
な
ど
の
造
形
物

が
い
ず
れ
も
数
か
月
か
け
て
秘
密
裏
に
制
作
さ
れ
た
（
臺 2016

）。

（
42
）　

原
目
録
で
は
ジ
ャ
ウ
ル
島
は
旧
名
の
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
島

（Sandw
ich

）
で
記
録
さ
れ
て
い
る
。

（
43
）　

原
目
録
に
は
「angut

」
と
い
う
現
地
名
が
採
集
さ
れ
た
ク
ス

ク
ス
の
歯
で
作
ら
れ
た
装
身
具
が
「Rabum

」
よ
り
収
集
さ
れ
た

と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
原
目
録
の
他
の
記
述
を
確
認
し
て
み
る
と
、

「angut
」
に
類
似
す
る
「angfat

」
の
名
称
が
タ
ン
ガ
諸
島
よ
り



史
　
　
　
学

　
第
八
九
巻

　
第
三
号

）

五
〇　
（
二
二
六

収
集
さ
れ
た
貝
貨
を
示
す
現
地
名
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
小

嶺
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
購
入
し
た
ル
イ
ス
の
論
考
に
は
、
タ
ン
ガ

諸
島
の
貨
幣
の
現
地
名
と
し
て
「angfat

」
の
名
称
が
記
載
さ
れ

て
い
る
（Lew

is 1929:  10

）。
こ
れ
ら
の
情
報
か
ら
、

「Rabum
」
は
タ
ン
ガ
諸
島
内
の
地
名
で
あ
る
と
推
測
し
検
索
し

た
結
果
、
音
が
類
似
す
る
ル
ブ
ン
村
落
（Lubun

）
が
こ
れ
に
該

当
す
る
と
の
考
え
に
至
っ
た
。

（
44
）　

原
目
録
に
は
「Lubal

」
や
「Robal

」
の
地
名
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
が
、
ど
ち
ら
も
マ
ヌ
ス
島
西
海
岸
に
位
置
す
る
場
所
と
記
載

さ
れ
て
お
り
、
ル
バ
ル
島
の
位
置
と
完
全
に
は
一
致
し
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
現
状
で
は
類
似
す
る
音
の
地
名
が
他
に
確
認
で
き
な

い
た
め
、
原
目
録
の
誤
記
の
可
能
性
も
含
め
て
ル
バ
ル
島
と
比
定

し
た
。

（
45
）　

鮫
島
は
ア
ド
ミ
ラ
ル
テ
ィ
諸
島
に
到
着
し
て
か
ら
、
約
一
年
か

け
て
全
域
を
回
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
経

営
す
る
上
で
現
地
島
民
を
雇
用
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
彼

ら
の
風
俗
習
慣
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
彼
ら
を
円
滑
に
動
員
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
際
に
鮫
島
は
村
落

に
て
様
々
な
彫
刻
品
、
日
曜
器
具
な
ど
興
味
を
引
く
民
族
資
料
を

目
に
し
て
い
る
。
当
時
は
貨
幣
経
済
が
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
た

め
に
買
い
取
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
色
々
と
手
を
回
し
て

物
々
交
換
す
る
こ
と
で
民
族
資
料
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
と

い
う
（
藤
木 1939

）。

（
46
）　
『
子
壽
里
叢
書
三
編
：
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
其
附
近
島
嶼
の
土
俗

品
』（
藤
木 1939

）
に
収
録
さ
れ
た
鮫
島
の
回
顧
録
お
よ
び
収
集

品
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
鮫
島
も
ま
た
民
族
資
料
の
収
集
に
勤
し
ん

だ
よ
う
だ
。
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
開
設
の
た
め
の
現
地
調
査
に
て

民
族
資
料
を
目
に
し
た
こ
と
が
収
集
活
動
に
参
入
し
た
契
機
で
あ

っ
た
よ
う
で
、
小
嶺
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
合
わ
せ
て
自
身
が
収
集

し
た
約
一
〇
〇
点
を
シ
カ
ゴ
大
学
よ
り
派
遣
さ
れ
た
専
門
家
に
一

五
〇
〇
〇
ド
ル
で
売
却
し
た
と
い
う
（
藤
木 1939

）。
売
却
談
に

つ
い
て
は
お
そ
ら
く
シ
カ
ゴ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館
よ
り
派
遣
さ

れ
た
ル
イ
ス
の
商
談
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、

実
際
に
鮫
島
が
自
身
の
収
集
品
を
ル
イ
ス
に
売
却
し
た
か
ど
う
か

は
疑
わ
し
い
。
鮫
島
は
技
師
職
工
五
〇
名
を
引
率
し
て
一
九
一
一

年
六
月
に
初
め
て
渡
航
し
た
と
記
憶
し
て
い
る
が
（
藤
木 1939

）、

彼
は
一
九
一
二
年
に
ド
イ
ツ
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
小
嶺
商
会
が
設
立

し
た
際
に
上
村
に
推
薦
さ
れ
て
小
嶺
に
雇
用
さ
れ
た
と
報
告
さ
れ

て
い
る
（
上
条 1941:  184

）。
ま
た
独
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
へ
の
旅

券
五
〇
名
分
が
発
券
さ
れ
た
の
は
一
九
一
二
年
の
こ
と
で
あ
る
こ

と
か
ら
も
（Iw

am
oto 1995:  105

）、
鮫
島
の
渡
航
は
一
九
一
二

年
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
し
て
渡
航
が
一
九
一
二
年
の
こ

と
で
あ
る
と
す
る
と
既
に
小
嶺
と
ル
イ
ス
の
商
談
は
成
立
し
て
い

る
た
め
、
小
嶺
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
合
わ
せ
て
自
身
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
を
売
却
し
た
と
す
る
鮫
島
の
証
言
と
齟
齬
が
生
じ
る
。
ル
イ

ス
の
日
誌
や
原
目
録
に
も
特
に
鮫
島
に
関
す
る
記
述
は
確
認
で
き

な
い
。
こ
れ
ら
の
情
報
か
ら
、
彼
の
収
集
に
依
る
も
の
が
シ
カ

ゴ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
極
め
て

低
い
。
鮫
島
の
収
集
品
は
彼
の
友
人
で
海
外
美
術
品
商
の
筒
井
英

雄
が
経
営
す
る
筒
井
商
店
に
て
一
九
三
二
年
の
春
ご
ろ
に
飾
ら
れ

て
い
た
。
当
時
の
鮫
島
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
同
好
の
士
に
譲
る
こ

と
を
望
ん
で
い
た
よ
う
で
、
筒
井
か
ら
見
に
来
る
よ
う
に
と
誘
わ



植
民
地
期
の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
お
け
る
小
嶺
磯
吉
の
活
動
に
関
す
る
予
察

）

五
一　
（
二
二
七

れ
た
岸
本
彩
星
童
人
は
同
年
に
こ
れ
ら
の
品
々
を
目
に
し
て
い
る
。

筒
井
や
岸
本
の
熱
心
さ
が
功
を
奏
し
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
最
終
的

に
岸
本
に
譲
り
渡
さ
れ
た
（
藤
木1939

）。
岸
本
は
終
戦
直
後
に

こ
の
世
を
去
っ
て
お
り
、
彼
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
は
戦
後
に

産
経
新
聞
の
創
業
者
・
社
長
で
あ
っ
た
前
田
久
吉
の
手
に
渡
っ
て

い
る
（
天
理
参
考
館 1992:  35

）。
こ
れ
ら
は
一
九
五
五
年
五
月
に

開
催
さ
れ
た
『
ア
ジ
ア
ア
フ
リ
カ
珍
奇
人
形
展
』（
大
手
町
産
経
会

館
六
階
ホ
ー
ル
）
に
出
品
さ
れ
、
こ
の
展
覧
会
終
了
後
の
一
九
五

五
年
七
月
に
他
の
岸
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
と
も
に
天
理
参
考
館
に

寄
贈
さ
れ
た
（
天
理
参
考
館1992: 35; 

川
口2011: 3-7

）。
筆
者

は
天
理
参
考
館
学
芸
員
の
中
尾
徳
仁
氏
と
早
坂
文
吉
氏
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
同
館
が
所
蔵
す
る
鮫
島
の
収
集
品
を
熟
覧
す
る
機
会

を
得
て
い
る
。

（
47
）　

第
一
次
世
界
大
戦
頃
に
南
洋
興
業
会
社
在
ラ
バ
ウ
ル
支
店
主
任

を
務
め
た
人
物
（JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref. 

B11091376300

）。『
ニ
ウ
ギ
ニ
ア
パ
プ
ア
族
作
品
集
』（
丸
芳
・

藤
川 1914

）
に
よ
れ
ば
、
藤
川
は
一
九
〇
一
年
な
い
し
一
九
〇
三

年
に
独
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
渡
り
、
そ
の
後
一
九
一
四
年
に
至
る

ま
で
に
約
三
〇
〇
点
の
民
族
資
料
を
収
集
し
た
と
い
う
。
彼
の
収

集
品
は
「
南
洋
土
人
製
作
品
陳
列
會
」（
一
九
一
四
年
、
三
越
呉
服

店
）
に
お
い
て
陳
列
さ
れ
た
。
藤
川
は
自
身
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

特
定
の
人
物
や
機
関
が
一
括
で
管
理
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
が
、
好

事
家
や
富
豪
、
芸
術
家
、
研
究
者
な
ど
多
く
の
求
め
に
応
じ
て
譲

り
渡
し
た
と
い
う
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
四
散
す
る
こ
と
を
憂
い
た

藤
川
は
せ
め
て
も
と
自
身
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
写
真
に
収
め
、
同

好
の
士
ら
の
協
力
の
も
と
約
一
四
〇
点
の
資
料
を
選
定
し
、『
ニ
ウ

ギ
ニ
ア
パ
プ
ア
族
作
品
集
』
に
収
め
た
。
現
在
、
藤
川
の
収
集
品

の
一
部
は
東
京
国
立
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
（
東
京
帝
室
博

物
館1921

）。
同
書
に
は
資
料
の
写
真
に
加
え
て
、
表
紙
に
一
体

の
彫
像
の
挿
絵
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
挿
絵
に
関
す
る
記
述

は
確
認
で
き
な
い
が
、
そ
の
形
態
的
特
徴
か
ら
こ
の
彫
像
は
小
嶺

が
収
集
し
、
現
在
慶
應
大
に
所
蔵
さ
れ
る
マ
ラ
ン
ガ
ン
彫
像
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
（
臺 2016:  5

）。
本
稿
で
提
示
し
た
様
々
な
情

報
か
ら
、
小
嶺
は
一
九
一
四
年
時
点
で
は
自
身
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
日
本
国
内
に
持
ち
込
ん
で
は
お
ら
ず
、
独
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
内

で
管
理
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
挿
絵
が
小
嶺
の
収
集
し

た
彫
像
を
描
い
た
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
本
書
の
編
者
で
あ
る
丸
芳

な
い
し
藤
川
と
小
嶺
に
は
何
ら
か
の
接
点
が
あ
っ
た
可
能
性
が
浮

か
び
上
が
る
。
丸
芳
は
一
九
一
四
年
に
ラ
バ
ウ
ル
を
訪
れ
、
小
嶺

造
船
所
の
盛
況
ぶ
り
を
記
録
し
て
お
り
（
川
崎
・
丸
芳 1913:  3

）、

そ
の
際
に
小
嶺
の
民
族
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
目
に
し
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
藤
川
と
小
嶺
の
接
点
を
示
す
文
献
は
確
認
で
き
て
い

な
い
が
、
藤
川
は
小
嶺
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
独
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に

渡
り
、
恐
ら
く
は
ラ
バ
ウ
ル
を
中
心
に
現
地
で
活
動
し
た
人
物
で

あ
る
か
ら
、
何
ら
か
の
接
点
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な

い
。
管
見
の
限
り
藤
川
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は

一
九
一
四
年
に
作
成
さ
れ
た
文
献
群
の
み
で
あ
り
（
藤
川 1914a; 

1914b; 1914c

）、
そ
の
詳
細
に
迫
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
彼
の
収
集
品
に
着
目
す
る
こ
と
で
藤
川
の
収
集
活

動
の
実
態
や
小
嶺
か
ら
／
へ
の
影
響
に
つ
い
て
明
ら
か
に
で
き
る

可
能
性
が
あ
る
。

（
48
）　

本
名
は
岸
本
五
兵
衛
（
一
八
八
七
～
一
九
四
六
）。
岸
本
家
は



史
　
　
　
学

　
第
八
九
巻

　
第
三
号

）

五
二　
（
二
二
八

祖
父
の
代
に
荷
受
け
問
屋
や
肥
料
商
で
成
功
を
納
め
た
。
父
の
代

に
は
海
運
業
に
進
出
し
、
日
清
・
日
露
戦
争
の
際
に
財
を
成
し
、

一
九
〇
八
年
に
は
岸
本
海
運
を
創
設
し
て
い
る
。
岸
本
彩
星
童
人

は
先
代
か
ら
受
け
継
い
だ
海
運
業
の
ほ
か
に
銀
行
や
保
険
会
社
を

経
営
す
る
傍
ら
、
世
界
各
地
の
玩
具
や
人
形
を
収
集
し
て
い
た

（
河
崎1997: 120; 

川
口 2011: 5-6

）。


